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《シースターン地方》




　イラン東部からアフガニスタン南西部にまたがる辺境の地。非常に広大な土地面積を有するが、経済的には低開発で、荒涼たる貧しい大地が広がっている。

　その名からシスコンの桃源郷を連想したとしても、旅立ちの前には熟考に熟考を重ねる必要があるだろう。逆に言えば妹を心の底から求め、全身全霊の愛をぶつけた結果、拒絶されてしまった兄が臨終の地として選ぶのであれば、その名の通り相応ふさわしい場所かもしれない。食事も水も尽き、旅路の果てにせめて天からの迎えを祈り砂すな埃ぼこりで濁る空を見上げる兄。そこに純白の翼を羽ばたかせ妹が降臨する。兄はうつろな目で妹に手を伸ばし、過酷な道程の果てにようやく約束の地へたどり着けたことを知る。そして静かに瞳を閉じ、天に召されていくのだ。しかし今一度思い起こして欲しい。まだ現実の妹が、隣の部屋で穏やかに満たされた生活を送っているということを。地名なんぞに逃げる前に、今そこにいる現実の妹から眼めを逸そらしてはならない。終しゆう焉えんの地への旅立ちは、それからでも決して遅くはないだろう。




「……なんだろうこれ」

　一月一日の就寝前、枕の下に違和感を覚え手を突っ込んでみると、怪文書が出てきた。

　とりあえず犯人だけはすぐにわかったので僕は隣室のドアをノックする。

「なによお兄ちゃん。もう寝るんだけど」

「くるみ。なんか枕の下からこんなのが出てきたんだ」

「ああ、それ。そういう地名があるらしいわ。お兄ちゃんが知ったら行きたがると思って」

「いや、行きたがらないけど……」

「そうよね、いくら何でも僻へき地ちすぎるからね。かわいそうなお兄ちゃん」

　本気で憐れん憫びんの目を向けられて、僕は言葉を失う。

「ええと。それはそれとして、なぜこの紙が枕の下に？」

「行きたくても行けないお兄ちゃんがかわいそうだから、せめて初夢で見せてあげようと思ったの。シースターン地方を」

「初夢で」

「そう。枕の下に入れておくと夢に出てくるって言うじゃない。過酷な冒険になると思うから、がんばってね。あ、私の写真は自前で大丈夫よね。お兄ちゃんどうせたくさん持ってるんだし。それじゃおやすみ」

「いや、そんなことは……」

　それ以上の抗議を許さず、くるみは自室のドアを閉めてしまった。

　とりあえず、今年も相変わらず妹と賑にぎやかに過ごせる年になりそうなのは間違いなかった。
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　　　　【１】




「明けましておめでとうございます！」

　年が明けて間もない一月二日。元日はそれぞれ家族水入らずで過ごしてから、僕はくるみといっしょに今年初めてリトルウイングを訪れた。

「えへへ。おめでとうございます響きようさん、くるみちゃんっ！」

　教会ではなく住居の方の玄関にお邪魔すると、潤じゆんたち三人が横並びで出迎えてくれる。

「遅かったじゃない。待ちくたびれちゃった」

「はむ。おめかしするから、今日は早おきしたよ」

　腰に手を当てつつも顔つきは機嫌よさそうな希のぞ美み。そして、ややとろんとした瞳で敬礼ポーズを取るそら。そして潤じゆんも含めた三人ともが、服装はそれぞれデザインの異なる煌きらびやかな振袖姿だった。

「お兄ちゃんがうまく縛ってくれないんだもん。痛くしたり、大事なところの締め付けがユルかったり」

「あはは、ごめん……。何しろ初体験だったから」

　僕の隣でほんのり頰を膨らませているくるみも若草色の晴れ着を身につけている。もちろん……と言うべきかはわからないけど、四人とも自前ではなくレンタル品だ。

　きっかけは、このあと合流予定の霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんの保護者役、元もと村むらユナさんからのお誘いだった。なんでも『全員分まとめてなら格安でレンタルできるルートがあるから、仲介をさせてくれないか』とのこと。

　本業の雑貨店の売り上げがあまり芳かんばしくないらしくて、いろいろ副業を開拓し続けてらっしゃることがやや心配ではあるけど、しょっちゅうお世話になっている方だし、実際金額はかなりお得だったみたいなので（僕は相場をよく知らないとはいえ）、相談した結果みんなで借りてみることにしたのだった。

　やっぱり、女の子にとって普段できないおしゃれを楽しむ機会というのは単純に嬉うれしいものなのだろう。

「わぁ、くるみちゃんのもとってもすてきだねっ！」

「潤じゆんのも可愛かわいらしいデザインだわ。その柄がらの花、何だっけ？」

「はむ。潤じゆんたんのは藤のお花。さくねーが言ってた」

「そらのが花車で、希のぞ美みのは牡ぼ丹たんだって。どれもかわいいから他のも着てみたいわ」

　瞳をキラキラさせながら、互いの生地に顔を近づけたり、控えめにポーズを取ってみせたりする四人。僕も貴重な姿を目に収められて本当に嬉うれしい。まさに役得といった感じだ。

　説明書きと睨にらめっこで、くるみの着付けを必死で手伝った甲か斐いがあったな。これでもだいぶ正式な着物より簡略化された造りになっているらしいけれど、朝から我が家は両親交えててんやわんやだった。

「取り替えっこするのは勝手だけど、もうあたしは手伝わないよ～。全員の着付けでヘトヘト」

　出発前の騒々しさを思い出していると、奥から桜花さくらが僕の内心に同調してくれるように歩いてきた。どうやらみんなの着付けを総指揮したのは桜花さくらみたいだ。

「あけましておめでとう」

「う、うん。おめでとう響きよう。今年もよろしくね」

　顔を見て挨拶すると、桜花さくらは僅わずかに目線を外して俯うつむいた。どこか自分の身だしなみを気にするような様子だった。

　桜花さくらもまた、みんなと一緒に借りた振袖姿。色合いと柄は、まさしく名前通りの鮮やかな桜模様だ。

「桜花さくら、ええとその……。とってもよく似合ってるね」

「そ、そうかな!?　こういうのほとんど着たことなくて、自分ではどうかわからなかったけど……あ、ありがと。響きようにそう言ってもらえて、嬉うれしい」

　いくら気が利きかない僕でも、内心がなんとなく想像できたので噓うそ偽りない感想を伝えると、桜花さくらはびくりとしつつも頰を染め喜んでくれた。

　よかった、恥ずかしがって変に躊ちゆう躇ちよしたりしないで。ほんの僅かだとしても、桜花さくらの迷いが僕の言葉で薄れたのなら、僕は自分がこの世に生まれた意味を嚙かみしめることができる。

「桜花さくら……あけましておめでとう」

「響きよう……うん、おめでとう」

　しばし、僕は桜花さくらの艶あでやかさに眼めを奪うばわれ続ける。金色のかんざしが、なんとなく桜花さくらの生まれ持った『美しさ』の一部なのではとさえ思えた。

「ちょっと！」

「こら！」

「うわ!?」

　うっかりぽーっとしてしまっていたら、くるみと希のぞ美みにそれぞれ左右から膝裏を蹴られた。関節がカクンと曲がり、危うく転ぶ寸前になる。

「希のぞ美みたちをすっとばして桜花さくらのことだけほめるなんて、どういうつもりよ!?」

「お兄ちゃんが着せた振袖でしょ！　責任持ってずっと私だけ見てなさい！」

　二人は続けて僕に詰め寄り、頰をぷっくり膨ふくらませながら上目遣いを向ける。

「ご、ごめん！」

　くるみの言い分には多少異を唱える必要がありそうだったけど、確かに子どもたちを飛ばして桜花さくらだけを褒ほめたのは僕の落ち度だ。みんなだってきっと、慣れない和装が他の人からどういうふうに見えているか不安に思っていただろうに。

「ご、ごめん希のぞ美み！　そんなつもりじゃなかったんだ。希のぞ美みも、本当によく似合ってる。少し大人っぽい色合いが、いかにも希のぞ美みにぴったりだと思う」

「ふ、ふん。そう？　まあ、知っていたケドね！　小学生アダルト部門で争わせたら、そりゃあ希のぞ美みはちょっとしたものよ」

　小学生アダルト部門という文言に引っかかりを覚えなくもない僕だったけど、ひとまず希のぞ美みの機嫌は回復したようなのでそこは触れずにおこう。

「潤じゆんの振袖もすてきだね！　落ち着いた色だけど模様が細かくて華やかで、潤じゆんの優しい雰囲気にぴったりだと思う」

　それより、まずはそわそわと遠慮がちに様子を窺うかがってくれていた潤じゆんに対し感想を伝えるのが先だ。

「わ、わにゃ。えへへ。よかったです……。私も、この柄がらがとってもかわいいなって思っていたから。響きようさんに気に入って頂けて、嬉うれしいですっ」

　セットを乱さないようほんの軽く頭をなでると、潤じゆんはふわっと面持ちを柔らかくした。よかった、どうやら正しく感想を届けられたようだ。もちろん思ったままのことを口にしているだけなんだけど。

「はむ」

　ほっとしている間に、そらが僕の手首をそっと摑つかみ、潤じゆんの頭からそら自身の頭の上にぽすんと載せ替えた。今度はこっち、という意味だろう。僕もそのつもりだったのでされるがままに笑みを向ける。

「そらも本当に似合ってるよ。たくさんのお花がきれいだし、それに地の色はそらの名前と同じ空色だね。爽さわやかですごく良いいと思う」

「はむ。響きようにーに褒ほめてもらえてうれしい。眠いけど、がんばって起きてよかった」

　ほんのりと目を細め、喜びを露あらわにしてくれるそら。僅わずかな変化だけど、一年近く同じ時間を過ごしてきた後だから、とても嬉うれしがってくれているんだなとわかって、僕も幸福感がさらに溢あふれた。

　再度見渡せば、潤じゆんも希のぞ美みもそらも、曇りなき笑顔を浮かべている。うっかりミスを犯してしまったけれど、なんとか誤解を残してしまわずに済んだかな。

「……むー。響きようの八方美人」

　と、思いきや今度は桜花さくらが微妙に唇を尖とがらせている。み、みんな同じくらい似合ってるよと伝えたいだけなんだけど、言葉というのは本当に難しい。確かにそういう感想こそ『八方美人』だと言われてしまうと反論のしようがないのだった。

「……お兄ちゃん。私の声、聞こえてる？」

「ご、ごめんなさい」

　とりあえず、くるみに対してもこの場で取り繕つくろうと収拾がつかなくなりそうなので、家に帰ってからたっぷり怒られることにしよう。怒りを通り越して能面のような笑顔を浮かべているのが逆に恐ろしすぎるけど。

　さておき、新年早々の賑にぎやかさがとても心地好よかった。




　　　　♪




「正まさ義よしさん、本当に留守番で良かったのかな？」

「むしろほっといてあげて。昨日ひとりではしゃいで飲みすぎて、二日酔いで死にかけてるだけだから」

　ほどなくリトルウイングを出て、霧きり夢ゆめたちと合流するためみんなでのんびり歩き出す。一家の主あるじにもご挨あい拶さつをしたものの、初もうでは欠席するそうだ。せっかくだからごいっしょに、とも思ったんだけど、桜花さくらに事情を教えてもらった後は苦笑と共に納得するしかなかった。それに『宗派が違う』と言われてしまうとまあ確かにその通りなのだろうし。

「ふぅ、寒い。……けど空気が澄んでて良いい朝だ」

　コートのボタンを留め直しつつ、僕は最後尾から彩いろどりで満ちた五人の後ろ姿を眺める。和服で歩きにくいだろうから、速度はみんなに任せようと思ってあえて一歩下がった位置取りを選んだ。及ばずながらの配慮を……といった次第だけど、それより自分だけコートを着込んでいることの方が少しズルいかな。振袖って、防寒的な意味ではどんなものなのだろう。

「そら、寒くない？」

　気になったので僅わずかに距離を詰め、そらに肩を並べて尋ねてみた。

「わたしはだいじょうぶ。すーすーするけど」

「すーすー？」

　振袖というだけあって袖口が大きく開いているからだろうか。

「はむ。ぱんつはいてないから」

　想像以上に事は重大だった。

「ちょ、ちょっとそら!?　どういうこと!?」

　くるみが血相を変えて問い糾ただす。なお、くるみはちゃんとぱんつはいてる。変な意味ではなく、この眼めで確認したので間違いない。変な意味ではなく。

「さくねーが、教えてくれたよ？　お着物の時は、ぱんつはかないって」

　屈くつ託たくなく、きょとんと首を捻ひねるそら。確かに、そういう話を僕もどこかで小耳に挟んだことがあるような気がする。するけど、はたしてこの現代において、そこまで『正式』に則のつとる必要はあるのだろうか……!?

「ちょ、ちょっとくるみ！　まさか、はいてるの!?」

「まさかじゃないわよ！　はかないなんて発想すら出てこなかったわよ！　……ていうか、そう言うからには希のぞ美みも……!?」

「わ、わにゃ……。なんだか急に恥ずかしくなってきたよぅ」

　希のぞ美みが慌ててくるみに問い糾ただし、答えを聴くや潤じゆんと共にきゅっと内股で立ち止まった。
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　──ぱんつを見てしまう直接的な行為より、ぱんつはいてないことを知ってしまう状況の方が、ある意味罪悪感は強いかもしれない。年明け早々、新たな『気付き』と直面してしまう僕であった。

「……え、うそ。違うの？」

　隣で桜花さくらの声が震えたけど、僕は顔を向けることすらできない。

　三人の着付けをした本人が『常識』だと思っていた。それはつまり。

　桜花さくら自身も、同様に──。

「…………………………」

　僕たちの間に長い沈黙が訪れ、心なしかみんなの歩む速度がますます遅くなっていった。

　見てはいけないものが直接視界にあるわけではない。むしろ、滅多にない晴れ着姿なのだからたくさん眼がん福ぷくを味わわせてもらう方が着付けの苦労に報いることができるはず。

　そうわかっていても、僕はしばし自分の足元一点だけを見つめたまま歩き続けることしかできなかった。







「やっと来たわね。待ちくたびれたわよ」

「貫ぬく井いくん、みなさん！　明けましておめでとうございます！」

　予定以上のスローペースでユナさんの雑貨店にたどり着くと、店先で霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんが並んで待ち構えていた。もちろん二人とも晴れ着姿だ。

「やあ、二人とも、あけましておめで──」

「ねえ柚ゆず葉は、小こ梅うめ。あんたたちもちろん、ちゃんとぱんつはいてるわよね？」

　僕が挨あい拶さつを終える前にくるみが二人のすぐ傍そばまでにじり寄り、目を血走らせて尋たずねた。

「は、はいてますけど、どうしてですか？」

「当たり前のこと訊きかないでよ。バカじゃないの？」

　きょとんとして、くるみに怪け訝げんそうな目を向ける相あいヶが江えさんと霧きり夢ゆめ。無理もないけど、くるみの意図がさっぱりわからない様子だ。

「そうよね、当たり前よね。本当にバカなことよね」

　ほんのりと優越感を乗せたような目で振り返るくるみ。その視線におののいて、リトルウイングの四人はぎゅっと身を寄せ合った。

「おめでとう桜花さくら。今日から残念美人は卒業よ。……この、ヘンタイ美人」

「せめて残念と呼んで。美人もいらないから。あたしが悪かったから。謝るから」

　頰を染め、幽かすかに瞳を潤うるませているみんなを見ると（そらだけは無表情だけど）、またしても晴れ着姿に目を向けることに罪悪感を感じてしまう僕だった。黒色の絵の具に何を混ぜても黒色にしかならないのと同じように、ノーパンという情報が全ての色彩を上書きしてしまっている。

　恐るべし、パンツの力。いやでもこの場合はパンツが『ない』ことこそ引力となっているのだから、パンツ自体の力は問題には及んでいないとも受け取れる。

　そうか。これが、ゼロの概念なんだな。『ない』が『ある』という、視覚では捉えられないこの世の本質の姿に、僕は一歩だけ近づけたような気がした。

「色しき風ふう異い空くう空くう不ふ異い色しき色しき即そく是ぜ空くう空くう即そく是ぜ色しき」

「どうしたのひびき？　急にお経唱えだして」

「ちょっとだけ開けたんだ。『悟り』が」

「年明け早々だいじょうぶ？」

　般はん若にや心しん経ぎようの一節を唱えながら半眼を中空に漂わせる僕を見て、霧きり夢ゆめが微妙に引いている。

「……つまり、その。今おはきになってないんですか？　みなさんが？　……桜花さくらさんも？」

　神社へ向けて歩き出した後も、四人の受難は続いていた。取り繕つくろいつつも驚きを隠せない相あいヶが江えさんの声に、潤じゆんも希のぞ美みも桜花さくらもますます頰を赤くして俯うつむく。

　僕としては、そろそろこの話題から解放してあげたいと思うんだけど、いかんせん切り出し方が難しい。

『僕はノーパンでもぜんぜん気にしないよ！』

　……ダメだ。絶対火に油を注ぐ。というか単純に、とてもじゃないけど口にできる類たぐいの言葉ではない。

「まったく、とんだ社会のジョーシキ飛び越えちゃう系女子が近くにいたものね」

　伝え方を迷っているうちにくるみからさらなる口こう撃げきが。今のがこれまでで一番ショックの大きい言葉だったようだ。

「さくちゃん……。くるみちゃんに、社会のジョーシキ飛び越えてるって言われちゃった」

　潤じゆんが切なげに桜花さくらを見上げる。本当ならば『お前が言うな！』的な言葉を伝えたくて仕方なかったろうに、吞のみ込まざるを得ない辛つらさだろう。

「不ふ甲が斐いない姉でごめんなさい」

　桜花さくらはもうすっかり心が折れてしまったのか、ひたすら呆ぼう然ぜんと潤じゆんたちに謝罪の言葉を繰り返している。このままじゃやっぱりかわいそうだ。何かしらの方法でフォローしないと。

「そ、そういえば霧きり夢ゆめ。よその神社を拝んでも大丈夫なのかな？」

　こうして初もうでに向かっている最中にわざわざ確認する必要もなさそうだったけど、無理矢理話題を逸そらして僕は話しかける。

　実際問題として、霧きり夢ゆめはかつて双そう龍りゆう島じまの神み子こだった。他の神さまを参るのは都合が悪かったりしないのかなと、ちょっとだけ気にはなっていたところはあるのだ。

「別に大丈夫でしょ。八百やお万よろずの神とか言ってる国なんだし。よく知らないけど」

「確かにそっか」

　言われてみれば、一つの神社が一つの神さまを祀まつっているとも限らないのがこの国だもんな。特に変なことに気を回す必要なんて何もなかった。

「それよりひびきはちゃんと神社のお参りのしかた知ってるの？　間違って私たちに恥かかせたらダメよ？」

「た、たぶん大丈夫だと思うけど。二礼二拍手一礼……だったよね？」

　訊きき返され、少しだけ口ごもる僕。わかってるつもりなんだけど、はっきり尋ねられると多少自信を失ってしまう。

「なんだか怪しいわね。ちょっと練習してみせて」

　歩みを止めないまま、霧きり夢ゆめは着物の袖を振って促す。確かに間違って覚えていたら大変だから、このチャンスに確認してもらおう。

「ええと、まずはこうやって二回お辞儀してから……」

　いったん立ち止まり、喋しやべりながら首を垂れる。続けざまに、僕はそれなりに勢いをつけて両手を動かした。

　その機を待ってましたとばかりに、柏かしわ手での間に口を挟み込む霧きり夢ゆめ。

「のー」

　──ぱん！

「のー」

　──ぱん！

『……………………………………』

　そして、辺りに重苦しい沈黙が漂った。くるみはわざとらしく口元を押さえ、笑いをこらえている。

「よかったわね、みんな。ひびきに拝んでもらえたわよ。ノーパンを。ぷくくく」

「き、貴き龍りゆう様。ちょっとヒドいです」

　と窘たしなめつつも、相あいヶが江えさんも微妙に笑いを吞のみ込んでいる雰囲気だった。さすがに悪いと思っているのだろう、絶対に外には漏もらすまいと耐えていたけれども。

「新年早々、なんて屈くつ辱じよくなの……」

　ぎゅっと拳を握り、ぷるぷる震えている希のぞ美み。潤じゆんと桜花さくらも同じく恥ずかしさに耐えきれない様子だった。

　やはりダメだ。せっかくの晴れ着なのに、このままだとみんな今日という一日を心から楽しめなくなってしまう。

「だ、大丈夫だよ潤じゆん！　桜花さくら、希のぞ美み！　そらも！」

「きょ、響きようさん……？」

　僕がことさら大きな声を出すと、びくりとして上目遣いを向ける潤じゆん。その不安に満ちた双そう眸ぼうに、僕は可能な限り優しく微笑ほほえみかけた。

「僕も、聞いたことがあるよ。和服の時はその……はかないのが、本来は正しいって。ということは、みんなは正しいことをしたんだ。だから、気にする必要はない。みんなが正義だ。はいてないのが、正義だ」

　綱渡りをするように言葉を選んで伝えると、潤じゆんたちの表情に希望の色が少しずつ戻ってきた。

「響きよう……ありがとう」

　桜花さくらの顔にも生気が戻り、ようやく落ち込みきった状態から帰ってきてくれた。

　よかった、なんとか語ご弊へいを与えることもなく、励はげますことができたみたいだぞ。

「ふふん、聞いた？　響きようはノーパン派だそうよ？　ノーパンが大正義だそうよ？」

　完全に語弊しかなかった。希のぞ美みさん、その言い方は非常にマズいです。

『ぐぬぬ』

　慌てふためく僕だったけど、なぜかそれを聞くや今度は霧きり夢ゆめたちが歯は嚙がみしだした。

「なんてこと。お兄ちゃんの趣味を読み違えるなんて」

「ひびきがノーパン派。そこに気付いてさえいれば、今までこんなに手こずらずヨメ入りできていたのに」

「わ、私、今から下着脱いできた方がいいでしょうか……？」

　もはや辺り一面、誤解と語ご弊へいの地雷原と化していた。

「と、とりあえず先を急ごうか」

「はむ。れっつごー」

　でもどうあれ、みんな元気になったからよしとするか。拳を突き出したそらの真後ろを歩きながら、僕はこれ以上難しく考えないことに決める。

「えへへ。響きようさんと初もうで。とっても楽しみですっ」

　はにかんだ潤じゆんの表情を見る限り、悪いことをしてしまったわけではないと思うから。




　　　　【２】




「うわ、こんなにごちゃごちゃ混んでるわけ？」

　この辺りでは一番有名な神社の前にたどり着くと、大勢の人たちが鳥居からあぶれて外まで人垣をなしていた。露店なども並び、文字通りのお祭り騒ぎを見て霧きり夢ゆめが目を丸くしている。

「島のお正月とは、なんというか賑にぎやかさが違いますね～」

　相あいヶが江えさんも驚きながら、胸の前で巾着袋の紐ひもを両手で握りしめた。双そう龍りゆう島じまにある神社は一つだけだったので、ある程度は参拝客が集中するはず。それでもフランクフルトや綿菓子が売られたりはしないだろうから、少し喧けん噪そうの色が異なるのかもしれない。

「みんな、はぐれないようにね」

　自然と桜花さくらが前に立って、子どもたちの輪をぎゅっと凝縮させる。僕も一緒に動きつつ、任せきりじゃダメだなと心の中で決意。一応年上なのだから、みんなができるだけ苦労せずお参りできるよう誘導しないと。

「よし、隣の人と手を繫つなごうか」

　提案すると、子どもたちは頷うなずいて各おの々おの手を挿しだした。潤じゆんはそらと。霧きり夢ゆめは相あいヶが江えさんと。

「あ……」

「あ……」

　そして僕も──と思ったのだけど、右手を伸ばした先の一番近くにあったのは桜花さくらの掌てのひらだった。ハッとして顔を見合わせる僕と桜花さくら。

　いや、高校生同士で繫つないでも意味がないような。

　でも、ここで手を下げるのもなんとなく、憚はばかられるような。

　しばし、十五センチくらいの距離を置いたまま、僕と桜花さくらの手は所在なく漂い続けた。

「じれったいわねぇ」

「あ」

「あ」

　そこに、すっと両手を伸ばしたのは希のぞ美みだった。左を僕と、右を桜花さくらと繫つないで、三人横並びの真ん中にぴったり収まる。

「よかったわね、桜花さくら。希のぞ美みのおかげで響きようと『間接』手つなぎができて。うふふ」

「…………」

　おすまし顔で笑いかける希のぞ美みを見おろし、桜花さくらは少し言葉を探すような間を作った。

「あら？　なにか文句あるわけ？」

「べ、別にその。ないわよ。こ、これで良いいわ。もちろん」

「そうよねえそうよねえ。それでこそ桜花さくら。さあ行くわよ、みんな」

　特に取り合わず、歩き出そうとする希のぞ美み。僕としても、この態勢に異存はないので口を挟んだりはしなかった。

「わにゃ。ぞみ、とっても素早かったね」

「はむ。でんこうせっか」

　手を繫つないだまま少し驚いた表情の潤じゆんとそら。

「まったく、抜け目ないわ。お兄ちゃんの手を私に断りなく勝手に！　もう！」

　ちなみに僕の左手はまったく気付かない間にくるみが握っていた。もちろん全然構わないのだけど、いつ繫つながったのか本当に身に覚えがなかったので、ちょっとだけ狐きつねにつままれたような気持ちになった。

「き、貴き龍りゆう様。気がついたら先を越されてましたね……」

「おのれ都会っ子ども。いつまでも地の利があるとは思わないことね。次のチャンスは逃さないわ」

　相あいヶが江えさんと霧きり夢ゆめもなんだか驚いた顔をしているけど、配置に文句はなさそうだったのでこのまま参列に加わることにしよう。子どもたちがまだ空いてる手を他の子と繫つなげるのを待って、僕たちは一団で鳥居目指してじわじわ歩き出した。







「小こ梅うめちゃんはお願い事決めた？」

「潤じゆんが小こ梅うめちゃんって呼ばなくなりますように、かしら。もちろん噓うそだけど」

　じりじりとゆっくり進む行列に身を委ゆだねること十数分。ようやく本ほん殿でんの中が見えてきた。ほんの少しフライング気味に硬貨をぎゅっと握りしめた潤じゆんが尋ねると、霧きり夢ゆめはすん、と鼻を鳴らして素っ気なく答えた。

「わにゃ、それじゃあこれからも小こ梅うめちゃんって呼んで良いいんだね！」

「違う！　噓うそってそっちの意味で言ったんじゃないわよ！　うう、しまった。失言だったわ」

　いつも通りマイペースな潤じゆんに、霧きり夢ゆめは少しだけうんざり顔だ。でも、そこまで本気で怒っているようにも見えない。なんとなくだけど、今年のうちに呼び名を咎とがめることは諦あきらめてしまいそうな予感がある。僕と同じくそんな印象を抱いたからなのかはわからないけど、他の子たちからも穏やかな笑い声が一斉に漏もれた。

「はむ。響きようにーのお願いごとは？」

　今度は僕がそらから尋ねられて、一瞬ふむ……と声を詰まらせてしまう。そういえばまだ考えてなかったな。まだ少し猶ゆう予よはありそうだけど、見た感じあと五分はかからずに賽さい銭せん箱ばこの前までたどり着けそうなので、そろそろプランを練ねり始めた方がいいかも。

「そうだな……。今年も良いいことがありますように、とか？」

　それなりに考えてから伝えたのだけど、みんなの反応はとてつもなく悪かった。

「せっかくこれだけ並んだのに、ずいぶんやる気ないわねえ」

　最初のダメ出しは桜花さくらから。けっこう意外にも（いや、その言い方は失礼かもだけど）、桜花さくらは僕が思っていた以上に情熱を込めてこの初もうでに挑んでいるようだ。

「いい、響きよう？　この神社の神さまだけだって、きっと何千人……もしかしたら何万人ぶんの願いごとを聞くのよ。そんな無個性な願いごと、すぐに忘れられちゃうわ」

　続いて希のぞ美みも諭さとすように横目を向ける。確かにその主張には一理あるかもしれない。

「私だったらむしろキレるわね。そんなこと言うためにわざわざ呼びかけたのかって、ビミョーに不幸をプレゼントしたくなるわ」

　霧きり夢ゆめが恐ろしいことを言う。元・本職に脅おどされると、さすがにちょっと怖くなった。も、もう少しビジョンを持ってお願い事をするか。

「わかったわね、お兄ちゃん。祈るからには具体的によ。例えば具体的に誰と……具体的にどうなりたいのか。一例として、それくらいのことは考えないと。……一例としてね」

　最後にくるみがまとめると、みんな動きを揃そろえてうんうんと頷うなずきながら、僕に熱の籠もった視線を向ける。どうやらかなり本気で僕の身を案じてくれているらしい。それは本当に嬉うれしかったし、もう一つ改めてハッと思ったこともあった。

　今年は、去年以上に前へと踏み出す年にしないと。

　だからこそ、この年明け早々の願いごとにも、明確な意志を持って挑まないといけないよな。あやうく大事な機会を浪費してしまう寸前だったけど、みんなのおかげで気付くことができた。

　僕たちの前にはあと五列くらい。横にもずらりと人が並んでいるけど、今日は賽さい銭せん箱ばこの他に白い布で覆おおわれた臨時の賽さい銭せん受けも増設されているので意外と流れは速い。悩んでいられるのもあと少しだろう。

　そして、順番がきた。僕たちは全員横一列に並んで、本殿前の賽さい銭せんの川と向き合う。ほんの気持ちだけ奮発した百円玉を投じ、僕は練習通りにお辞儀と柏かしわ手でを送ってから、心の中で願いごとを念じた。

　けっこう長い時間じっくり祈ったつもりだったけど、他の子たちも真剣で、合わせた掌てのひらを下ろして目を開いたのは、全員ほぼ同じタイミングだったように感じた。

「ふー。やっとギョーレツから逃げられたわ」

　横に逸それて、境内の開けた場所に出るとほんの少しだけ人口密度がマシになった。霧きり夢ゆめは慣れない人混みが堪こたえたのか、心底ほっとして息を漏もらしている。さて、最大の目的は果たしたけど、せっかくだから少し遊んでいくべきか。みんなの疲れ具合で決めてもらおうかな。

「あの、貫ぬく井いくん。それで、その……どのようなお願い事をなさいましたかっ？」

　次の方針をぼんやり浮かべていると、相あいヶが江えさんから遠慮がちに尋ねられた。他の子たちも僕の方に視線を集中させていて、答えを聞きたがってる様子だ。

「ええとね」

　ちょっと迷ったけど、素直に教えることにする。悩んだ末に出した答えなんだから、自信を持って伝えよう。

　僕の、貫ぬく井い響きようの、今年一年の願い。それは。

「みんなと一日でも多く、少しでも長く。同じ時間を過ごせますように……って」

　伝えると、子どもたちと桜花さくらはしばしの静寂を共有していた。

「ちょっと。みんなじゃなくて、具体的にって言ったでしょ」

　それから最初に口を開いたのはくるみだった。確かに結局、漠然とした願いごとになってしまったかもしれない。

　だとしても、これが偽らざる今の僕の本心だった。

「ここにいるみんながいてくれたから、僕はすごく変わることができた。でもまだ全然未熟者で、もっともっと成長しなくちゃいけない。だから、またみんなに力を貸して欲しいんだ。ここにいるみんなと。全員と。もっともっといっしょにいたい。それが心から浮かんだ願いだったから、浮かんだまま神さまに伝えることにした。……やっぱりダメだった、かな」

　頭を搔かきながら、しどろもどろに答える。すると全員が、ふっと顔つきを和らげてくれた。

「ま、とっても響きようらしいわよね」

「はむ。響きようにーとみんなで、今年もいっしょ」

「しょうがないわ、受け入れてあげる。神さまはどうかわからないけど、希のぞ美みたちは、ね」

　呆あきれ笑いと共に視線を合わせ、目配せする桜花さくらとそらと希のぞ美み。

「神さまも認めてあげるわ。ここに居る神さまがね。だからひびき、ちゃんと私の事もいっぱい構うのよ？」

「私も貴き龍りゆう様のついでで構わないので、これからもぜひよろしくお願いします！　そういうポジションもわりと楽しめる方です！」

「しょうがないから今のところはそれで良いいことにしてあげる。……まあ、ほら。実妹だからどうしても他の子よりも接触が多くなると思うけど、そこは当たり前のことなんだし、お兄ちゃんは気にしちゃダメよ？」

　霧きり夢ゆめも相あいヶが江えさんもくるみも頷うなずいた。……微妙に引っかかる表現が散りばめられていたけどとりあえず気にしないでおこう。

「えへへ、響きようさんっ」

　最後にぴょこんと前に出て、深々とお辞儀をしてくれる潤じゆん。

「私たちの方こそ、今年もいっぱいいっぱいよろしくお願いしますっ」

「ありがとう。……みんな、今年もどうかよろしくお願いします！」

　ぱっと顔を上げた潤じゆんのまっすぐな笑みを正面から受け止め、僕はお辞儀を返しながらもう一度同じ願いを心の中に思い浮かべた。




　　　　♪




「霧きり夢ゆめ、大丈夫？　疲れてない？」

「こ、この程度平気よ。神み子ことして、愚民どものはしゃぎっぷりを見届けてやるわ」

　相談した結果、もう少しだけ境内で遊んでいこうということに。霧きり夢ゆめは人混みが苦手という話だったのでそこだけ心配だったけど、本人が大丈夫というのでその意思を尊重しよう。

　なにやら不穏な単語が聞こえたことは、ひとまずスルーしておいて。

「響きようさん、何か食べますかっ？」

「そうだなあ、たこ焼きとかみんなでつまんでもいいかもね。あ、でも潤じゆんが食べたいのがあったらそれでいいよ。フランクフルトとか、チョコバナナとか……」

　ちょうど眼めの前にあった看板を指さすと、潤じゆんは少し照れくさそうに首をかしげた。

「私、あまり太いものは入りづらくて」

　ああ、なるほど。言われてみれば、潤じゆんってあんまり大きいモノをくわえ込むイメージがないもんな。

「恥ずかしがりすぎなのよ。もっと思い切ってガバッと開けばきっと、入るのに」

「え、えへへ。そうかも。こんど練習してみようかな」

　苦笑混じりにアドバイスする希のぞ美みに、潤じゆんは両頰を自分の手で押さえ込みながら頷うなずく。よし、僕もそのうち、潤じゆんが太いものをくわえられるようになるよう特訓を手伝ってあげようかな。

「貫ぬく井いくん貫ぬく井いくん、鈴カステラってなんですか？」

　密ひそかにやる気を燃やしていると、相あいヶが江えさんが遠慮がちに僕の背中に触れた。そうか、あれってこういう場所でしか見ないから、あまり目に触れる機会がなかったのかも。

「鈴みたいにまるっこいカステラだよ。一口サイズだからみんなで食べやすいかもね」

「はむ。わたしも鈴カステラ、すき」

　挙手するそらに続き、質問した相あいヶが江えさんも、他の子たちも興味ありそうな顔を浮かべていた。よし、それじゃあおやつは鈴カステラにしよう。

「……うわ。ひびき、なにあれ。神社の脇にもすんごい行列できてるけど」

　甘いお菓子を頰張りながらまた少し歩いているうちに、霧きり夢ゆめが別の人だかりに気付いて背伸びした。複数連なる臨時テントの下には本殿と同じくらいの参拝客が列を成しているから、驚くのも無理はない。

「あれはね、この神社の名物なの。正月限定１０８みくじ」

「１０８？　どういうこと？」

　桜花さくらの説明に、霧きり夢ゆめはまだ要領を得ないといった感じで首を捻ひねる。

「おみくじの結果が、１０８種類もあるんだよ！」

「そのせいでこの神社、妙に有名らしいわ」

「はむ。わたしたち、去年も引いたよ。その前も引いた」

　潤じゆんと希のぞ美みとそらの説明も追加で聞いて、ようやく霧きり夢ゆめはぼんやりとわかったような、未いまだにちょっと摑つかみきれていないような、微妙な表情になった。

　ちなみに僕はここ数年初もうでをサボっていたけれど、引きこもる前にならくるみといっしょにここに来てやってみたことがある。結果は、覚えてない。……というより、当時の知識では理解できない内容だった気もする。

「貴き龍りゆう様、その。私、興味ありますっ」

「えー。でも、また並ぶんでしょ？　……とはいえ、私もこのままどんなおみくじなのか知らないで帰るのもモヤッとするわね。いいわ。どうせ全員引く気なんでしょ。付き合ってあげるわよ」

　明らかに期待感を込めて瞳を輝かせる相あいヶが江えさんに、霧きり夢ゆめは一瞬気だるげな表情を向けた。でも結局は好奇心の方が勝ったみたいで、もう一度行列に加わる気になってくれたようだ。

「ありがとう小こ梅うめちゃんっ」

「さあ、運試しね。いくわよお兄ちゃん」

　他の子たちも元々引く気満々だったようで、潤じゆんもくるみも霧きり夢ゆめの首しゆ肯こうに心底ほっとして、俄が然ぜんやる気を溢あふれさせている。

「桜花さくらも引くよね？　行こうよ」

「あ、あたしはあんま占いとかおみくじとか興味ないんだけどね。……でも、一人で待っていてもなんか退屈だし、いいわ。ついでに引いてあげる」

　一応桜花さくらにも動向を尋ねると、わりかし素っ気ない返事だった。女の子ってみんなこういうの大好きなイメージだったけど、それも偏見が強かったか。

「……ところでさ、響きよう」

「ん？」

　列に加わった直後、桜花さくらから改めて声をかけられたので振り返る。

「世の中には、十連ガチャというものがあるらしいわね？」

　さっきの発言とは裏腹に、桜花さくらはやる気満々だった。財布の中から、小銭ではなく明らかにお札を取り出そうとしている。

「重課金禁止でお願いします」

　とりあえずやんわりと窘たしなめることにした。おみくじは別に何度引いてもいいという話だけど、子どもたちの前で射しや幸こう心しんを煽あおるのもマズいだろう。







「響きよう、くるみ！　こっちこっち！」

　先に引き終えた希のぞ美みがそらと共にバンザイして合図してくれたので、貫ぬく井い家け兄妹きようだいで後から駆けつける。

「わにゃ、やっと引けました」

　少し遅れて潤じゆんと桜花さくら、最後に霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんも戻ってきて、僕たちは人垣から離れた松の木の近くで再集合した。

「まだみんな見てないわね？」

「うん、約束通り開かないで持ってきたよ」

　全員の顔を見回す霧きり夢ゆめに、未開封の紙片を掌てのひらに載せて答える。せっかくだから再集合して見せ合おうという相談になったので、僕も、他の子たちもどんな内容かはまだ知らない。

　そんなに結果は気にしないつもりだったけど、いざこうなると緊張してくるな。みんなも同じなのか、周りの顔色をうかがうような気配が僕たちの間に漂い始めている。

「……ど、どうする？　誰から開ける？」

　桜花さくらが尋ねた。ぱっと聞いた感じさりげなさそうな声色だったけど、かなり中身が気になってるであろうことは並んでいる間の様子からして明らかだった。

「いちばん残念そうな人のから見ましょ。みんなのハードルを下げるために」

　希のぞ美みがそう言うと、視線が一箇所に集中した。

　どこに集中したか、僕の口から伝えるのは一応差し控えておく。

「……なにそれ。いくらなんでもあたしの扱いヒドくない？　おみくじくらいズバッといい結果出すわよ。おみくじくらい」

　視線の集中砲火を浴びている少女がさすがにムッとして抗議した。

「はむ。さくねー、自信ある？」

「も、もちろんだわ」

「わぁ、楽しみっ。さくちゃん見せて見せてっ」

「え」

　そらと潤じゆんから無邪気に詰め寄られ、桜花さくらは逃げ場を失った。なんとなく、三人の意のままに桜花さくらが操られていたような印象も抱く。恐るべし『家族の絆リヤン・ド・フアミユ』。

「ほらほら早く。希のぞ美みが開けてあげようか？」

「い、いいってば！　自分で開くから！」

　手元のおみくじを奪われそうになって、桜花さくらが身体からだをねじる。そして、ごくりと生なま唾つばを吞のみ込むようにしてからそっと、のり付けされた紙の端を解ほどきだした。

　緊張感が、子どもたち全体にも伝わる。熱の籠もった視線を浴びながら、まずは桜花さくら自身が自分のおみくじを一人で熟読し始めた。

「ふっ……ふっふっふっ」

　しばらくすると、不敵な笑みと共に肩を揺らし始めた桜花さくら。

「あら、良いい結果だったのかしら？」

「あるいは、悲惨すぎてもう笑うしかない……とか」

　顔を見合わせ思惑を探るくるみと相あいヶが江えさん。相あいヶが江えさん、その見立ては微妙にヒドい。悪気あっての言葉ではなさそうだけど。

「どうだったの？　残念一家の長女」

　霧きり夢ゆめも気になったようで、桜花さくらに結果を急せかす。霧きり夢ゆめも大概ヒドい。

「ちょっと、桜花さくらと希のぞ美みたちの残念度をいっしょにしないでよ」

　抗議する希のぞ美みもヒドい。

「ふん、そんな風にあたしのことをバカにしていられるのも今のうちよ」

　しかし桜花さくらは少しも気にすることなく、余裕の笑みを手元の紙に向け続けている。

　これは間違いなく、良いい結果だったのだろう。まさか、１０８も種類がある故、もはやこの神社で引くことは不可能と言われている『大吉』を当てたのだろうか。それとも、存在が確認されている中での最上位の称号──引けば死後の幸福さえ保証されるという、幻の『即そく身しん成じよう仏ぶつ』をゲットしてしまったのか。

　……おみくじ引いて『即そく身しん成じよう仏ぶつ』って書いてあったら嬉うれしいかどうか、僕には多少疑問が残るけど。ていうか『成じよう仏ぶつ』って文字通り仏教の概念のような気もするけど。神仏混こん淆こうもここまでテキトーだとかえって清すが々すがしい。

　様々な推測が僕の頭の中で渦うずを巻く中、桜花さくらがゆっくりと自分のおみくじをひっくり返し、僕たちに文面を見せてくれる。

　そこに、太字で書かれていたのは。

「…………釣つり吉きち」

　僕たちの喜怒哀楽全てを寒空に気化させるのに、あまりにも充分すぎる二文字だった。

「驚きで声も出ないって感じね。どーよこの引きの強さ。ほらほらここ見て。『大漁保証』だって。やだもーどうしよ」

　声を弾ませる桜花さくら。しかし、周りのテンションがどん底からぴくりとも持ち上がってきていないことに気付いて、ようやく何かおかしいぞと気付いたようだった。

「あ、あれ？　羨ましくない？」

　自信を失って疑問の形に変えた桜花さくらに、希のぞ美みが肺の中の空気を全部吐き出すような溜ため息いきを浴びせかける。

「さすが桜花さくら、期待通りね。引いたおみくじ自体も残念だし、何よりこの内容で喜んでいるところが本当に残念」

「わにゃ。で、でも私たちはそんなさくちゃんが大好きだからね。本当に」

「はむ。さくねーと、いつでもずっと家族だよ。がんばって生きて、さくねー」

　すっかり憐れん憫びんを浮かべた希のぞ美みと、なんとかしてフォローしようと必死な潤じゆんとそら。

「なんなの。あたしはどこで、何を間違えたの」

　桜花さくらは未いまだ釈然としない様子だったけど、とりあえず自分以外の全員にとって、引いたおみくじがさほど良いい結果には見えないという事実は肌で感じたようだ。

　……まあ、僕としては桜花さくらのそういう朴ぼく訥とつなところも、魅力の一つだなと思うんだけど。

「希のぞ美みのお年玉で、本買ってあげようか？　女子力入門的なヤツ」

「いらないわよ！　ていうかそれより、希のぞ美みのやつ見せてみなさいよ！　そこまであたしのことバカにしといて、もっと残念な結果だったらどうするつもり!?」

　希のぞ美みに背中をぽんぽん叩たたかれた桜花さくらは、その手首を握りしめて顔を真っ赤にしながら抗議した。

「い、いーわよ？　桜花さくらのおかげで『いちばんダメなライン』がわかったから。今ならとっても披ひ露ろうしやすいもの」

　売り言葉に買い言葉といった感じで、続いて希のぞ美みが封を切ることに。はたして、そこに書かれていた文字は──。

「……大おお久く保ぼ洋よう吉きち」

「……」

「……」

「誰よソレ!?」

　沈黙を挟んで、読み上げた希のぞ美み本人が大声で抗議を唱えた。

「はむ。メジロドーベルの、調教師さん」

「……って、ここに書いてあるね」

　直下の説明書きを読んで、ふむふむと頷うなずくそらと潤じゆん。

　とりあえず僕にわかったのは、このおみくじは想像の何百倍もフリーダムだぞ、ということだけだった。

「つまりなに？　競馬の人？」

「名調教師さんだったそうですよ。良かったですね希のぞ美みさんっ」

　霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんも声をかけるけれど、希のぞ美みはしばらく俯うつむいてぷるぷる震えるばかりだった。

「まあまあ、おみくじだもの。時にはいろんな結果が待ち受けてるわよ、ぷくくくく」

　さすがに桜花さくらは嬉うれしそうだった。

「ほ、ほら。『吉』って書いてるからには良いい結果なんだと思う……よ？」

「うるさい！　もう放っておいて！　次の人開きなさいよ次の人！」

　僕からも一応フォローを試みたけど、あまりポジティブには受け止めてもらえなかったようだ、残念。

「潤じゆん、開けてみなさい」

「く、くるみちゃんが先で良いいよ？」

　どうも希のぞ美みの結果が違う意味でハードルを上げてしまったらしく、みんな様子を窺うかがっている。

「じゃあ僕が」

『響きようは最後！』

　ならば場を和ます意味でも挙手したんだけど、なぜか全員から窘たしなめられてしまった。よく分からないけどリクエストとあらばその通りにしよう。

「はむ。わたしがあけます」

　そらがぐっと拳を突き出し、探り合いからの前進を決意した。今度は誰も反対せず、いったい何が出てくるやらと口元を結び見守っている。

「こうでした」

　わりとあっさり、文面を披ひ露ろうしてくれるそら。

　……『秘密基地』と書いてあった。

「もう『吉』ですらないんですね。一応『きち』ではありますけど」

「これ絶対アレでしょ。１０８も考えているうち、途中でネタ切れになったんでしょ」

　相あいヶが江えさんの困り顔に対する霧きり夢ゆめの批評は、なんとなく的を射ているような気がした。

「じゃあ次は私が開けます。……えーと、これは？」

　次に動いたのは相あいヶが江えさん。なんだか困惑しているようだったのでみんなで覗のぞき込むと、表題にはアルファベットの『Ｄ』とだけ書かれていた。

「確かにわけわかんないわね。どういうこと？」

「説明を読んでみたら？」

　希のぞ美みと桜花さくらの助言に従い、文面の方にも目を向ける僕たち。

「えーと。『Ｄｒａｗ』。……好きな人ひとりから、好きな人ひとりを自由に略奪できます……って、なにこれ!?」

　なんとなく声に出して読み上げていた僕だったけど、おみくじの体すらなしてないあまりにもあまりな内容に後半は素っ頓狂な叫び声が出てしまった。これはむしろカードゲームの札じゃないか。

「やりました！」

　しかし相あいヶが江えさん本人はやたら嬉うれしそうに、えぐりこむようなボディーブローに似たガッツポーズを虚こ空くうに向けて打ち込んでいた。

「やりました、じゃない！　このくじ作ったヤツも、こんなの引いた柚ゆず葉はも反省室でまるまる一年正座してなさい！」

　霧きり夢ゆめが声を荒げる。そして確認を取らず自分のおみくじを開きにかかった。

「まったく、とんでもないの引いちゃって！　こうなったらちゃんと私の神がかった運命を見せつけて、二度と変な気を起こさせないようにしないと。……さあ、見なさい！　これが天の選択よ！」

　よほど自信があるのか（何に対してかはわからないけど）、霧きり夢ゆめは自分で内容を確認する前にばんと紙を開き、僕たち全員にお披ひ露ろ目めした。そこに記されていたのは──。

「ええと。『味玉ラーメン』……？」

「は？　何言って…………なによこれ!?」

　一字一句違たがわず、そう書かれていた。おみくじは、ただの食券と化していた。

　さすがにこれはふざけすぎではと心配になる。

「ありえないわ。この神社ぜったいバチが当たるわよ……！」

「ぷくくくく、そうなのね、天の選択は味玉ラーメンなのね。ま、しょうがないわよ。なにせ、一番大事な運命の糸はこの私ががっちり握って離さないんだもの」

　不満が癒いえる気配のない霧きり夢ゆめに勝ちほこりつつ、今度はくるみがおみくじを開封。記されていたのは──

「ほら、ごらんの通り『味玉ラーメン』…………なによこれ!?」

　霧きり夢ゆめのと全く同じ文字だった。

「うわぁ。１０８種類あって、よりによって『味玉ラーメン』でカブるなんて……」

「はむ。とってもなかよし」

「わぁっ、運命だね！　よかったね、小こ梅うめちゃん、くるみちゃん！」

「バカじゃないの！　よくないわよ！」

「よりにもよってこんなのと、こんな内容で一緒だなんて！」

　希のぞ美み、そら、潤じゆんがぱちぱちと手を叩たたく中、霧きり夢ゆめとくるみは完全に動きを揃そろえて怒りまくる。確かにその阿あ吽うんの呼吸はベテランの芸人を思わせるほどのシンクロっぷりだった。

「それより潤じゆん！　残るはあんたのよ！　早く開けなさい！」

「わ、わにゃ。最後も嫌だったのに、出し損ねちゃった……」

　霧きり夢ゆめに急せかされ、おののきながら潤じゆんは手元のおみくじに目を落とす。確かに、ここまで色々あった後だと大トリで披ひ露ろうするのは敷しき居いが高いかもしれないな。まあ本当の意味で最後に開けるのは僕ということになってしまったんだけど、子どもたちの中でのラストという意味で、どうしても注目度が高くなっている感もあり。

「さあ潤じゆん、見せつけてやりなさい。リヤン・ド・ファミユの引きの強さをね」

「ううう、普通の方が良いいんだけどなあ」

　希のぞ美みとそらに挟まれながら、潤じゆんが震える手で紙片を開く。

「はむ」

　紙が開かれると、そらがきょとんと声を出した。希のぞ美みもなんだか表現しがたき顔つきでずっと手元を見つめている。

　いったいどんな内容なんだろう。とりあえず、二人の反応からして『普通』ではなさそうだけど。

「じゅ、潤じゆん。どうだった？」

　緊張感に包まれながら僕が尋ねると、潤じゆんはうつろな目を震わせながら顔を持ち上げた。

「響きよう、さん……」

　そして、静かに文面をこちらに向ける。

「字がかすれてて……読めましぇん……」

　印刷ミスだった。

　これはあんまりだ。

「ううううう……私の影が薄いっていう……神さまからのお告げなのでしょうか……」

　どんよりと沈み込む潤じゆんに、誰しもがかける言葉に迷っていた。霧きり夢ゆめやくるみでさえ、からかう気持ちなど欠片かけらほども浮かんでこないようだ。







「えへへ、良かったあ」

　ちょっとかわいそうすぎるので取り替えをお願いしに社務所へ向かうと、平身低頭のお詫わびを受けて、もう一枚無料で選ばせてもらえることになった。そして用意してもらった箱の中から潤じゆんが一枚選ぶと、出てきたのは『大吉』。

　……まあ、多少思うことがないわけではない。けど、これくらいの優遇ならば受けて然しかるべきという状況だったので、異議を唱えようとする子は誰一人としていなかった。

「ちょっとズルだったかもしれないけど、おみくじの通り良いいことあると良いいな」

「ズルではないでしょ。言われたとおり選んだんだもの。だから潤じゆんの今年の運勢は『大吉』で間違いないわ」

「はむ。潤じゆんたんが『大吉』なら、きっとわたしたちにもいいことある。ありがとう潤じゆんたん」

　潤じゆん本人も多少思うところがあったらしく少しはにかんでいるけど、僕たちの見解は希のぞ美みとそらが言ったとおりだ。潤じゆんの『大吉』にあやかって、今年がここにいる全員にとってすてきな年になることを、多少厚かましく僕も思う。

　あともう一つ余談だけど、ついでに問い合わせてみたら『味玉ラーメン』は、このおみくじを近所のラーメン屋さんに持って行くと同メニューが一杯無料サービスになるキャンペーンらしい。よくよく読んだら確かにそんなことが書いてあって、それを知ったくるみと霧きり夢ゆめの機嫌もだいぶ良くなった。

「あ、そういえば響きようのおみくじ、まだ見てない」

　そろそろ帰路につこうかというところで、桜花さくらが自分の口元に手を添えた。他の子たちもハッとして僕に視線を向ける。

「自分でもすっかり忘れてたよ。このまま持ち帰ってもしょうがないし、一応確認するね」

　ポケットから封がされたままの紙片を取り出し、ゆっくりと開く。まさかとは思うけど、この期ごに及んでとんでもない内容が出てこなければいいけど。

「あ……なんかごめん」

　目に飛び込んできたのは、『小吉』という良く見慣れた文字列だった。小吉かあ。小、というのがいかにも僕らしいかもしれない。でも、小さいものこそが幸せの象徴なのだという教えだと思って、真しん摯しに受け止めよう。

　それはさておき、最後に面白くないものを出しちゃったなと申し訳なくなり、僕は紙を差し出しつつ頭を搔かく。

「何吉かはどうでも良いいのよ、ちょっと見せて！」

　すると霧きり夢ゆめが僕の手元からおみくじをさっと抜き取り、その周りにみんながぎゅうぎゅうに身を詰めて集まりだした。

『………………』

　しばし、全員が無言で目線を上下させ、文面を追い続けていた。す、すごい剣幕だけどどうしたのかな。健康運とかを心配してくれているのならすごく嬉うれしいけど。

「ま、よしとしましょう」

　それからだいたい同じタイミングで全員の顔がふっと和らぎ、霧きり夢ゆめが静かに息を漏らしながらおみくじを返してくれた。

「ちょっとがっかりのような気もするけど」

「ちょっとほっとしたような気もしますね」

　ふんわりと微笑ほほえみ合う、希のぞ美みと相あいヶが江えさん。なんだか僕だけが取り残されてしまった感じだ。

　でも、みんな楽しそうだからまあ良いいか。いったいどこを見てたんだろう。

　どうあれ、僕の運勢を気にかけてもらえるのはありがたいことだなと思った。
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　　　　♪




「あ～んもうどっと疲れた。参る方もそれなりに大変ね」

　居い候そうろう先さきである、ユナさんの雑貨店が見えてくると霧きり夢ゆめは天を仰ぎながら大きく伸びをした。

『参る方』という表現が面白くて噴き出しそうになったけど、実際に霧きり夢ゆめは去年まで『参られる方』だったんだもんな。厚い信仰心と共に願いごとを告げられる立場というのも非常に気苦労が多そうで、霧きり夢ゆめの主張がなんとなく伝わってきた。もちろん実際の大変さは想像することすらおこがましいんだけど。

「柚ゆず葉は、部屋に着いたらすぐに服脱がしてね。最初はかわいくて良いいって思ったけど、帯とか窮屈だしはやくいつもの服に戻りたいわ」

　おなかの辺りをぽんぽんしながら相あいヶが江えさんに頼む霧きり夢ゆめ。やっぱりずっと振袖姿なのは大変なのだろう。霧きり夢ゆめの普段着って巫み女こ服ふくだから同じ和装であんまり変わらないのでは、とも一瞬思ったけど、帯でぎゅっと締めてるわけではないから着心地は別物か。

「あっ、でも貴き龍りゆう様。島にビデオを送ってくれと頼まれてます。せっかくなので、この服のまま撮った方が良いいのではないでしょうか？」

「うげ、そうだったわね。あー、面倒だけど仕方ないわ。また着付けからやるよりはマシだし」

　恐れながらと言った風の相あいヶが江えさんに、うんざりしつつも頷うなずく霧きり夢ゆめ。二人の会話の内容に、潤じゆんたちは興味を引かれたようだった。もちろん僕もだけど。

「はむ。ビデオ、とるの？」

「そうなんです。冬休みの間はいろいろタイミングが合わなくて島に帰る時間が作れなかったので、それならせめてビデオを送ってくれと両親たちから頼まれたんです。それで、晴れ着で撮った方が喜んでもらえるかなと」

「そうだ。ついでだしあんたたちも付き合いなさいよ。ふふん、道連れで。向こうだって、知らない子たちじゃないんだからきっと喜ぶわ」

　霧きり夢ゆめの提案に対する答えに、誰も迷うところはなさそうだった。双そう龍りゆう島じまの皆さんには本当にお世話になったし、もう一度お礼を伝える意味でもぜひ参加したい。

「もちろん協力してあげるわ。お店で撮るの？」

「そうね。ユナが準備してくれてるはず」

「えへへ、それじゃあお邪魔させてもらうねっ」

　霧きり夢ゆめたちに着いていって、お店の中に入る僕たち。そして新年のご挨拶と双そう龍りゆう島じまにお邪魔したときのお礼を改めて伝えるべく、僭せん越えつながらビデオレターに参加させて頂いた。それを双そう龍りゆう島じままでデータ転送してもらって、みんなの晴れ着での活動は終了。

　あんなに離れた場所へ一瞬で繫つながるのだから、文明ってすごいな。改めてそんなことをふと思ってしまった。




　　　　【３】




　そして、文明の利器はアクシデントも光の速度で伝えてしまう。……いや、アクシデントと呼ぶには少し大げさかもしれない。ただ、昨日送ったばかりのビデオレターが発端となって、小学生六人が僕の部屋に集合し、ちょっとした会議を開くことになったのだった。

「つまり、帰ってこいって言われてるの？」

「そこまでじゃないけど、お正月の張り合いがなくてみんなどんよりしてるから、なんとかしてくれって」

「恒例行事でしたからねえ……」

　ここまで聞いた話をざっくりまとめるとこんな感じだった。どうやら双そう龍りゆう島じまでは、三が日明けに霧きり夢ゆめを主役にした数人でちょっとした祭事を行っていたらしい。ところが相あいヶが江えさんと共に二人が島を出たことで、今年は実行不可になった。ただ、行事としてはそこまで大きな意味合いがあるわけではなくて、島の人たちもまあ良いいかと思っていたそうなのだけど。

「いざなくなってみると寂しくて生きるのがつらい……とか言われても知ったこっちゃないわよ！　だいたいアレ、こっちにしてみれば滅め茶ちや苦く茶ちやしんどいんだからね！」

　どうやら現在、島全体が『霧きり夢ゆめロス』に沈んでるらしい。その理由が、ビデオレターを見て寂しさを実感してしまったから、という話だ。

「だったらビデオなんか頼まなきゃよかったのよ。藪やぶをつついて『龍』を出すとはまさにこのことだわ」

　霧きり夢ゆめの態度としては、やや呆あきれ加減。それというのも、去年の時点で冬は海も荒れるし、帰ってくるのは春休みで良いいと知らされていたらしいのだ。けれども年明け早々に一転して……という流れで、まあ心情はわからなくもない。

「でも、島のみなさんの気持ちもわかるな。ずっと小こ梅うめちゃんと楽しく過ごしてた時間が、ああ、今年はないんだって思ったら、やっぱり私もすごく寂しくなっちゃうと思う」

「……小こ梅うめちゃん言うな」

　窘たしなめつつも、いつもほど声に威勢がない霧きり夢ゆめ。僕もまた、潤じゆんの言葉にも同じくらい深く頷うなずかずにはいられないのだった。

「ねえ、柚ゆず葉は。希のぞ美みたち全員に集まって欲しいって言ったのは、ただ途方に暮れたから？　それだけかしら？」

　そこで、今まで押し黙っていた希のぞ美みが単刀直入に尋ねた。その面持ちには、どこか確信めいた力強さがあった。

「それは、その……とても、言い出しにくいことなんですが」

「はむ。おてつだい、するよ？」

「そら……」

　何も訊きかず手を挙げたそらに、霧きり夢ゆめは驚き加減に顔を持ち上げる。潤じゆんと希のぞ美みもみなまで言うなという感じの表情で、一瞬声を詰まらせていた相あいヶが江えさんにやさしく頷うなずいた。

「私たちにできることがあるなら、遠慮せずに何でも言って！」

「つまりはアレでしょ。……文明の利器で起こった問題は、文明の利器で解決すると」

　潤じゆんがぐっと両手を胸前で握り、希のぞ美みはにっこり笑ってピースする。

『…………』

　顔を見合わせる霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさん。何も伝えずともそこまで気付かれていたかと驚いている様子だ。

　とにかく、みんなの思惑は一つなのだからやることは決まった。僕も精一杯協力して、島の皆さんのお正月を楽しさで満ちたものにしてみせるぞ。
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「どうですか、映ってます？」

『ばっちり。声もよく聞こえるわ！　本当にごめんね～、お手間かけちゃって』

　僕が今スマホの画面越しに話しかけているのは、双そう龍りゆう島じまで宿を経営している尾お城ぎ小さ百ゆ合りさん──要は、霧きり夢ゆめの母親だ。

　これから行おうとしているのは、双そう龍りゆう島じまへ向けた動画ストリーム配信。つまりは祭事をシアタービューイングで実現させてしまおうという斬新な試みである。

「ええと。改めて、明けましておめでとうございます。お久しぶりです、みなさん。霧きり夢ゆめ……小こ梅うめさんも準備ばっちりです」

　スマホの画面をずらし、リトルウイングの庭先で待機中の霧きり夢ゆめたちを映すと『ウォオオオ！』という大波のような轟ごう音おんがモノラルスピーカー越しに伝わって来た。映像は、公民館に設置した大型のスクリーンにも転送されているそうだ。

『みんな朝から集まっちゃって大変だったわ。ちゃんと開始時間伝えておいたのに』

　苦笑しながら、今度は小さ百ゆ合りさんが会場の様子を見せてくれる。超満員だった。印象としては、島の皆さん全員が集合しているのではと感じるほどだ。

「まったくもう、娯楽がなさすぎて困ったものだわ。いい加減、神み子こ離れしなさい」

　大入りの画面を見せると、霧きり夢ゆめは盛大に溜ため息いきを漏もらして呆あきれる。でも、その瞳はとても慈愛に満ちあふれた色に見えた。

　もしかしたら来年は、正月にもちゃんと帰らなきゃと内心で思っているのかもしれない。

　さて、とにかくみなさんのこの熱気だ。もう既にお待ち頂いているみたいだし、さっそく配信を始めてしまうのが良いいだろう。

「それじゃあみんな、配置につこう！」

　合図すると、霧きり夢ゆめに相あいヶが江えさん、そして潤じゆんたちリトルウイングの三人とくるみ。小学生六人が一斉に動き出し、半径数メートルの輪を作った。

　行う祭事というのは、羽根突きと蹴け鞠まりを混ぜたようなルールで行う遊戯だった。島では霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんに加え、地元の小学生が抽選で参加役に選ばれていたらしい。

　ただ、裏に込められた意味には『遊び』と言い切るには難しい重大さも含まれているようだ。どうやら羽根が落ちてしまった場所によって、その年注意すべき災いが何なのかを占う目的も兼ねているとのこと。

　今の並び方だと、潤じゆんが羽根を落としたら海難、希のぞ美みが落としたら地震、そらが落としたら火事、くるみが落としたら嵐、相あいヶが江えさんが落としたら凶作に気を付けよ、という教えになる。

　そして、霧きり夢ゆめがもし落としてしまった場合は龍──つまり島に封じられた龍神の目覚めに気を付けよという意味に。それを聞くと霧きり夢ゆめばかりが責任重大すぎないかと心配になったけど、どうやらこの祭り、最終的には『龍の難が他の全ての災難を肩代わりする。その代わり島民は龍の怒りに触れぬよう、いっそうの信仰心を持って神社を参れ』という儀礼で締めくくられるみたいだ。

　だから、身も蓋ふたもなく言ってしまえばプロレスで、誰が負けても最終的には『龍の難』に気を付けよという結末になるので、落ちる場所は特に関係ないらしい。

「さあ、行くわよ。島でやるときはネコかぶってたけど、今日はガチンコで良いいわね？」

「望むところよ。誰が負けても同じなら、せっかくだし本気で勝負しましょ」

　やる気を滲にじませる霧きり夢ゆめに、くるみも気合いを込めて羽子板を構える。意外と全員負けず嫌いな子たちだし、祭事的な意味でも結果に拘こだわらなくて良いいなら白熱した戦いが繰り広げられそうだ。あくまでスポーツみたいなものなので、僕もエンターテインメントとして楽しんで見ていられる。どんな結末になるか、どんどん楽しみになってきたぞ。

「…………………………」

「ん？　どうしたの桜花さくら」

　自然とテンションが上がる僕だったけど、ふと違和感に気付いて隣を見た。撮影のアシスタントを務めてくれている桜花さくらがやけにずっと口数が少なく、表情も妙に硬いのだ。

「や、ちょっと気になって」

「気に？　何が？」

「あの子たちの、服が……」

　そう言って桜花さくらは視線を子どもたちの輪に戻す。霧きり夢ゆめだけは膝丈の巫み女こ服ふくだけど、他の子たちはみんなミニスカートに防寒用のジャンパーを合わせている。上着を脱げば、テニスウェアそのものなのかなという印象だ。祭事と言うにはスポーティすぎるかもしれないけど、島でも霧きり夢ゆめ以外は普通の運動着で参加していたという話だし、僕の目からすれば特に問題はないように見えた。

「どこか、マズい？」

「外側は大丈夫」

　桜花さくらの即答に、僕は一瞬思考が追いつかなくなる。外側は……ということは、ダメな可能性があるのは。

「内側が心配？」

「そうね」

「じゃあ、まさか」

「ウチの子たち三人とも、はいてない可能性が」

　僕は危うく撮影用のスマホを落としそうになった。内側に『はいてない』可能性。ようやく僕の心の中にも、不安が確かな恐怖感として膨ふくらみ始めた。

「間違いないの？」

「絶対とは言えない。でも、あの子たちの朝からの会話とか、タンスの中のストックが減ってなかったりとか、いろいろ気になる」

　真剣極まりない桜花さくらの表情からして、疑惑は限りなく黒に近いグレーといった見解のようだ。

「どうしてそんなことに……」

「それは、響きよう自身の胸に訊きいてみなさいよ」

「僕……あっ!?」

　記憶に引っかかったのは、初もうでの時の一件。みんなが『はいてない』ことを、なんとかフォローしようと発したあの言葉。

「はいてないのが大正義だと、思ったから？」

「たぶんね」

　なんということだ。軽はずみに、僕はなんて悪影響を与えてしまったのだろう。

　自分の罪をどう償つぐなって良いいかわからなくて、僕はしばし桜花さくらを凝視し続ける。

「あ、あたしははいてるからね!?」

「わ、わかってるってば！」

　視線の意味を誤解されてしまった。真っ赤になりながら、履いているスカートの後ろを両手で押さえ込む桜花さくら。

「……はいてない方がよかった？」

　なぜそこでおっかなびっくり僕の真意を探るような上目遣いになるんですか桜花さくらさん。

「大丈夫です。はいていて下さい」

　非常に答えづらかったけど、なんとか噓うそ偽りなき思いだけは届けておく。

　それはそれとして、桜花さくらから告げられた疑惑は非常に深刻だ。今からテニスウェアで羽根突きをしようという子たちが、もし『ぱんつはいてない』としたら。

　大事故は絶対に免まぬかれない。

「なんとかして、潤じゆんたち三人があまり動かずに済むような方向に持って行けないかな……？」

　必死に解決策を考えて呟つぶやいた僕に、桜花さくらは依然として厳しい表情を向ける。

「三人だけかな……？」

「えっ」

「その……『大正義』だと思っているのって、潤じゆんたちだけかな。ねえ、くるみちゃんはどうだった？　今日、ちゃんと下着つけるところ確認した？」

「えっえっ」

　ドキリとして記憶を探り直す。今朝、いっしょに全裸でお風ふ呂ろに入って、上がって、身体からだを拭いた。僕がパンツをはき終えたころ、くるみは確かシャツのボタンを半分くらい留め終えていて──。

　おかしいぞ。いつもに比べて着衣のスピードが速すぎる。

「やっぱり、響きようも何か違和感があったのね」

　押し黙って俯うつむいた僕を見て、桜花さくらは確信的に頷うなずいた。

「となると、小こ梅うめちゃんと相あいヶが江えさんも怪しいわ。最悪の場合だけど、もしかしたら六人全員が『はいてない』かも」

「なん、だって……」

　はいてない小学生六人が、はいてないまま羽根突きに挑もうとしている。その光景を、ストリームで生配信しようとしている。僕は現在の状況が、想定の数百倍も危ういものであるとやっとのことで察した。

　これは、下手をすると。双そう龍りゆう島じまの龍が本当に目覚めてしまうかもしれないぞ……。島のみなさんの怒りと抗議に召喚されて。

　そして僕は、弁解の余地もなくおまわりさんに突き出される。

「はむ。はじめる？」

「いつでもいいわよ、かかってきなさい」

「こういうのあんまりやったことないけど、できるだけがんばるねっ」

　足を肩幅に開いて腰を落とし、そらと希のぞ美みと潤じゆんが羽子板を構えた。

　その時、そよ風が足元を吹き抜ける。

『……っ!?』

　僕と桜花さくらが息を吞のむ中、みんなのスカートの裾が僅わずかに翻ひるがえった。確認できたのは、肌色一色のみ。

　完全にめくれ上がったわけではないから、完全にアウトとも決めつけられない。でも、確かな事実として、スカートの内側に布らしきものは見えなかった。六人のうち誰一人として『はいている』ことを証明してはくれなかった。

「ど、どうしたら良いいんだろう桜花さくら」

　おどおどしてしまう僕に、桜花さくらは土ど壇たん場ばで覚悟を決めた兵士のように唇を固く結んだ。

「やることはたった一つよ。映しちゃいけないものは、絶対に映さない。はいていようが、はいていまいが、ね」

　シンプルな返答に、ぐうの音も出ないほど納得させられた。どうであれ健全な動画をお届けするのが目的だ。島の皆さんの不安をかき立てる要素は、撮影者である僕たちが徹底的に排除しなければ。

　しかし、できるだろうか。一度ＰＶ撮影を手伝った程度の、動画撮影にはほとんどスキルのないこの僕に。

　いや、できるかじゃない。やるしかない。やらなきゃ、やられる。

　具体的には、僕が警察署に追いやられる。

「そうだね、桜花さくら。なんとかする。なんとかするしか道はない」

「あたしも、可能な限り協力する。いっしょにこのピンチを乗り越えよう」

　差し出された桜花さくらの右手を、そっと握り返す僕。

　こうして新年早々に、絶対にミスが許されない緊迫の一幕が皮切りとなった。
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「じゃあ、いつも通り私からはじめて良いい？　一発勝負だからあんまりすぐに決着つけないようにね。もり下がるから」

「よろしくお願いします、貴き龍りゆう様っ」

　ついに戦いの火ひ蓋ぶたが切られる。霧きり夢ゆめが羽根を左手に持ち、テニスのサーブのように打ち上げて始めるのが通例らしい。笑顔で頷うなずいた相あいヶが江えさんと同様、他の子たちからも文句は聞こえてこない。

「そーれっ」

「わにゃ、はいっ」

「はむ」

　羽根が舞い上がり、潤じゆんの許もとへ。潤じゆんが打ち返し、そらの許もとへ。霧きり夢ゆめが釘くぎを刺したこともあってか、序盤は非常に静かで牧歌的な立ち上がりだった。羽根の軌道も大きくまっすぐな山なりだし、六人で作った円を乱す必要も無く誰かの正面にすんなり落ちてくる。

　これならば。このままならば何も問題はない。いくらミニスカートとはいえ、その場から大きく動く必要のないやりとりならばよほどのアクシデントでも起こらない限り着衣が乱れたりはしないはずだ。

　しかし、当然ながら事がそうそう楽に済むはずもなく。

「ふふっ、みなさん上手ですね。……それならっ！」

「むっ、そろそろ本番ってわけね柚ゆず葉は！」

　悪戯いたずらっぽい笑みで、希のぞ美みの頭上を越すような強い軌道で打ち返す相あいヶが江えさん。相手を揺さぶりにかかる、互いが互いを負かしにいく勝負が、ついに始まってしまった。

「ほっ！」

　希のぞ美みが身を翻ひるがえして駆け、羽根の真下に追いついたところでくるりともう一回転して勢いよく打ち返す。守備範囲としては、まだまだ余裕がありそうだ。

「……っ」

　しかし、僕としては既に気が気じゃなかった。当然の如ごとくふわりと広がったプリーツスカートの奥。かなり危うかったように思う。幸い『太もも』と呼べる部位以外が明るみに出たりはしなかったが、今のが恐らく『太もも』というカテゴライズで済むギリギリいっぱいの土ど俵ひよう際ぎわだろう。あと数ミリでもめくれていたら『太もも』という単語ひとつでは片付かなかったはず。

　そして改めて嫌な予感が確信に近付く。いわゆるアンダースコートを履いていたなら、あそこまでめくれた場合、それらしきものがちょっとくらいは見えなければおかしい。なのに、確認できたのは肌色だけ。すなわち、やはりスカートの下には……。

「わ、わにゃ!?」

　僕がギクリとした次の瞬間、致命的な場面が形成されつつあった。潤じゆんがつんのめり、その場に倒れかけたのだ。すんでの所で踏み留とどまってはくれたが、慣性の法則に従ってスカートはひらりと動き続ける。マズい！　このままだと完全に『太ももの上位部位』が明るみに出てしまう！

「ふんっ！」

　絶体絶命の中、脇から桜花さくらの力強いかけ声が聞こえた。そして潤じゆんのスカートが最大限にめくれ上がったその瞬間にぴたりと合わせるように、カメラの視界をバスケットボールが横切る。た、助かった！　おかげで致命的なシーンはボールに隠れて画面に映り込まなかったはず。

「あ、ありがとう桜花さくら！」

「おやすい御用！　あたしだってたまには残念じゃないとこ見せておかないとね！」

　絶妙なタイミングでボールを投げてくれた桜花さくらに、僕は心の底からお礼を伝える。それにしてもすごいコントロールだ。今からでもバスケットボールモノの物語の主役だって務められるのではないかと感じてしまうほどだった。

「ところで、どうだった？　僕はボールで見えなかったけど、その。潤じゆんはやっぱり……はいてない？」

「わからない。あたしもボール投げるのに必死でそれどころじゃなくて確認できなかった」

　くっ、未いまだ真相は闇か。もういっそひと思いに真実に至ってしまいたいような、それはそれで倫理上非常にマズいような、難しい立ち位置が延々と続いている。

「もうちょっとくらい盛り上げておかないとねっ！」

「よかった！　ありがとう、くるみちゃんっ！」

　しかも、状況はいよいよ詰みかけてる。潤じゆんが追いつけなかった羽根にくるみが食らいついて勝負は続行されたけど、各おの々おのの手元に素直な軌道で送り返していた前半とは異なり、今やみんな相手を崩すための打ち筋に切り替わっていた。当然に輪は激しく乱れ、スカートも連動して激しく乱れまくる。

『良いい感じね響きようくん！　こっちも大盛り上がりよ！』

　不意に、イヤホンから小さ百ゆ合りさんの声が聞こえた。どうやら島の人たちは純粋に祭事を楽しんで下さっているようで、すなわち画面に映ってはいけないものが映りこんだりは今のところしていないようだ。

　その情報は安あん堵どの一言だけど……いけない、そろそろ限界だ。隠すべき範囲が広すぎて、もう遮しや蔽へい物ぶつでピンポイントに遮さえぎるなんて手は通用しないぞ……！

「響きよう！　こんなところになぜかドライアイスの塊が！」

「こっちにはなぜか水を張ったバケツが！　なんとなく、それをこの中に入れてみよう！　なんとなく！」

　やむなしと、桜花さくらとこっそり打ち合わせて直前に用意した『奥の手』を使う。ドライアイスを水の中に投じるや、もの凄すごい勢いで白い煙がもうもうと立ちこめた。

「ちょ、ちょっとひびき！　なによこの『謎の煙』!?　やりづらいんだけど!?」

「演出だよ演出！　盛り上がるかなって思って！」

「わぁ、昔の音楽番組みたいで面白いですっ」

「はむ。かみなりさまの気分」

　霧きり夢ゆめの抗議に対する答えは苦し紛れの極みみたいなものだったけど、相あいヶが江えさんやそらは意外にも楽しんでくれている。

　どうあれ、これでドライアイスが無くなるまでは凌しのげそうだ。こうなることは理科の実験とかで知っていたけど、その発生量は想像を遥はるかに超えていて、桜花さくらがうちわでパタパタ煙を扇あおぐと子どもたちの輪の下半分は白く濁ってほとんど何も見えなくなった。これならば、もしあらぬものが露あらわになったとしても気付かれないはず。

　ひとつ疑問があるとすれば、どうしてタイミング良くリトルウイングにこれだけまとまった量のドライアイスが存在していたかという点なんだけど……この際細かいことは考えないでおこう。今はそれどころじゃない。

「も～響きようったら余計なことして！　すっごくやりにくいじゃないっ！」

　不満を漏らしつつ、希のぞ美みがフルスイング。後でしっかりお詫わびしようとは思うけど、正直なところ僕としては煙が原因で決着に至って欲しいとも思っていた。あまり長引くと、再び視界が開けてしまう。
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「お、追いついたっ！　いくよ、小こ梅うめちゃんっ！」

　希のぞ美みの攻め手を受け止め、潤じゆんが両手持ちの羽子板で力いっぱい羽根を打つ。

「わ、ちょ、こら！　なんてとこに！」

　よほど当たり所が良かったらしく、羽根は大きな弧を描いて僕の方へまっすぐ飛んできた。

　よし、これは勝負ありだろう。霧きり夢ゆめが自分のテリトリー内を必死に駆けて後退するけど、きっと追いつける範囲じゃない。

「ひびき！　伏せなさいっ！　ちびっ子なんぞに負けるか～！」

「え。う、うわあっ!?」

　そんな見立てが霧きり夢ゆめの執念に覆くつがえされる。スマホを構え撮影する僕めがけて、霧きり夢ゆめがノーブレーキで突っ込んできた。迫力に負け、僕はその場で尻もちをついてしまう。それでも霧きり夢ゆめに合わせたカメラのピントを動かそうとしなかったのは、島の人たちが一番見たいであろうこのハイライトを、しっかり収める義務を感じたからだろうか。

　いや、たぶんただ単に動転してカメラを逸そらすという解決法に至らなかっただけというのが正解だけど。

「そのままよ！　絶対動かないで！」

　猪ちよ突とつ猛もう進しんに向かってくる霧きり夢ゆめの思惑は、顔を見て察した。僕の上を飛び越え、最短距離で羽根に追いつくつもりだ。それはマズすぎる。飛び越えるということはつまり、霧きり夢ゆめの真下からローアングルで袴はかまの中を仰ぎ見る構図になる。今の立ち位置にはドライアイスの煙も届いていない。絶体絶命だ。

「響きようっ！　これを！」

　もはやここまでと嘆なげき諦めかけた寸前、桜花さくらが僕の懐ふところに四角い板のようなモノを投げ込んだ。これは……手鏡!?

「できるわ、響きようなら！」

　混乱しつつ顔を向けると、桜花さくらもまた自らの手に鏡を一枚持っていた。それを見た瞬間、天啓のように桜花さくらの思惑が脳裏を駆け巡った。

　ええい、一か八かだ！　やってみるしか、やるしかない！

「とうっ！」

　霧きり夢ゆめが大地を踏みきった。尻もちをついた僕をハードルに見立てたような華麗なジャンプで、ミニ丈の巫み女こ服ふくを翻ひるがえしながら空を駆け上がる。

「ここ！」

　その時、一筋の光が僕の手元に降り注いだ。桜花さくらが太陽光を反射させ、僕に『希望』を託したのだ。

「そして、ここだっ！」

　──希望の光を僕もまた繫つなぐ。預かった手鏡でもう一度光の角度を変え、まるで天の導きがあったかのようにピンポイントで、霧きり夢ゆめの股下に光の橋を渡す。

　プリズムに包まれながら、小学五年生の下半身が僕の頭上を通り過ぎた。

「ほげっ」

　結局、霧きり夢ゆめは羽根に追いついたものの、躓つまずいて転倒。誰の目にも明らかに、勝敗は決した。

　しかし今、僕にとってそれは些さ事じだ。結末は明らかで良いいが、結末以外で明らかになっていては絶対に困るものが存在するのだ。

　恐る恐る、僕はイヤホン越しの音声情報に意識を集中する。

『おおおおおおお！　貴き龍りゆう様惜しかった～！』

『でも、すごくいい勝負だったな！　今年もいいものを見せて頂いた！』

『ありがたやありがたや。長生きして良かった……』

　聞こえてきたのは、純粋な賛辞。良かった、守り抜いたんだ。この神聖なる儀式を、神聖なる形のままに、守り抜いた。

「やったね、響きよう」

　桜花さくらの多大なる協力のおかげで、僕は絶体絶命のピンチを脱することができた。

「くっ、まさか私が頭を抜かれるなんて。でも、やっぱり新年はこれをやらないと締まらないわね」

　巫み女こ服ふくを土で汚しながらも、霧きり夢ゆめは清すが々すがしく笑う。何はともあれ、島の伝統行事を中継できてよかった。

　ところで、結局みんなは『はいていた』のか、否いなか。

　答えは永遠に謎のままだろう。
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　　　　【１】




「ん～、さすがに根詰めすぎたな。少し休憩」

　正月三が日が昨日のことのように思えるけど、気付けば暦こよみはもう二月。冬休みが明けた後はさし当たって大きなイベントもなく、僕は子どもたちとのバンド練習と、自身の音楽制作。そして気持ちばかりの学業に精を出していた。

「おやつ的なモノが必要だ……」

　ヘッドホンを外し、自室のＰＣ前から離れて階下のリビングへ向かう。数時間指先を動かしただけなのにどっと疲労感を感じてしまうのは、きっと脳の中の糖分を使い果たしてしまったせいだろう。夕食後でお腹なかは空すいていないし、何かとびきり甘いものを一粒口に入れたい気分だった。

「……あれ？　なにもない？」

　普段お菓子が備蓄されている戸棚、それと念のため冷蔵庫の中も覗のぞき込んだけれど、目当てのものは何一つ見つからなかった。ポテチや揚げせんべいみたいな塩物ならあったけど、ちょっとお腹なかにたまりそうで今はあまり気が乗らない。なんだったら炭酸飲料でも良かったのに、それすら見当たらない。わりかし食べものは買いためておく方の貫ぬく井い家としては、かなり珍しい事態だった。

「おかしいな。くるみが置き場所変えたかな？」

　一瞬そんな可能性を考えたけど、いや違うと首を振る。だって、塩物は変わらず同じ場所にあるのだから甘いお菓子だけ分けておくはずもない。

「…………コンビニ行こうかな」

　念のため、自室にいるであろう妹に尋ねてみようか迷いつつも、最終的にはコートを着て冬の夜空に飛び出す勇気を固めた。たぶん訊きいたところでないものは出てこないだろうし、ついでだからくるみのためにも僕が蓄たくわえておこう。

「はー。春はまだ遠そうだ」

　外に出て玄関を閉めるや否いなやロングコートのポケットに手を突っ込み、星空めがけて白い息を吐き出す。引きこもりから脱し、激動の日々に身を預けてからもうすぐ一年。だけど体感時間として、ここからの数ヶ月はわりに長く感じることになりそうな予感があった。

　それは単純に凍こごえる日々が辛つらいからというだけではない。今一度、音楽と。子どもたちと。子どもたちの音楽とどう向き合っていくのか考え直すための、充電期間になりそうだから。その意味の方が、きっと大きい。

　リトルウイングでみんなと奏かなでる音楽は、このまま日々を浪費し続ければいつか終わりが来てしまう。主あるじである正まさ義よしさんに金銭的な負担をかけ続けている状態を脱することができなければ、僕に継続を願い出る権利はない。

　でも、じゃあ何をすれば。簡単に答えが出るような問題ではないから、頭の中は堂々巡りを繰り返してしまう。

　良いい曲を作れるようになる。みんなが良いい演奏をできるように、可能な限りアドバイスの引き出しを増やす。その努力は大前提だから、もちろんこうして日々音楽と向き合い続けてる。

　でも、それだけで良いいのかな。それだけで、リトルウイングにたくさんの人が集まるようになってくれるのか。去年ずっと活動を続け、いろんな人と顔を合わせてきた今、僕は自信を持って『ＹＥＳ』と頷うなずけなくなっていた。

「っと、通り過ぎるところだった」

　腕組みして悩んでいるうちに、コンビニの真ん前にたどり着いていた。やや急ブレーキ気味に方向転換して中に入ると、中年のおじさんが会え釈しやくしてくれる。

「いらっしゃい響きようくん。夜食？」

「ええと、こんばんは。そんなところです」

　少し言葉に詰まってしまったりもしつつ、お辞儀して挨あい拶さつを返す。何度も通っているうちに、お店のオーナーであるこの方とは顔なじみになっていた。かつては挙動不審すぎて恥ずかしい限りなんだけど、『最近顔色が良くなったね』と声をかけて頂いたのをきっかけに、今では軽い世間話くらいはできるようになっている。

　もう一度会え釈しやくしてから、僕はお菓子コーナーへ。さて、何にしようかな。一人で食べるだけならちょっとした飴あめくらいでも良いいんだけど、買い置きを増やすならもう少しお徳用の……。

「あ、ええと。響きようくん？」

「はい？　なんでしょう」

　真剣に甘いお菓子の袋を見比べていると、オーナーが近くまでやってきた。なんだか申し訳なさそうな顔してるのはなぜだろう。

「そういうのが、欲しい？」

　え、と思って手元に目線を落とす。握っていたのはピーナッツチョコが小分けにたくさん入っている商品だ。

「その。ダメでしたでしょうか……？」

「お客さんの買い物に文句を付けるなんていけないとは思うんだけどねえ」

　そう言って、オーナーはますます申し訳なさそうに言葉を継ぎ足した。

「響きようくん、虫歯なんだろ？」

「えっ？」

　初耳だった。学校で歯科検診も受けたけど、特に結果は問題なかったはずなのに。

「くるみちゃんがね、そう言ってたんだ。お兄ちゃん虫歯なのに甘いもの食べたがって困るって。だから、お店に来てもスイーツ系のお菓子は売らないでくれってさ。だから、本当にごめん！　くるみちゃんとの約束の手前、買うなら塩物でどうかな？」

「え、いや、あの……？」

　正直、僕はまだ状況が吞のみ込めていなかった。でもオーナーさんがあまりに平身低頭お詫わびなさるものだから、逆に申し訳なくなってそれ以上の質問を打ち切り、眼めの前にあった『しょっぱそうなもの』を摑つかんで、それ一つを買って外に出た。

「どうして、こんなことに？」

　シールを貼ってもらった抜き身の『酢こんぶ』を凝視し、僕はひたすら首を捻ひねる。

「しょっぱいというより……すっぱい」

　とりあえず、塩物にしてももう少し別の選択肢があったかなと後悔しながら、僕は困惑をお土産にして自宅に帰った。







「つまり、どういうこと？」

「予防よ予防。今は虫歯がなくても、先のことはわからないわ。だからたまにはお砂糖控えめで生きて。そうね……あと二週間くらい」

　ちょうど夜の入浴の時間だったこともあり、くるみといっしょに湯船につかりながら事の真相を尋ねると、すまし顔でそんなことを告げられた。

　とにかく、今月半ばまで僕は甘いもの断ちをしなくてはいけないらしい。

「ちゃんと我慢できたら私がご褒ほう美びをあげるから、それを必ず一番先に食べなさい。そうすれは甘いものへのありがたみで、他のなんて印象に残らないでしょうからね」

「他の？」

「なんでもな～い」

　尋ね返すとくるみは僕の胸に後頭部を預け、すまし顔で僕の瞳を見上げた。こうされると目のやり場に困って、僕は顔を逸そらし黙り込まざるを得なくなってしまう。

「ところでお兄ちゃん。新しいシャンプーの香りはどう？」

　さらに深く寄りかかって、僕の鼻先に結わえた髪を近づけるくるみ。今日からシャンプーが変わっていたことには、当然気付いていた。なにしろくるみの髪を洗ったのは他ならぬ僕だ。

「うん、すてきだと思うよ。とっても甘い香りで、まるで……」

　もう一度深く息を吸い込みつつ、たとえの言葉を模索する。なんというか、高級洋菓子みたいな香りがした。誤解を受けずに言えば、とっても美味おいしそうな。

　ああ、こんな香りのする甘いものが食べたかったなあ。そこまで甘党だという自覚はなかったけど、いざ手に入らないとなると微妙に禁断症状みたいなものがでてしまう。

「…………あっ!?」

　気付くと僕はくるみの髪の中に鼻先を埋うずめ、夢見心地ですんすん鼻を鳴らし続けてしまっていた。

「ご、ごめん！　そんなつもりじゃ！」

　慌てて謝る僕に、くるみはニヤリと妙に不敵な笑みを浮かべた。

「あらやだ怖い。食べられちゃうかと思ったわ。そんなことであと二週間、欲望を抑えきれるのかしらねぇ」

　怒られると思いきや、余よ裕ゆう綽しやく々しやくな対応。なんとなくだけど、シャンプーの香りを変えた事も、くるみの思惑の一環のように思えてきた。

　それがなんなのかは、未いまだわからず仕舞いなんだけど。結局この日はお茶を濁にごされ、なぜ甘い物断ちする必要があるのか教えてもらえなかった。

　ようやく意図を知ったのは、このできごとをそっくりそのまま潤じゆんたち三人に伝えた後のことだった。




　　　　♪




「相変わらず、セコいにもほどがあるわ……」

　開口一番、呆あきれきった溜ため息いきを漏もらす希のぞ美み。翌日の練習後、リトルウイングのリビングにお邪魔して昨日のことを話すと、三人はすぐさま状況を理解したようだった。

　とても意外だ。かなりミステリーじみた話題のつもりで切り出したのに。

「えっと、どういうこと？」

「あの、たぶん、もうすぐあるイベントに関係あると思いますっ」

　潤じゆんが挙手して教えてくれる。なんだか潤じゆん自身もすごく興味を持っていそうだけど、僕はと言えば未いまだに何のことか理解していなかった。

「さっぱりわからんって顔してるわね。……いーい、響きよう。二月の半ばにあるイベントと言えばアレしかないでしょ」

　二月の半ばのイベント。何かあったっけ。

「あ、建国記念日？」

「ちがいます」

　そらにはっきりと否定されてしまった。よほど的外れな答えだったらしい。

「わざとすっとぼけているのかとも思ったけど、どうやらそうじゃなさそうね……。もちろんバレンタインデーに決まってるでしょ」

「……あー」

　希のぞ美みから正解を伝えられても、僕はまだぼんやりとした返事を漏もらしてしまう。

「響きようさん、あんまり興味ないですか……？」

「はむ。チョコレート、きらい？」

　幾分残念そうに尋ねる潤じゆんとそら。いけない、ちょっと誤解があったかも。

「や、というよりウチはあんまり習慣がなかったというか、ちょっと普通の家とやり方が違ってたから。一般的には、女の子が男の子にチョコをあげる日だっけ？」

「その言い方だと、響きようの家は違うみたいね」

「うん。ウチの場合は、カレーの隠し味にチョコを使う日、かな」

　たぶん父さんが甘いものをほとんど食べないからだろう。貫ぬく井い家のバレンタインデーはそんなアレンジが加えられた、わりかし地味なイベントなのだった。しかも長らく引きこもり生活を続けてしまったから、僕にとっては良いい意味でも悪い意味でも、今までぜんぜん記憶に残ってない行事だ。

「わにゃ。でもそれだと少し不思議です。どうしてくるみちゃんは、今年になって急に張り切りだしたのでしょう？」

「あっ、そういうことなの？　くるみ、バレンタインデーに向けて僕に甘いもの断ちをさせようとしてるの？」

「今気付いたの？　本当にニブいわ……」

　やっとの事で何が起こっているのか理解した。ついでに潤じゆんの疑問に対しても個人的な見解が一つ浮かんだ。

「くるみも去年まで貫ぬく井い家方式が普通だと思ってたけど、今年になって気付いたのかも。世間の一般的なやり方に」

　僕の仮説に、三人とも『それか』という顔で納得を示してくれた。

「そういえばこの前、私たちもくるみちゃんと学校で話したよね。今年のバレンタインどうするの……って」

「思い出した。しまった、ミスったわね。それにしても、力業で禁断症状を作ろうとしたり、既にだいぶ『一般』から逸脱してるのがくるみらしいわ……」

「はむ。わたしたちも、さくせん会議しないと」

　潤じゆんは笑顔で、希のぞ美みは呆あきれ顔、そらはいつも通りのとろんとした顔。表情は三者三様だったけど、熱を込めて話す内容を聞いていて、ふと気になることがあった。

「みんなも、チョコを準備するの？」

　尋ねると、どこか緊張感が混ざった視線が僕に集まった。

「まさか、誰にあげるの？　とか聞かないわよね？」

　危ない、訊きくところだった。訊きいてたらすごく怒られたろうなと、希のぞ美みの刺さるような眼まな差ざしを受けて直感的に察した。

　自うぬ惚ぼれを承知で弁明すれば、まったく心当たりがないわけではなかったのだ。ただそれでも、自意識過剰なだけだった、という結末になるのが怖くて、つい牽けん制せい球きゆうのような質問をしてしまった。

「響きようにーに、チョコあげたい。もらってくれる？」

　そんな情けない僕に、そらが澄んだ瞳で問いかけてくれた。言わずもがな、答えに迷うはずなんてなかった。

「もらえるなら、すごく嬉うれしいよ。ありがとう」

「えへへ、良かった……ですっ」

　心底感謝を浮かべお辞儀すると、潤じゆんがほっとした様子で微笑ほほえむ。僕もまた、その柔らかな面持ちにますます幸せを感じずにはいられない。

「ま、トーゼンよね。希のぞ美みたちからチョコレートをもらえるなんて光栄なこと、響きようが断るわけないもの」

「うん、そうだね。その通りだよ」

「な」

　なんの疑問も抱かず頷うなずくと、予想外に希のぞ美みが少したじろいだ。

「そ、そういうまっすぐすぎる返事は、禁止……」

　俯うつむいて、ちょっとだけ頰を膨ふくらませる希のぞ美み。反応を間違えてしまったかな……。

「はむ。ぞみたん照れてる」

「て、照れてない！」

　そらの見解が正しいなら、あんまり気にしなくても良さそうだけど。なんであれ、僕としては偽らざる本音を伝えたのだから、変に取り繕つくろわなくても大丈夫か。

「──ただいま～。今日の夕食は豪華よ。余ったハンバーグのタネをもらってきたから」

「あっ、さくちゃん！　えへへ、お帰りなさいっ」

「はむばーぐ。たのしみ」

　そう結論づけたところで、バイト帰りの桜花さくらがリビングの扉を開いた。桜花さくらのバイト先のパン屋さん、何食べても美味おいしいから、きっとハンバーグも絶品に違いない。もちろんいつも通り僕は夕食前にお暇いとまするけど、今度お店でハンバーガーを買ってみよう。

「響きよう、練習うまくいった？」

「うん。みんなの演奏がばっちりだから、僕からアドバイスすることがなさすぎて困るくらいだったよ」

　桜花さくらに会え釈しやくしつつ、のんびりと世間話。学校でも会ったけど……いや、むしろ学校で会った後、こうして一日に二度も顔を合わせられるというのは、本当に幸せなことだなとしみじみ思った。

「そんなお世辞いらないから遠慮なくダメ出ししてよね。あ、そうそう桜花さくら」

　ちょっと軽口に聞こえてしまったのか、希のぞ美みは僕をやんわり窘たしなめたあと（もちろん本音だったんだけど）、桜花さくらの方に顔を向けた。

「ん？　どしたの？」

「桜花さくらは響きようにあげるバレンタインのチョコ、どうするの？　やっぱり手作り？」

「えっ!?」

　さらっと尋ねた希のぞ美みに、桜花さくらはびくりと腰を捻ひねって身構えた。ちなみに僕も希のぞ美みの言葉にドキリとさせられる。さ、桜花さくらもくれるのかな……？　そうだったら、本当に嬉うれしいんだけど。

「あのね、さくちゃんっ。さっきまでみんなとそのお話をしていたの！」

「さくねー。チョコつくれる？　つくりかた、教えてほしい」

　うきうきと桜花さくらに身を寄せ、左右から腕に抱きつく潤じゆんとそら。

「え、ま、ちょっ。そんな、響きようのいる前でいきなり何を……!?」

　いっぽう桜花さくらは明らかに戸惑った様子でわたわたし始めた。こ、この反応は僕としてはどう受け止めるべきなのだろう。良いい意味なのか悪い意味なのかわからなくて、挙動不審になってしまう。

「何をそんな焦あせってるのよ？　桜花さくらのことだからもうとっくにいろんな妄想して、何パターンも『チョコ手渡し大作戦』の計画を練ってるんでしょ？　実現できるかはともかく」

　希のぞ美みがそっけなく呟つぶやくと、桜花さくらは一瞬で顔をカーッと赤くして両眼を限界まで見開いた。

「の、のののの希のぞ美みっ!?　あたしの手帳、勝手に見たのね!?」

「へ？」

　きょとん、と首をかしげる希のぞ美み。そしてその面持ちを、少しずつニヤニヤと変化させていく。

「ふうん、そっか。良いいこと聞いちゃった。そんな面白いメモがあるならぜったいに見せてもらわないとね、今後の勉強のために」

「え、見てないの？」

「存在すら知らなかったわよ。……ふふふ、ついさっきまでは」
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　もはや桜花さくらは完全に涙目だった。詳細はわからない。わからないけど、墓穴を掘ってしまったらしいことだけはなんとなくわかった。

「私もさくちゃんの作戦見せて欲しいな！　えへへ、さくちゃんならきっと、少女漫画みたいにすてきなお話を考えてるよねっ」

「な」

　赤かった桜花さくらが今度は青くなった。詳細はわからないけど、潤じゆんの言葉に追い詰められたことだけはなんとなくわかった。

「はむ。さくねー。これに書いてあるの？」

「ギャー！」

　そらが無邪気に桜花さくらの鞄かばんから革製の赤い手帳を取り出して、表紙のボタンを外そうとする。それに気付くや桜花さくらは人間の限界を超えていたのではと錯覚するほどのスピードでそらの近くに駆け寄り、ベリーロール気味に手帳を奪い取った。

「もう、そら！　なんでわざわざ確認したの！　こっそり見ちゃえば良かったのに！」

「はむ。まちがえた？　ごめんなさい」

　腰に手を当て抗議する希のぞ美みに、そらはぺこりとお辞儀。桜花さくらとしては、純朴さに救われた格好かもしれない。

「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……！」

　追い詰められた小動物のように、部屋の隅っこで横座りになり、手帳を胸元にぎゅっと抱いて息を荒げる桜花さくら。微妙にめくれ上がってしまっているスカートや、裾すそがはだけて半分だけ飛び出してしまっているシャツが気になってどうにも目を向けづらいけど、桜花さくらとしてはそれどころじゃなさそうだ。

「さ、さくちゃん。ごめんね？　ちょっと、勝手だったよね……？」

「勝手にもほどがあるわよ！　帰ってくるなり心に拳をえぐりこみすぎでしょ!?」

　首を垂れながら、潤じゆんがそっと近付いていく。桜花さくらはまだ気が昂たかぶっている様子だけど、潤じゆんのおかげで事態は収束に向かいそうだ。

「そうだよね……。さくちゃんは、バレンタインデーまで響きようさんに計画を知られたくないよね。それなのに響きようさんの前で聞こうとして、さくちゃんの気持ち考えてなかった」

「そういう意味じゃないわよばか～！」

　気のせいだった。ちっとも収束しそうにない。

「じゃあなんでそんな死にそうになってるのよ？　……ま、まさか桜花さくら。バレンタインデーにつけこんで、響きようとあ～んなことやこ～んなことをする計画まで立ててたの!?」

「なっ、なななななな何を言って……!?」

「はむ。ぞみたん。あ～んなことって、どんなこと？」

「そりゃアレでしょ。……ほら、ちゅーとか」

「ちょ、ちょちょちょちょっ……!?」

　再び取り乱し始めた桜花さくらにお構いなく、三人は会話の熱を高めていく。てんやわんやの一幕に、僕はすっかり間に入るタイミングを見失っていた。

「じゃ、じゃあさくちゃんの手帳には、響きようさんとちゅーするまでの計画が書かれているんだねっ。わ、わにゃ。私、どきどきしてきちゃった」

「ていうかそんなヌケガケさすがに見逃せない。やっぱり手帳を見て桜花さくらの頭の中をケンサする必要があるわ」

「ぞみたんも、響きようにーとちゅーしたい？」

「なっ!?　そ、そういう意味じゃないケド！」

　もはや桜花さくらそっちのけで盛り上がる三人。しかし、どうなんだろう。まさかとは思うけど、本当に桜花さくらがそんな……いやいやいや！　うぬぼれるな、さすがにありえない。

　などと僕は僕で取り乱している最さ中なか、桜花さくらがゆらりと立ち上がった。そして、唇をぷるぷる震わせながら三人の至近までにじり寄っていく。

「あら？　ようやく観念して手帳見せる気になった？　ほら、渡しなさい？」

「…………ない」

「わ、わにゃ。さくちゃん、顔がちょっと怖い……」

「ないからっ！　そんな計画、どこにもない！　あるわけない！　だって、だってあたし…………響きようにバレンタインチョコなんて渡さないもんっ！」

　涙声の叫びに、みんな『えっ』と言葉を失った。

　そ、そうなのか……。うう、はっきり言われてしまうとヘコむなあ。

「ちょっとちょっと、それはムリがあるでしょ」

「ほ、ほんとだもん！　渡さないもん！　バレンタインデーなんて、しらないもんっ！」

　困り笑いで窘たしなめる希のぞ美みに声を張り上げ、その勢いで桜花さくらはリビングを飛び出して行ってしまった。

　今の一幕だけを見ると、まるで姉と妹の立ち位置がまるっきり逆転してしまったかのような絵え面づらだった……などと変に客観的な感想が浮かぶのは、僕がまだショックから立ち直ってないせいかもしれない。

　どんどんどんどん、と勢いよく階段を駆け上がっていく桜花さくらの足音を聞きながら、潤じゆんたち三人は困惑しきりで顔を見合わせている。

「あの残念美人……。残念の上に臆病とひねくれまでトッピングしちゃったわ……。救いようがない『全部入り』ね……」

「さくねー、響きようにーにチョコあげないよていだった？」

「そんなわけないよぅ。さくちゃんが、そんなわけない……」

　眉尻を下げながら、苦難の色を顔に浮かべる希のぞ美みとそらと潤じゆん。僕も今の状況に驚き混乱するばかりだったけど、潤じゆんが『そんなわけない』と言ってくれたことだけは、純粋に嬉うれしく思ってしまった。今の状況では不謹慎かもしれないけど。

「予想していなかった展開とはいえ、マズったわ。別にこんな風に意地悪するつもりじゃなかったのに」

　むぅ、と希のぞ美みがその場にしゃがみ込んで、自分の膝の上に両手で頰ほお杖づえをつく。事実、ちょっとしたからかいのつもりだったのだろう。それが妙なところに飛び火して、爆発を招いてしまった。

「はむ。どうすればいい？」

「わからない。わからないけど、どうかしないと。このままじゃ、さくちゃんに申し訳なさすぎるよぅ」

　潤じゆんも顔を青くして、おろおろと指先を震えさせる。そらの場合あまり表には見せていないけど、桜花さくらのことを心底案じているのは明らかだった。

「もし、意地張らせたままバレンタインデーを迎えちゃったら、桜花さくらのことだから一生ものレベルでうじうじ引きずりそうね……」

　引き続き考え込んでいた希のぞ美みが、意を決したように腰を上げ、僕の方をまっすぐ見つめた。

「ごめん、響きよう！」

「えっ？」

　なぜか力いっぱい謝られて、声が上ずってしまう。僕に対して、希のぞ美みが頭を下げる理由はないと思うけど。

「ほんとにごめん！　希のぞ美みたちのやらかしたことだから聞いてもらう筋合いないんだけど、お願い！　桜花さくらの機嫌直すため、響きようも協力して！」

　頼まれた瞬間答えならば決まった。もちろん、できることがあるならばどんな協力でも惜しむつもりはない。

「うん、喜んで。でも、どうしたら良いいのか見当もつかないよ……？」

　問題は、できることがわからないという一点に尽きるのだけど。

　情けない返事をした僕に、希のぞ美みはあご先に指を添えた思案顔で答える。

「桜花さくらは意地張ってひねくれちゃっただけだと思うから、結果としてもともと思っていたとおりの未来になれば、きっと機嫌も直ると思う」

「……ええと、つまり」

「逆に、響きようの方から計画してみてくれない？　桜花さくらが、響きようにチョコを渡したくなるような、ドラマティックでロマンティックな瞬間を。……つ、つまりその。特別に許してあげるから、あと二週間で桜花さくらを口説いてデレさせて」

　協力は惜しまない。惜しむ気は、ないんだけど。

「え、えええええええ!?」

　希のぞ美みから求められたのは、今まで生きてきた中でも一、二を争うような高難易度ミッションだった……。




　　　　【２】




「あー。とろけそうなほど甘くて良いい香り♪」

「…………」

「思わずむしゃぶりつきたくなっちゃうような香りよね。……むしゃぶりつかれちゃったらどうしようかしら？　きゃ～怖いわ～」

「…………」

「…………ちょっと、お兄ちゃん。聞いてる？」

「えっ。あ、ごめん。考え事してた」

　希のぞ美みからまさかの頼まれ事をされてからずっと、僕の頭の中には形にならない思考の断片が大渋滞を巻き起こしていた。夜もなかなか寝付けず、気がついたら朝になっていて、それでもやっぱり何一つ答えらしきものには至れず悩み続けるばかり。

「ちょっとなにそれ!?　妹のシャンプー中に、妹以外のことを考えるなんて、人としてありえなくない!?」

「ごめんなさい！　以後気をつけます！」

　怒り心頭にくるりと身を翻ひるがえし、正面を向いた全裸の妹から瞬間的に顔を背けつつ、全身全霊のお詫わびを伝える。確かに、完全に僕の失策だった。いくら悩み事があるとはいえ、『職』の途中で『職』以外のことを考える人間は、絶対に『職人』ではない。

　危うく『妹の髪シャンプー職人』の地位を失うところだった。それすなわちプロとしての立ち位置が崩壊し『趣味で妹の髪のシャンプーしてるやつ』に成り下がることを意味する。明らかにただのヘンタイだ。

「く、おかしいわ。この香りでメロメロだと思ったのに、予定と違う」

　まだ不平そうに何か呟つぶやきながらも、くるみが再び背中を向けてくれたので今度こそ集中して妹の髪シャンプーに向き合う。

　それにしても、なるほど。ようやく気付いた。このシャンプーの香り、チョコレートに似てるんだな。

　チョコレート。その単語を浮かべた瞬間また集中力を乱しそうになって、僕は慌てて首を振り邪念を払った。




　　　　♪




　頭の中でこねくり回していても、人生経験の足りない僕が答えに至れる可能性は非常に低い。

　そう悟って、ならば当たってくだけろだと僕は早めに家を出て待ち伏せを計画した。

「……あ」

「や、やあ桜花さくら。お疲れ様」

　パン屋さんの裏口前で待つことしばし、朝のバイトを終えた桜花さくらが、制服の上に紺色のピーコートを着て外に出てきた。

「なに、何の用？」

　北風に乗って届く声がすこぶる冷たい。つらい。僕が桜花さくらを怒らせてしまった……ということはない気がするんだけど、明らかに警戒心を持たれている。

　昨日、全く口を挟まずおろおろするばかりだったから、幻滅されちゃったのかな……。

「よ、用ってほどじゃないんだけど。ちょうどバイト終わる時間だし、一緒に学校行けたらいいなって思って」

「……べつに、いいケド」

　しどろもどろになりつつお誘いしてみた結果、拒否されるという最悪の事態だけは回避できて僕はほっと胸をなで下ろした。

「………………」

「………………」

　しかし、駅に着くまで一言も会話が浮かばず、僕たちの間には重い沈黙が流れ続けた。こんな風に、桜花さくらとの間にぎくしゃくとした空気が流れてしまうことなんて久しくなかったような気がする。会話が途切れることならしょっちゅうある。でも、最近はそれで何か気まずさを覚えたりすらしなくなっていた。

　そんなことを、逆説的に今のいたたまれなさが教えてくれた。

「…………」

「…………」

　桜花さくらも唇を固く結んだまま、うつむき加減に歩くばかりだった。

　俄が然ぜん、初めから希薄な自信が完全に枯こ渇かつしてしまう。潤じゆんは『そんなことない』と言ってくれたけど、その実桜花さくらは別に意地を張っているわけではないんじゃないか。ただ単に、ただ本当に、僕にチョコレートを渡すつもりなんてなかった。たまたまそれを表明する機会が来たから、正直に伝えたまで。

　それが真相に思えてしまう。

　……いや、ダメだ。その考えはひとまず捨てよう。

　たとえ事実がそうだったとしても、希のぞ美みと……三人と約束したのだ。桜花さくらの機嫌が直るよう、最大限の努力をすると。弱気を理由に、桜花さくらと向き合うことから逃げるわけにはいかない。それに、もう一つ。確かに今、桜花さくらはあまり楽しそうじゃなくて、僕自身こんな桜花さくらの姿を見たくはないのだから。

　……よし。がんばるぞ。さしあたっては、話題。この重苦しい空気を打破するために話題を見つけなければ。

　桜花さくらが食いついてくれそうな話題。といえば、やっぱり。

「い、今はメバルのシーズン真っ盛りだね」

「ちょうど端は境ざかい期きでしょ。抱ほう卵らん個体が卵産み終えて、エサを追う体力も回復してなくて。釣れないし、もし釣れても美味おいしくない」

　中ちゆう途と半はん端ぱな知識で相手の土俵に乗ろうとすると悲惨な結果にしかならないという典型的な例となった。こうして教訓を得ながら、人生経験は蓄たくわえられていくのだろう。つらい。

　うう、困った。いきなりとっかかりを失ってしまったぞ。一番無難だと思った釣り方面からも切り込めないとなると、もはや突破口が見いだせない。

　混乱が、頭の中をぐちゃぐちゃにかき混ぜる。

　そして僕は、追い詰められた挙げ句とんでもない失言をやらかした。

「さ、桜花さくら！　今日はぱんつはいてる？」

「はいてるに決まってるでしょバカじゃないの!?」

　めちゃめちゃ怒鳴られた。当たり前だ。ていうかもうおしまいだ。仮に嫌われてなかったとしても、今の発言で僕の好感度は地に堕おちた。それどころかきっと、アスファルトの下までめり込んだ。

　そう確信して膝から崩れ落ちそうになった寸前、僕の耳に『ぷっ』と噴き出す桜花さくらの笑い声が幽かすかに届いた。

「……なに？　やっぱりはいてない方がいいの？」

　ハッとして顔を向ければ、しょうがないやつだなという微苦笑で、桜花さくらが僕の顔を覗のぞき込んでいた。

「そ、そんなことないよ！　はいてる方がいいです！」

　正直、またしてもかなり危うい発言だったと思う。でも桜花さくらはツッコまず、やれやれと息を漏もらして両手を身体からだの後ろで組んだ。

「あはは。なら、よかったです」

　そこから先の電車でも、通学路でも、やっぱりあまり長くは会話は続かなかった。

「響きようもときどきトンデモ発言するよね。あたしのこと残念なんて言えないじゃん」

「僕は言ったことないよ、そんなこと。……たしか。たぶん」

　でも、息苦しく感じることもなくなっていた。張り詰めていた空気が少し解けたことが、なんとなく肌で感じられたから。




　　　　♪




「買い物？」

「うん、ちょっと見たいものがあって、一緒に来てくれると嬉うれしいんだ。もちろん桜花さくらの都合が良ければだけど！」

　授業中必死に考えた結果（そのせいでボーッとするなと二回も注意されてしまったことは大いなる反省点）、何かのついででも、桜花さくらがチョコをあげても良いいかな──と思ってくれるシチュエーションを作り出すことが一番の近道ではという結論に至った。ならば、実際チョコが売られていそうな現場に足を運ぶべきだろう。

　とか思いつつ『バレンタイン商戦』なんて言葉があることを知ったのも、ほんの昨日のことなんだけど、それはさておき。

「うん……。今日なら、いいよ」

　桜花さくらはしばし逡しゆん巡じゆんを挟んでから、こくりと頷うなずいてくれる。よかった、ここで断られていたら今度こそ完全に手詰まりだった。

「何が欲しいの？」

「見たいものは何個かあるんだけど、いちばんはコートかな」

「コート？　このタイミングに？」

「実はこれ、ちょっと薄くて。もう少し暖かいのが欲しいなって」

「んー。気持ちはわかるから止めはしないけど、もうすぐ春のセールあるよ？　コートとか、いちばん安くなるのに」

「あ、そうなのか……」

「ま、春セールでコート買ったら着るのは次の冬になっちゃうけどね。今着たいならべつに無理して待つことはないよ。それに、どういうのが欲しいか見立てといて、セールで安くなってたら買うっていう手もアリだし」

「おお、なるほど、勉強になるよ」

「ほら～、残念じゃないじゃん」

「あはは、僕はそんなこともとから思ってないってば」

　放課後学校を出て、電車に乗り込む。運良く二つ並びで席が確保できたので、のんびりと話をしながら目的地の駅まで楽しい時間を過ごせた。

　よかった、雰囲気としてはすっかり元通りだ。僕自身の緊張感も消えたし、桜花さくらも屈託なさそうに何度も笑ってくれてる。

　もうミッションコンプリートでは──なんて一瞬思ってしまったけど、残念ながら違うよな。ゴールはあくまで、一度『あげない』と宣言されてしまったチョコをもらうことなのだから。そこをクリアしなければ、子どもたちの消沈を癒いやすことができない。

「さ、いこ？」

「うん」

　普段の最も寄より駅を少し通り過ぎ、大きな複合商業施設の近くで電車を降りた。近くに競馬場があるせいか、このホームはほんのり動物園の臭いがする。有名な輸入家具のお店とかもあって『おしゃれタウン』に数えても良さそうなんだけど、どこか親近感というか、敷しき居いの高さを感じずに済むのはこの、牧歌的な臭いのおかげかも。

「ごめんね桜花さくら。付き添わせちゃって」

「んーん、ぜんぜん。ていうかあたしの方も久しぶりに服とか見たかったし。……見てもいいよね？」

「もちろん！　いくらでも好きなだけ！」

「えへへ、ありがと。響きようは目当てのお店あるの？」

「全然決めてないよ。強いて言えば安いところ……かな。ユニクロとか」

「ユニクロいいよね。あたしも好き」

「え、桜花さくらも着てるの？」

「めっちゃ着てるよ。インナーとかボトムとか、ユニクロだらけ」

「そうなんだ、全然気付かなかった」

「ふふっ。まー、気付かせないためのテクはいろいろ使ってるけどね。あとは、Ｈ＆Ｍとかも安いけどかわいいのあるからオススメかな」

　ショッピングモール目指して歩きながら、いろいろためになる話も聞かせてもらう。

　端的に申し上げて楽しかった。僕がこんな、普通の高校生が実現できるであろう中で最高級の幸せを堪たん能のうしてしまって良いいのか、ある種の後ろめたさを感じてしまうほど、桜花さくらと二人きりの夢のような時間が過ぎていく。

　しかし、モールに踏み入った直後からいきなり、緊張感が僕たちの間に割り込んできた。

『限定チョコ、本日ならまだ買えますよ～』

『大切な人への特別な贈りもの、ぜひ当店でお求め下さい～』

　自動ドアを抜けた真っ正面に組まれた特設ブースには所狭しとワゴンが並び、甘い匂いをまとった店員さんたちの声が途切れなく飛び交っている。

「…………う」

　それを目にするや、はっきりと桜花さくらの顔つきが変化した。朝に見たような警戒心が、眉み間けんの間にじんわりと集まっている。

　ああ、せっかく良いいムードだったのになあ。なぜこんなところでチョコレートを売っているのだろう。

　などと、本来の目的を忘れきった感想をうっかり思い浮かべてしまったり。

　いやいや、嘆なげいてどうする。むしろこういう状況を求めてショッピングモールまでやってきたんだ。なんとかして、桜花さくらが僕にチョコをくれるような流れに持って行かないと。不意打ちすぎて現状まったくノープランだけど、それでも！

「え、ええと。桜花さくら──」

「あっ！　ねえ響きよう、あたしあの店見たい！　いいよね!?　行こう！」

「──うわ、えっ？」

　とにかく話しかけなければと口を開いた直後、桜花さくらが僕の腕をぎゅっと握って眼めの前にあるお店の中へと引っ張り込んでいく。

　正直、僕としても態勢を立て直したい気持ちはあった。だからひとまず桜花さくらの買い物に付き合うのは歓迎したい状況ではある。

　ではあるのだけど、ひとつ問題なのは連れ込まれたお店の商品だった。

「あ、あの……桜花さくら。ここって……」

「かわいいでしょ、あたしがお気に入りでよく使ってる……へぁう!?」

　桜花さくらの口から、今まで聞いたことがないような音の叫び声が漏もれた。

　連れ込まれたお店は、女性用下着の専門店だった。

　正面も、左右にも。女性の身体からだの下部、あるいは上部を保護するための色とりどりな布地が、お花畑のように咲き乱れている。

「……そ、その」

　一人で逃げるわけにもいかず、僕は立ち尽くすことしかできなかった。あまりにも異空間過ぎて、ろくに声も出てこない。

「……え、えっとね。えっと」

　桜花さくらも混乱しているのは同じようで、額に汗を浮かべあちこちに眼めを泳がせている。おそらく、チョコの大群から逃れるため咄とつ嗟さに僕をここへ引っ張り込んだのだろう。商品が何であるかを、失念したまま。

「そ、そうなの！　はいてるの！」

「えっ!?」

「ここのパンツ、よくはいてるの！　上もね、つけてるの！」

「え、えっ!?」

「響きようがね、はいてる方が良いいって言ってたから！　だから、教えてあげたの！」

　桜花さくらが、動転のあまりなのか爆弾発言を多段投下しはじめた。とても反応に困ってしまうけど、変にツッコミじみた言葉を返すとこの状況から脱出するチャンスを失ってしまうかもしれない。ここはあえて、乗っかっていくスタンスが正解か。

「そ、そうなんだね！　教えてくれてありがとう！」

「う、うん！　おやすいごようだよ！」

　このやりとり絶対ヘンだ、と確信しつつも、おかげで踵きびすを返すチャンスが得られた。余計なことは気にせず、まずはここから脱出することを最優先にしよう。

　そう思って一歩踏み出したその時、右側の至近にスケスケのヒモみたいなモノが陳列されていることに気付いてしまった。

「…………」

「…………」

　そして、そのヒモみたいなモノをうっかり凝視してしまった。隣で、桜花さくらの気配が強こわ張ばるのを感じる。振り返る勇気は出なかったけど、雰囲気だけではっきりわかった。

「ちがう、ちがうの。このお店のパンツは、はいてるけど。でもね、こういうのは、はいてないの」

「そ、そうだよね。うん。そうじゃないかなって思ってたよ。大丈夫」

　桜花さくらが僕の肩にぽんと手を置き、ものすごく重々しいトーンで釈明を始める。相変わらず僕は振り返ることができないまま、ヒモみたいなモノがずらりと並んでいる棚めがけて何度も頷うなずきを返した。

「あのね、本当に違うの。このお店、いろんな下着売ってるから。こういうのもあるけど、もっと普通のもちゃんとあるの」

「うん、あるよね。桜花さくらがそう言うなら間違いない」

　困ったことに、今立ち入ってしまった場所がせくすぃ～ぞ～ん的な何からしくて、周りにあるのは過激なデザインばかりなんだけど、だからといって桜花さくらの言葉を疑ったりはしない。別の棚に行けば、高校生らしい下着もたくさんあるのだろう。

　いや、高校生らしい下着がどんなのかはよく知らないけど。

「えーとね、えーと……ほら、こっち！」

　さて、下着の対象年齢はどこを見ればわかるのだろう……などと余計な思考を挟んでしまっていた隙に、桜花さくらが僕の腕を再び握って引っぱり始めた。

「な、ちょっ!?　桜花さくら!?」

　しかも、お店の外ではなく中心部めがけて。このまま脱出できるかと思いきや更なる深みに沈んでしまう。

　陳列された下着が、だんだんと底なし沼を覆う睡すい蓮れんのように見えてきた。

「ほ、ほらほらほら！　普通の白いやつ！　こういうのだよ、あたしが付けてるの！」

「なるほど、こういうのなんだね！」

「あとはね、水色とかピンクとか、淡色系が好きかな！」

「淡色系か！　よくわかったよ！」

　次々と桜花さくらが指さす下着は確かに奇抜さのない、人生経験の薄い僕でもはっきり女性用下着として認識できる類たぐいのものばかりだった。

　でも、だからこそ。桜花さくらがこういうのをつけているという情報に余計なリアル感が伴ってしまい、僕の背中に粘ついた汗を呼び込むのだった。

「あっ、これとかどうかな？　かわいくない？」

「か、かわいいんじゃないかな！」

「じゃ、じゃあ……これにしようかな」

「えっ!?」

　全肯定のスタンスを崩さざるを得ない瞬間が訪れてしまった。まさか桜花さくら、焦あせりと混乱が極まって、いつの間にかここで買い物するつもりになってしまったのだろうか。それはマズい、これ以上の滞在に耐えきるほどの胆力が、僕には備わっていない。

　それにしても、桜花さくらは桜花さくらで動転したとき斜め上に突拍子もない行動に出ることが多いんだなと、改めて感じさせられる。僕としては、そういう微笑ほほえましさも桜花さくらの魅力のひとつだとは思うんだけど。何から何まで完璧だったら、雲の上の存在すぎてきっとろくに話しかけることすらできないままだったろう。

「サイズ、出しましょうか～？」

「──っ!?」

　ふと浮かんだ述じゆつ懐かいが、背後に刺さった女性の声で粉々に砕けた。いけない、店員さんに見つかってしまった。店に入っておいて見つかってしまったという言い方はあんまりだけど、今はそれが何より適切な表現に思えた。

「羨ましいですね～デートで一緒に下着選ぶなんて。薔薇ばら色いろの高校生活ですね～」

　恐る恐る振り返ると、すぐ傍そばに立っていたのは二十代後半と思おぼしきロングヘアの女性。一分の隙もない営業スマイルを浮かべているけれど、隙がなさすぎてどことなく畏怖のようなものも一緒に感じてしまう。

「で、デートだなんてそんな!?」

　びくりと身体からだを仰のけ反らせながら、桜花さくらが両手を振る。どうやら声をかけられて我に返ったようだ。その点に関しては本当に良かった。もし店員さんに乗っかっていく方向で話が進んだら、僕を待ち受けていたのは確実に生き地獄だったろうから。

「そんなそんな～。よりにもよって下着売り場でベタベタいちゃついておきながら何をおっしゃいますか～」

「え……」

　営業スマイルのまま、店員さんが僕たちを袈け裟さ切りにした。直後になんとなく察する。いろんな意味で危険な人に捕まってしまったのだと。

「す、すみません。騒がしくしてしまって」

「お気になさらず～。こちとら商売ですので～」

　吸い込まれるように僕がお詫わびすると、店員さんは左右にゆっくり二回ずつかぶりを振った。表情に変化はなかったけど、なんだか笑顔がゲシュタルト崩壊して笑顔に見えなくなってきた。やっぱり怖い。

「ということでサイズお出ししますよ～。何カップですか？」

　店員さんが尋ねた。なぜか、一直線に僕の方だけを見ながら。

「ぞ、存じ上げておりません！」

　鬼教官になじられる新米兵のように直立不動で返事。恐れていた生き地獄に、結局引きずり込まれつつある。

「あら、失礼しました～。そりゃあゲンブツを思うままにできるんだから、数字なんか興味ないですよね～ですよね～」

「ちょ、いや、あの……」

　次から次へと浴びせられる言葉の暴風雨に、否定を挟み込む方法すら僕には見いだせなかった。桜花さくらは隣で湯気が出そうなほど赤くなり、自らの肩を抱いて縮こまっている。

「じゃあご本人から聞きましょう～。ムダに大きそうだけど何カップですか～？」

　ムダて。どんどん言葉の棘とげがロコツになってきている感がある。

「い、今ここではちょっと……その……」

　桜花さくらはちらりとこちらに横目を向けてから口ごもる。実際のところ僕たちは店員さんが思っているような関係ではないので、桜花さくらが僕の前で伝えるのを躊躇ためらうのも、当たり前というかなんというか。

　ちなみに、いつだったかの機会に、桜花さくらの当該部位に関する機密情報を得てしまっていた気がしないでもないんだけど、それを漏もらしたところで余計ややこしくなるだけだと思うので口を噤つぐんでおくことにする。

「え～？　下着売り場でいちゃつくのはＯＫなのにサイズ言うのは恥ずかしいんですか～？　おもしろ～い」

　ちっとも面白くなさそうな笑みで、店員さんはパチパチ手を叩たたいた。……まあ、理屈としては店員さんの主張ももっともなのだろう。大前提の誤解がもし存在しなければだけど。

「でも、じゃあしょうがないですね～」

　ふう、と息を漏もらしてから。店員さんはポケットからメジャーを取り出した。

「はい、どうぞ」

　そして、それを僕に手渡した。

「どういうことでしょうか!?」

　衝動的に叫んでしまったけど、その意図はうすぼんやりと想像がついていた。非常に残念ながら。

「特別に、カレシさんに計らせてあげます～」

　恐れていた通りのことを店員さんがのたまった。

「いやいやいやいや！」

「いやいやいやいや！」

　僕と桜花さくらは動きをシンクロさせて顔の前で右手をぶんぶん振る。桜花さくらの胸囲を、僕が計る。さすがにそれは越えてはならぬ一線だ。

「いやいやいやいや～」

　全く同じ動きで返答された。絶対に勢いで押し切ってやるぞという、断固たる決意のようなものを感じずにはいられなかった。

「そ、それはさすがに……職務放棄では!?」

「そうです！　店員さんのお仕事でしょう!?」

　しかしこちらとて引くわけにはいかなかったので、桜花さくらと共に抗議を重ねる。

「これも営業努力ですよ～。いちゃつきたい高校生に、堂々といちゃつける場面を提供してあげて、いい気分で買い物をして頂く。そのための配慮です～。決してですね～、こっちは近くでチョコ売られても義理で渡す相手すらいないのに、ガキが下着売り場でデートですか～あ～爆発しないかな～と思って、せめて暇つぶしのオモチャに使ってやろ～とか考えているわけではないんです～」

　一瞬で察した。本音は後半の方だと。

「さあさあ、このあわれに干上がったアラサーに、若さとうるおいで満ちたキャッキャウフフを見せつけて、時の流れに抗あらがうパワーを与えて下さいな～。人が力強く生きるためのいちばんいい燃料は、怒りと嫉妬です～♪」

　あっこれもう逃げられないなと確信して横を向くと、まったく同じタイミングで桜花さくらもこっちを見た。サバンナでライオンに狩られた後のシマウマみたいな目をしていた。







「じゃ、じゃあ。始めます」

「お、お手柔らかに……」

　結局僕たちは流された。店の奥まったところまで移動してから、桜花さくらはコートと制服の上着を脱ぎ、上は白いシャツ一枚だけを身に着けた姿になった。

　こうなったらやむを得ない。可能な限り事務的にことを済ませて、早くこのお店から脱出してしまおう。

　事務的に、桜花さくらの胸囲測定を済ませて。

　明らかに事務ではない気がする。……いや、迷うな。迷えば迷うほど、苦境は長引く。

「トップとアンダー、二箇所計るんですよ～。つまり、乳首と──」

「もうわかりましたから！　大丈夫ですから！」

　いっさいの婉えん曲きよくがない店員さんの言葉を自分の声でかき消して、僕はチチチチチ……とメジャーを引っ張り出す。余計なことは考えるな。ただの測量だと思おう。例えば近所の山とかの。

　山とか……谷とか。

　考えるな。脳みその電源を切れ。

「……っ、と」

「うう、これ死ぬほど恥ずかしいんだけど」

　両腕を真横に広げた桜花さくらの胴に自分の手を回し、さらにメジャーを引っ張り出す。間違いが起こってあらぬところに触れてしまってはいけないと、思いっきりマージンを取っているんだけど、そのぶん自分の身体からだの方を桜花さくらの背中にかなり近づけなくてはならない。目と鼻の先にうなじがある。とても良いい匂いがする。襟元から、鎖骨と、その先のふっくらしたラインがちらりと──

　考えるな。心をまるごとゴミ箱に捨てろ。

　ピン、とメジャーを張り、桜花さくらの胸元へ近づけていく。直接触れようとしているわけではない。落ち着いてやればなんてことのない作業だ。

「……っ」

　接触した。あっそうか、紐ひもを仲介していても、弾力的な感触はなんとなく指先に伝わってくるものなんだな。

　考えるな。

　無理だ。

　このシチュエーションで無心を貫けるとしたら、僕は男子高校生じゃなくて昆虫か何かだったという事実が発覚する。

　もう自己欺ぎ瞞まんで誤ご魔ま化かそうとするのはやめよう。ダメです。ドキドキしてしまいます。僕は俗にまみれた生き物です。ならばせめて、速やかに終わらせることでカルマを少しでも返上しよう。

「カレシさんトップはそこじゃないです～。もう少し上です～」

　そう決めてメジャーを後ろ側まで一気に回そうとした僕に、店員さんがダメ出しをした。この人は鬼だ。

　とにかく、位置を修正しなければならないらしい。紐ひもを少し緩めて、少し上に。

「今度は上すぎです～」

　行きすぎたらしい。じゃあ下に。

「もっと上～」

「下～」

「もうちょい下～」

「そのちょい上～」

　桜花さくらの胸にメジャーをピンと押し付ける度に修正命令が飛んでくる。この人は鬼だ。

「あ、やっ……ちょ、ちょっと響きよう……その……ダメ……」

　桜花さくらが耳裏を真っ赤にしながら身をよじった。ヘタクソすぎて不快な思いをさせてしまっているようだ。情けなさと恥ずかしさで消えてしまいたくなる。昆虫に生まれ変わりたい。

「うん、そこでＯＫです～」

　さらに何度かリテイクを食らった後で、ようやく合格をもらった。ここまで長かった。緊張で死ぬかと思った。【死因：胸囲測定】という、きっと世界で最初の一人になるところだった。

　ついほっと息を漏もらしそうになったけど、まだ油断は禁物。メジャーがズレたらまたやり直しだ。それだけは絶対に避けなければ。僕は慎重に慎重を重ねて、桜花さくらの胸回りに沿ってメジャーを背中まで巻き付けていく。

「もう少しギュッと締めてください～」

　抵抗はあったがここまで来たらやるしかない。紐ひもに力を込めると、桜花さくらの柔肌にメジャーが食い込む感覚が生々しく指に伝わってきた。

　どうも、開けてはならない扉を開いてしまったような気がしてならない。だけど、この試練ももう少しで乗り越えられる。あとは数字を確認して、アンダーと比べるだけ。

「ええと……はちじゅう──」

「キャー!?　ちょちょちょっ、響きようっ！　ダメ！　数字見ちゃダメ！　こ、個人情報！」

「え、えっ!?」

　僕の声に、桜花さくらの悲鳴が重なった。た、確かに具体的な数値を知られたくないという気持ちはわかる。

　わかるけど……じゃあ、どうすれば良いいんだろう……？

「も、もういい！　Ｄ！　Ｄです！　Ｄカップ！　それで充分でしょ！　教えたから、数字は見ないで！」

　我慢の限界とばかりに、桜花さくらがうわずった声で叫んだ。事実が明らかとなった今、確かにもう測定は必要ないだろう。

「二度手間でしたね～。どうせ言っちゃうなら、計る前に教えてくれれば手っ取り早かったのに～。わかりました、在庫見てきます～」

　呆あきれる店員さん。僕がどうこう言う権利はないけれども、桜花さくらからしてみれば不必要に恥ずかしい時間を積み重ねる結果になってしまったな……。

　しかも桜花さくらの返答は、前聞いてしまったのと同じだった。

　いっそ僕の口から『Ｄだよね？』とカジュアルに確認しておくのがいちばんこじれなかったのかもしれない。

　いや、それは絶対にないか。

「なんなの。なんでこんなに辱はずかしめを受けて、しかも下着衝動買いしなきゃダメな流れになってるの？」

　桜花さくらが一周回って真顔になり、世界の謎と向き合うように両手を組んだ。確かにどこでどうこじれてこんな事になってしまったのか、いくら振り返っても釈然としない。

「あ、値段……。よかった。まあ、これくらいなら」

　ハッとして、上下ワンセット販売らしい水色の下着に近付き、値札を確認する桜花さくら。どうやら価格帯はリーズナブルなようだ。そこだけは不幸中の幸いと言うべきなのかどうか。

「おまたせしました～」

　店員さんが同じものを手に戻ってきた。なるほど、展示されてる品より明らかに上の方のサイズ感がふくよかだ。

　だんだんと、下着に対して客観的な感想を抱くようになってきている自分が怖い。慣れって怖い。

「じゃあ、それ頂きます……」

　諦てい観かんの表情で桜花さくらが告げた。僕にも責任の一端があるような気がするからいくらかお金を出そうか尋ねてみようかとも思ったけど、結局やめた。桜花さくらは断るだろうし、それに桜花さくらの下着の共同出資を申し出るという構図が明らかに『あやうい』。他に良いい言葉が見つからないけど、とにかく『あやうい』。

　なんであれ、この謎の亜空間からようやく脱出できる時が訪れたようだ。

「いえいえ～。品によって微妙にサイズ感とか違いますし、まずはご試着して下さい～」

「えっ!?」

　まだだったようだ。明けない夜はないという格言。あれは噓うそかもしれない。

「や、ほんと大丈夫ですから！　多少サイズあってなくても！」

「それはプロとして聞き捨てなりませんね～。ブラのフィット感は本当に大事なんですよ～。健康にだって関わってくるんですから～」

「…………うう」

　桜花さくらが反論しあぐねている。推測するに、今の指摘はデタラメじゃなくて根拠のある事実なのだろう。桜花さくらもそれを知っていて、言い返せない雰囲気だ。

　ということはこの店員さん、いちおうプロではあるんだな。いや、さすがにその所感は失礼なような、そうでもないような。

「ということでフィッティングルームへどうぞ～。特別に、カレシさんの入室も許してあげますから～」

『バカも休み休み言ってください！』

　思わず叫んだ言葉が桜花さくらとぴったりユニゾンした。こんなにも無呼吸連打で爆弾を投げてくる人がいる下着売り場が、大型ショッピングモール内に存在することに今一度驚く。

「えっ、カレシさん見たくないんですか～」

「そ、そういう問題じゃありません！」

「し、下着姿なんて見せられるわけないじゃないですか！」

「ハダカは見せるのに？」

「見てません！」

「見せてません！」

　二人から抗議の嵐を受けて、店員さんは『えっ』と口元に手を当てた。

「もしかしてまだ、なさってない？　なさってもないのに、いっしょに下着見てたんですか～？　アクロバティックですね～」

「なんのことやらわかりませんが、僕たちは店員さんの思っているような関係ではありません」

　いろいろツッコみたい単語が散りばめられていたけど、ここまでの流れからして触れたら身も蓋もない返事をぶつけられるに決まってるので、あえて触れない。

「は、裸は当然として、下着姿だって見せたことないし、見せられません。そんな恥ずかしいこと、できません……」

　頰を染めながら桜花さくらが伝えると、店員さんはふむ、とうつむき加減に考え込む。少し毒が抜けたような気配を感じた。僕たちのことをもっと不純な関係と誤解していて、そうではないとわかって少し好感度が回復したのかもしれない。

「そうとは知らずからかいすぎました～。ごめんなさい～」

　ぺこりと頭を下げてもらい、僕も桜花さくらもほっとして顔を見合わせた。どうやら今度こそ、闇に一筋の光明がさし込んだようだ。

「いえ、わかって頂ければ大丈夫です。それじゃ、その。見せたりはしないですけど、サイズの確認だけさせて下さい」

　かぶりを振って、下着を受け取ろうとする桜花さくら。するとなぜか、店員さんは一歩後ろに下がって受け渡しを拒否した。

「待って下さい～。名案が浮かびました～。下着姿にならずに、カレシさんに下着が似合うか確かめてもらう方法があります～」

「えっ」

「えっ」

　そして、今一度営業スマイルの色を濃くして、全くもって理解しがたき言葉を僕たちに伝えたのだった。
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「き、着てみました……ケド」

　試着室に入って数分後、桜花さくらがドレープカーテンの合間から恐る恐る顔だけを外に出した。待っている間、僕は生きた心地がしなかった。本当にこれから、僕は下着を身に纏まとった桜花さくらを肉眼で捉えることになってしまうのか。

「さあカレシさん、どうぞどうぞ中へ～」

　店員さんが手招きする。他にお客さんでも来てくれたらこの狂気の沙さ汰たも中断せざるを得なかったろうに、誰も来やしなかった。どうやら眼めの前のチョコレート売り場に女性が吸い込まれていて、このお店まで客足が届かないようだ。それでこの店員さん、なんだかやさぐれていたのか。ヒマなのと、楽しそうな女性たちの様子を否いや応おうなしに見せつけられて。

　なんて、そんな分析してる場合じゃない。真の問題は自分自身に降りかかっている。

「や、やっぱり入るんですか……？　マズいのでは……？」

「マズくありませんよ～。だって『下着姿』じゃないですから～」

　悪あがきでもう一度尋ねる僕だったけど、店員さんは親指を立てて僕を急せき立てるばかりだった。この主張、最初はわけがわからなかったけれども、今となっては一応どういう意味かは理解した。確かに『理論上』桜花さくらは下着姿にはなっていない。いないのだけど、やっぱりダメな気がする。まだ僕は、言われるまま試着室に入り込むことに抵抗があった。

「あら～。とってもお似合いです～」

「そ、そうですか……？　確かにその、サイズはぴったりです……ケド」

「見てもらいましょうよ～。きっとますますカノジョさんのとりこです～」

「………………」

　中を覗のぞいた店員さんの感想を聞いて、桜花さくらが押し黙る。迷っているのかな……。

　桜花さくらが見るなと言ったら、もちろん断固として見ない。でももし、仮に。見ても良いいと言われたら、その時はどうすべきか。

「きょ、響きよう。その……どうぞ」

　ぎゅっとカーテンを握りしめながら、桜花さくらが消え入る寸前の声で僕を呼んだ。

　よ、よし。それならば、進もう。許しをもらったのに、僕が躊ちゆう躇ちよしていたら気持ちを裏切ることになってしまう。

　桜花さくらが奥に引っ込むのを待って、自分の身体からだを試着室のカーテンの奥に滑り込ませる。

「ど、どう……かな？」

「っ」

　狭い室内で桜花さくらと向き合った瞬間、心臓が爆発した。そう感じてしまうほど、胸の鼓動が一気に膨ふくらむ。

　レースで縁取られた、上下セパレートの水色。ただそれだけを身に着けた桜花さくらが、もじもじと身をすぼめて立っている。長く、艶あでやかな両脚。きゅっとカーブを描いたウエストの中心に、おへその穴が覗のぞいている。後ろに鏡があるから、背面のシルエットまではっきりと確認することができてしまう。

　下着姿の鳥とり海うみ桜花さくらが、僕の前に居る。そうとしか表現できない景色だった。

　実際は異なると、わかっていても。

「と、とっても似合ってる。そ、その。きれい……です」

「……ぁう」

　熱病に冒おかされた時のようなぼんやりした声で呟つぶやくと、桜花さくらは顔を背けながら両手で胸前を隠そうとした。その仕草でかえって、胸の上半分のふくよかさが強調されてしまう。僕もますますドキリとして、たまらずにさっと顔を背けた。

　見ても、良いいはずなのだ。理論上は。だって桜花さくらは、下着の『下』に水着を身に着けているのだから。

　そう、それが店員さんの考えた『方法』だ。もし下着を外せば、水着が出てくる。水着ならば、目を背けなくて良いい。だから水着の上に下着をつけた出いで立ちも、当然に見て良いい。なるほど、話の筋としては間違ってないような気がする。

　ただ、こうして実際向き合ってみると、下に水着があるようには全然見えない。実質的に、僕の目に映るのは下着姿の桜花さくらなのだった。
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　お正月に感じた『ない』が『ある』という概念が逆転して、僕の前にまた一つ、世界の違う形が姿を現した。今度は『ある』が『ない』。万物は流る転てんし、輪りん廻ねし、転生する。そこにあると思ったものも、時を経て形を変え、無に立ち返る。下着姿も、水着姿も、あくまで人が生み出した観念に過ぎず、実体としての差は何もないのだ。

　つまるところ、人は何を着ていようと、その奥には必ず全裸がある。

　だから水着を着て、下着を着て、仮にその上にまた制服を着直したとしても、桜花さくらの根本の部分はある意味で常に全裸だ。僕はいつでも、全裸の桜花さくらと顔を合わせている。

「色しき風ふう異い空くう空くう不ふ異い色しき色しき即そく是ぜ空くう空くう即そく是ぜ色しき」

「ちょ、響きようっ!?　気を確かに！　こんなところで気絶しちゃダメ！」

　薄れゆく意識の中で、ひとつの確信に至る。

　僕にはまだちょっと、刺激が強すぎたみたいだ。女性用下着専門店は。
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　すんでの所で気絶は回避して、なんとか無事女性用下着専門店から脱出することができた。

　いや、無事と言って良いいのかははなはだ怪しいけど。それでも担架で運び出されたりしなかっただけマシだったと思うことにしよう。女性用下着専門店でぶっ倒れて、病院に搬送された男子高校生。想像すればするほどレジェンド級だ。言うまでもなく悪い意味で。

「結局セールまで待てずに買っちゃった」

「アドバイスしといてなんだけど、今年寒いし、それで正解だったんじゃないかな。デザインもいいし、値段も安かったしね」

　ずしりと重い買い物袋を持ち上げて苦笑すると、桜花さくらがにっこり笑って頷うなずいてくれた。またしばらくぎくしゃくした時間を過ごしてしまったけど、コートを見て回って、いろいろアドバイスをもらっているうちにだんだんと空気の重さもほぐれていった。今ではもう、自然に会話を弾ませられるところまで持ち直している。

「さてー、そろそろ帰りますかー」

　んーっ、と伸びをしてから、桜花さくらが長い息を漏もらした。せっかくだからいろいろ見て回ろうと言ってもらえたこともあり、巨大なショッピングモール内を端から端まで踏とう破はした。おかげでこれだ、という品も見つかり、ひと仕事やりきった感がある。

「そ、そうだね」

　ただひとつの問題は、まだ真の目的を達成できてないところ。

　いろいろあって自分でもいっとき忘れそうになったけど、ここに誘ったのは桜花さくらが僕にチョコをプレゼントする気になってくれるよう誘導するため。買い物はばっちり収穫アリだったけど、このままだと作戦としては失敗に終わってしまう。

「……こっちから行こうか」

　意図してなのか否いなかはわからないけど、桜花さくらは特設のチョコ売り場を避けるような道筋を選んだ。チョコ売り場の方に向かう＝女性用下着専門店の方に向かう、なのでそっちを避けたという風にも受け止められるけど、どうであれ『もののついで』に買おうかな、という気にはなってもらえなそうだ。

　出口にたどり着いてしまった。引き留めて、もう一度店内に戻るような口実は……ダメだ。見つけられない。

　外に出ると、日はすっかり暮れていた。

「寒いね～」

「……だねぇ」

「ふふっ。響きよう、もうそのコート出して着たら？」

「確かにそれもいいかも。あーでも、タグ切るもの持ってないや」

「あー、あたしもない。明日のお楽しみかな」

　何気ない会話を続けながら駅まで歩き、電車に乗る。幸せな時間だった。なのに、自分の中で膨ふくらんでいく焦燥感が邪魔で仕方ない。

　降りる駅にはすぐ着いてしまう。今日、桜花さくらといっしょにいられる時間は、もうあまり残っていない。

　万事休す、かな。バレンタインデーまでまだ日はある。今日のところは諦あきらめて、また一から作戦を練ろうか。

　でも、思いつくだろうか。改めて思ったけど、小手先でどうこうして人との距離を詰める方法なんて、僕にはわからない。

　そもそも。そんなこと、したいだろうか。僕は自問する。作戦とか、テクニックとか。そんなつまらないことを考えながら、僕は桜花さくらといっしょの時間を過ごしたいのだろうか。

　答えに迷う余地なんて、少しもなかった。

「じゃあね、響きよう。また明日」

　電車を降りて、改札を抜けて、桜花さくらが手を振る。

「あの、桜花さくら！」

　手を振り返す代わりに、僕は精一杯の大声で桜花さくらを呼び止めた。

「ん？　どしたの？」

　きょとん、と首を捻ひねる桜花さくら。声が震えそうになるのをぐっとこらえ、僕は恥も外聞もなく、ただ心の底からの希望を言葉に乗せて吐き出した。

「チョコ、ください！　バレンタインデーに、桜花さくらからチョコをもらいたいです！　お願いします！」

　桜花さくらが驚いて目を見開いた。返事が怖い。断られたら、立ち直れる自信がない。

　でも、他の方法なんてどうせ僕にはできっこない。思っていることを素直に伝えて、それでダメなら、何をどうしたってダメだということだろう。

「いいよ。あげる。手作りのやつ、あげる」

　桜花さくらが優しく微笑ほほえんで頷うなずいてくれたその時、僕は緊張の糸が切れてその場にへたり込んでしまいそうになった。

　身体からだが熱い。いつもこうなら、新品のコートなんていらなかったのに。なんて変な考えがよぎったのは、嬉うれしさのあまり調子に乗ってしまったせいかもしれない。
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「そ、それじゃあお邪魔します」

　バンド練習を終えてから、リトルウイングのリビングにお邪魔する。毎度お招き頂いてるんだけど、今日はとても強く緊張感を覚えていた。

　なぜなら、二月十四日だから。去年まで僕にとってはあまり意味のない日付だったのに、今年は何日も前から意識せずにはいられなかった。昨日なんて、緊張で眼めが冴さえてなかなか寝付けなかったくらいだ。

「い、いらっしゃいませっ」

　自意識過剰なだけだったら恥ずかしいけど、潤じゆんたち三人も少しそわそわしているような気がする。練習の時もなんとなくそんな印象を抱いたし、教会からこっちの建物に移った後はますますそう感じてしまった。

「響きよう、少し待っててね。いっぱい手伝ってもらった恩もあるから、ヌケガケするわけにはいかないの」

　紅茶を淹いれてくれた希のぞ美みが、テーブルの向かいに腰掛けた。

「うん、わかった。お茶ありがとうね。いただきます」

　潤じゆんとそらも並んで座り、僕たちはしばし華やかな香りを堪たん能のうする。

　きっと三人の間でもう話し合い済みなのだろう。桜花さくらが帰ってくるまで待とうと。

　昨日、四人で協力して手作りチョコを準備してくれたそうなんだけど、その際、バイト先で得た知識をフルに使って陣頭指揮をとったのが桜花さくらということなので、みんな義を尽くしたがっているのだ。

　僕としても文句なんてあるはずもなかったので、もうしばらくこの幸せなドキドキ感を楽しむことにする。

「た、ただいまっ」

　十分くらいたった頃、桜花さくらがリビングに入ってきた。

　息が乱れ、頰に汗が一筋伝っている。さすがにこれは『走って帰ってきてくれたのかな』と想像してしまっても差し支つかえない……というより、そう考えなかったらむしろ無礼に当たると思う。

「も、もう渡してた……？」

「はむ。さくねーのこと待ってたよ」

　そらが挙手して答えると、桜花さくらはふうっと大きく深呼吸して息を整えた。

「希のぞ美みたちがそんなに薄情だと思った？」

「さくちゃんのおかげで手作りで用意できたんだもん。待ってるに決まってるよ」

　立ち上がり、桜の傍そばに近付きながらにっこり微笑ほほえむ三人。桜花さくらもにっこり笑ってみんなの頭を優しく撫なでた。

「ありがとね。そうだと思ったから、あんまり待たせちゃ悪いなって、急いできた」

　仲むつまじい四人の姿が本当に幸せそうで、眩まぶしい。もしかしたら、この光景を眺められることが、僕にとって何よりもプレゼントかもしれないな。

　……って、そう言っちゃうのも語ご弊へいがあるか。みんなが心を込めて用意してくれたものをこれから受け取らせてもらうというのに。この光景も同じくらい──というのが、きっと正しい。

「そ、それじゃあみんな。お渡ししよう。響きようさんに、私たちのチョコレートを」

　潤じゆんがぎゅっと両手の拳を握ると、三人もこくりと頷うなずいて小走りで近くの戸棚まで向かった。

　そして希のぞ美みが簡易金庫を取り出してテーブルの上に置き、そらが胸元から抜き出した鍵でもって錠を開けた。

　金庫とは大げさだ。その大げさっぷりが、本当に光栄でありがたく感じた。

「これが潤じゆん、これが希のぞ美み、これがそら。……それで、これがあたしのだね」

　リボンとおしゃれなラッピングで彩いろどられた小箱を、桜花さくらがそっとみんなに手渡す。それから改めて、四人は僕の前に来てくれた。自然と僕も立ち上がって、はにかんでしまいつつもみんなと視線を交わした。

『バレンタインのチョコレートです！　受け取って下さい！』

　同じ言葉と共に、四人が一斉にプレゼントを差し出してくれた。大げさではなく、今僕は地球でいちばん幸せな人間なのではないかと思ってしまった。

「ありがとう。みんな、本当にありがとう」

　何度もお礼を伝えながら全員から受け取り、ひとつずつ包装を解ほどいていく。開けてしまうのがもったいないという気もしたけれど、せっかく手作りしてくれたのだからこの場で頂いた方が喜んでもらえるはず。

　そらがくれたのはホワイトチョコベースの、スノーマンをかたどったかわいらしいデザインだった。

「はむ。響きようにーにもらった着ぐるみの、おかえし」

　伝えられて納得。たしかに去年プレゼントしたのとそっくりだ。……今はわけあって封印中だけど。

「すごい。力作で、食べるのがもったいないよ」

「せっかくなので、ひと思いにがぶりと」

　このまま形に残しておきたいと今一度思ってしまったけど、そらからの要望もあったのでスマホで写真を撮ってから胴体にかじり付く。ホワイトチョコの甘みが、僕の舌を幸せで満たした。ああ、甘いもの断ちをしていたこともあって本当に染しみ渡るなあ。

「とっても美味おいしいよ！　ありがとうそら」

「はむ。よかった」

　まるまる平らげ、次は希のぞ美みがくれた箱を開ける。完食しやすいようにと考えてくれたのか、ひとつひとつのサイズは大きくない。そんな心遣いにも、心がほかほかした。

「希のぞ美みのは、イギリスの兵隊さんだね」

　マスコットっぽくデフォルメされてはいたけど、大きな帽子と赤い服が特徴的ですぐにわかった。

「そうよ。それを食べたら、いつか希のぞ美みといっしょにイギリスに行かなきゃダメだからね。約束よ」

　イギリス。希のぞ美みのお祖父じいさんがいる国。そしてロックの故郷。憧れの地に、希のぞ美みといっしょに立てる日が来る瞬間を想像するだけでわくわくしてしまう。

「わかった。約束して、ありがたく頂きます」

　頷うなずいて、同じように写真を撮ってから口に運ぶ。帽子の部分はビターで、服の部分はラズベリーの甘あま酸ずっぱい風味。バランスの良いい味覚に感動したし、甘み一辺倒でないのは希のぞ美みの配慮に違いないと確信する。

「すごく美味おいしいし、ビターチョコとラズベリーで口がさっぱりするよ。ありがとう！」

「いっぱいチョコ食べることになるんだから、そういう味が混ざってる方が良いいでしょ」

　思ったままの感想を伝えると、希のぞ美みは満足げに目を閉じて頷うなずいた。やっぱり意図して味覚に変化を付けてくれたんだな。

「次は潤じゆんのだね。これは……翼がモチーフか」

　箱の中に入っていたのは、天使の翼をかたどったミルクチョコレート。形も凝ってるし、羽一枚一枚が細かく描かれていて、一目見ただけでたいへんな時間と労力をかけて作ってくれたのであろうことがわかった。

「はいっ。……響きようさんは、私たちに羽ばたくための翼をくださったので。そのお礼の気持ちを込めたかったんです」

　潤じゆんの言葉に、胸の奥がじぃんと震えた。羽ばたくための翼。それはむしろ、僕がリトルウイングのみんなから授けてもらったものだと思う。けれど、潤じゆんもまたそんな風に考えてくれるのだとしたら、この上ない光栄としか言いようがなかった。

　これからもっともっと頑張って、翼を大きくしていかないと。潤じゆんのチョコを嚙かみしめながら、僕は心の中で誓いを立てた。

「本当にありがとう。美味おいしいし、それだけじゃなくてなんだか全身から力が湧いてくるような気がする」

「わにゃ、えへへ。そんな風に思って頂けて、本当に嬉うれしいです」

　しみじみと頭を下げお礼を伝えると、潤じゆんは唇の前でぎゅっと両手を合わせながらとても喜んでくれた。

「最後に、桜花さくらのを。……これは、すごくおしゃれだね」

　四つ目の箱を開けると、かぎ爪状の形をした細長いチョコが二つ入っていた。それぞれ精せい緻ちなレリーフが彫られていて、中世ヨーロッパの芸術作品みたいな造形だ。

「これ、モチーフは……釣り針かな？」

「そ、そういうこと。またいっしょに釣り行こうよっていうメッセージ」

　違っていたらどうしようと多少不安に思いつつ尋ねると、桜花さくらが頷うなずいてくれたのでほっとした。模様が美しすぎるゆえ違うものだったらどうしようかとも思ったけど、桜花さくらのイメージから出した答えで無事正解にたどり着けたようだ。

　よし、それではいただくことに──

「響きよう、待った」

「──え？」

　チョコを口に運ぼうとした僕を、希のぞ美みが止めた。どうしたんだろう。

「まったく。本当に残念チキンで世話が焼けるわね、桜花さくらは」

　なぜか盛大に溜ため息いきを漏らして、希のぞ美みが僕の手からチョコをひょいと抜き取る。そして、まだ箱に残っている方のチョコと向かい合わせで、それを箱の中に置き直した。

「こ、こら希のぞ美みっ!?」

「こら、じゃないでしょ。もともとこの形で作ってたのに、弱気になって二つに割っちゃうんだから。どんだけビビりなのよ」

「う、や、だって……」

　希のぞ美みの指摘をうけて桜花さくらが声を詰まらせている。もともとの形？　どういう意味だろうと、僕はもう一度チョコをのぞき見た。

　向かい合った釣り針は左右対称にぴったりと合わさって、ハート型を形作っていた。

「……あ」

　ハッとして桜花さくらの顔を見る。湯気が出そうなほど真っ赤になって、うつむき加減に固まっている。

「これ以上アシストしてやることもないかしらとも思ったけど、特別サービス。チョコの作り方、教えてくれたしね」

　パチリとウインクする希のぞ美み。

「……ありがとう、桜花さくら」

　僕はお礼を呟つぶやきながら、もう一度チョコを見つめる。ハートの形が、僕の胸の鼓動をまた少し早めた。

「は、早く食べちゃってよ。恥ずかしいから」

　目を背けたまま、急せかす桜花さくら。僕としてもこれ以上時間をかけると、自分の身体からだの熱がチョコを溶かしてしまうのではないかと心配になったので、謹つつしんでいただくことにする。

「……甘い。すごく甘くておいしい」

　たぶん、砂糖の配分はみんなのものと同じなんだと思う。けれどもなぜか、僕の口には桜花さくらのチョコがひときわ甘く感じられてしまった。人間の感覚なんて、結局印象次第なんだろうな。

「見てよ、響きようのあのとろけた顔。ハート形に作るの、遠慮してあげたのは失敗だったかしら」

「はむ。来年は、わたしたちもはーと型？」

「そ、そうだねっ。今度は、もっと勇気を出して……」

　希のぞ美みに呆あきれられてしまったのは、よほど僕の顔が浮ついていたからなのだろうなと反省する。でも三人とも本気で抗議している感じではなくて、『やれやれ』という表情なので変に誤解を与えてしまったわけではなさそうだ。

　四人からもらえたチョコレートは、どれも同じだけの幸福感を僕に届けてくれた。

「みんな、本当にありがとう」

　だからもう一度、僕は四人に同じだけの感謝をまっすぐ届けた。




　　　　♪




「ああ、なんてすてきな時間だったんだろう」

　心をほかほかさせながら、僕は自宅に戻って玄関を開く。

「お帰りお兄ちゃん」

　くるみが満面の笑みで待ち構えていた。

「さあ、お待ちかねの解禁よ。ちゃんとまだ甘いもの断ちしてるわよね？」

「あっ忘れてた！」

　しまった、二月の初めに告げられた甘いもの断ちの命、すっかり頭から抜け落ちてた！

「……………………お兄ちゃん、ちょっと私の部屋に来てくれる？」

　笑顔のまま凍いてついた視線で、僕を睨にらみ付けるくるみ。もしかしたら、今日のお説教は過去の最長記録を超えてしまうかもしれない。

　チョコで糖分を補給できていてよかったなと、微妙に本末転倒なことを思い浮かべてしまう僕だった。
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　　　　【１】




　桜花さくらのバイト先であるパン屋さんの店主、和わ光こう智ち佳か子こさんが大万馬券を当てたらしい。

　僕は競馬についてほとんど知識がないから理解できてないところも多いんだけど、なんでもこの前『フェブラリーＳステークス』というレースがあって、そこに地方競馬からほとんど名の知られていない馬が参戦してきた。当然に最低人気だったけど、和わ光こうさんは何か感じるものがあったらしく、その馬を一着固定で『三さん連れん単たん』というのを買って、的中させたそうだ。

　払い戻しは、百万円をゆうに超えたとのこと。

　なぜこんな話をしているかというと、そのできごとがきっかけになって僕の元にもひとつ『お誘い』が届いたからだった。

「新にい潟がたに、スキー旅行かあ」

　リトルウイングのリビングで、僕は潤じゆんたち三人に桜花さくらと正まさ義よしさんも加わったこの家のフルメンバーと向き合っていた。和わ光こうさんが、ご祝しゆう儀ぎという形で桜花さくらとその家族、加えて以前に臨時でバイトをした僕も含めた六人を、週末の旅行に招待してくれるというのだ。

「んー。やっぱ、そりゃ受け取れないだろう。いくらなんでもかかる金がデカすぎる」

　腕組みした正まさ義よしさんが長く息を漏もらす。僕から言い出すのも変なので今のところ黙っていたけど、正直同じ感想を抱いていた。

「あたしもそう伝えたんだけど。オーナーいわく『めちゃくちゃツイてることがあったときは周りに配って還元しておかないと、あとでめちゃくちゃ不幸なことが起こる。運なんて最終的にはプラマイゼロになるから、ツイたときにいくらか吐き出しておかないと。だから、むしろ人助けだと思って受け取って欲しい』だって」

　桜花さくらの説明を聞いて、正まさ義よしさんは迷いを込めて唸うなった。そう言われると、断り切れなかった桜花さくらの気持ちもよく理解できる。

「それにさ、ひとつ別の頼まれ事もしてるのよ。オーナーの代わりに行ってきて欲しい場所があるんだって。だから場所が新にい潟がた指定なの」

　桜花さくらが付け足すと、正まさ義よしさんはさらに迷いを重ねてから口を開いた。

「なるほどなあ、そういうご事情もあるのか」

「あたしの印象になっちゃうけど、オーナーはすごく受け取って欲しそうだった。お店空けるわけにいかないから、おつかい頼めると本当に助かるとも言われたし」

　なんとなく、桜花さくらの意思はもう決まっているように見える。桜花さくら自身もこれでもかというくらいお店で遠慮してきたのだろう。それでも和わ光こうさんから強く希望され、受け入れ、今度は説得する側に回った。そんな流れなのではと思う。

「チビたちはどうだ？　スキー、興味あるか？」

「やったことないからわからない。でも旅行は興味あるわ」

「はむ。雪、見たい。雪あそびしたい」

「わ、私は……ええと、みんなが行きたいなら……うん……私も」

　希のぞ美みとそらは興きよう味み津しん々しんのようだ。潤じゆんだけは歯切れがあまりよくなかったけど、たぶん遠慮しているからだろう。

「響きようはどうだ？　まだお言葉に甘えるか決めてもないが、どのみち響きようが行きたくないならこっちからは誘わないが」

　僕も質問されたので、少し考え込む。とりあえずは、興味があるかどうかを素直に伝えるのが良いいのかな。

「桜花さくら。行くとしたら、新にい潟がたのどこになるのかな？」

「苗なえ場ばだって。毎年ロックフェスが開催されてるところなんでしょ」

　その答えは、僕が淡い期待を抱いていた通りのものだった。いや、行く行かないは別として新にい潟がたでスキーと聞いて真っ先にその地名を連想してしまったのだ。

　苗なえ場ばのロックフェスといえば、日本で最大級の規模を誇る夏フェスの王様だ。高校生にはなかなか来場のハードルが高いけど、いつか行ってみたいなとずっと思っていた。

　もちろんフェスそのものが見られるわけじゃない。でも、同じ地に足を踏み入れられるだけでも嬉うれしいなと、正直感じてしまった。

「スキーの経験はないのでものすごく足を引っぱってしまうかもしれませんが、行けるものなら行ってみたいです」

「そこに関しては気にすんな……ってかウチでやったことあるヤツいんのか？　桜花さくらは？」

「ないよ～。てか、やるならスキーよりスノボがいい」

「かっこつけめ。どのみちレンタルだから好きな方にしろよ……って、それだとお言葉に甘えるって決めたみたいだな。……ふむう」

　まだ遠慮を捨てきれない様子の正まさ義よしさんが、腕組みして天井を仰ぐ。僕としてはもちろん口を挟まず、判断を委ねる。

　結局この日は結論を持ち越し、もう少しリトルウイングのみんなで考えてみる流れになった。

　そして翌日。正まさ義よしさんが和わ光こうさんにご挨拶し、お言葉に甘えることに決めた旨むねを伝えてもらったので、僕はくるみに土下座して外泊の許可を頂いた。三時間かかった。




　　　　♪




　楽しみな予定が飛び込んできて、リトルウイングがますます賑にぎやかになる……と思いきや、ほんの少しだけ状況が異なっていた。

「ねえねえそら、雪って食べられるのかしら？」

「はむ。鮮度がよければ、きっとおいしい」

　希のぞ美みとそらは思った通り上機嫌だ。練習の休憩中に出てくる話題は、まだ見ぬ雪国に対する憧れで染まっていた。

「………………わにゃ」

　そんな中、潤じゆんだけはちょっと面持ちが硬い。旅行に興味あるか尋ねられたときにあまり反応が良くなかったのはただの遠慮かと思ったけど、今となってはそれだけが理由ではないように思えてくる。

「潤じゆん、体調とか悪いかな？　練習、無理はしないでね」

「あ、いえっ！　そういうわけでは……！」

　以前落ち込んでしまったときとどこか雰囲気が似ているような気がして、念のため確かめておくことにした。否定の仕方を見た感じ、取り繕つくろってる風ではなかったので体調は言葉通り問題なさそうだけど、さて。

「大丈夫よ響きよう。大したことじゃないから」

　まだ心配を拭いきれずにいると、希のぞ美みが呆あきれ笑いを浮かべながら潤じゆんの頭にぽんぽんと触れた。

「潤じゆんたん、スキーがこわいって」

「スキーが？　そうなの？」

「……じ、じつは」

　そうか、それで最初の反応も微妙だったのか。けれど希のぞ美みとそらは興きよう味み津しん々しんだったから、自分の気持ちを外に出し切れなかったんだな。心優しい潤じゆんだからこそ、いかにもありえそうなことだ。

「おっかしいわよね。やったこともないのに怖がるなんて」

「うう……。だって、すべるんだよね？　つるって。転びそうだし、転んだら痛そう」

　希のぞ美みはしょうがないなぁという顔をしているけど、正直に言えば僕はどちらかというと潤じゆんに近いイメージがあった。あまり運動慣れしていないこともあり、スキーに対しては結構身構えてしまっているというのが偽らざる本音だ。

「試してみて、どうしても苦手だったら無理にやらなくて良いいと思うよ。他の遊びだってできるだろうし、せっかくの旅行だから楽しめそうなことだけでも精一杯楽しもうよ」

「響きよう、さん……。は、はいっ。そうします！　えへへ、おかげで少し気が楽になりましたっ」

　潤じゆんが笑ってくれて、ようやく僕もほっと胸をなで下ろした。

「潤じゆんたん。ゆきだるま、つくろう？」

「温泉もあるみたいだしね。スキーがダメでも楽しいわよ、絶対」

「くーちゃん、ぞみ。……二人とも、ありがとうっ」

　そらと希のぞ美みも潤じゆんに苦手なことを強制させようなんてしない。せっかくのお出かけ、みんなで精一杯満喫して、良いい思い出を作ろう。

「よし。じゃあそろそろ後半戦はじめよっか」

「はいっ！　旅行前最後の練習ですし、たくさん集中しないとですねっ！」

「せいしんとういつ。……くー」

「寝てるようにしか見えないわよ……。ほら、全力でバスドラ踏みなさい。希のぞ美みの重低音に負けないようにね！」

　僕が立ち上がるとみんな頷うなずき合って、力強いモーションで楽器を奏かなで始める。

　事実、正確性に加えて音にパワー感が乗っていて、今までで一番迫力のある演奏だったように思う。

　子どもたちは着実に成長している。だからこそ、僕もただ迷うばかりで同じところをぐるぐるしていてはいけない。ベストテイクの練習を聴きながら、感動の裏で危機感をまた募らせる。

　とはいえ旅行は全力で楽しまないと、みんなにも、招待してくれた和わ光こうさんにも申し訳ない。だから週末の、苗なえ場ばに対する憧どう憬けいはこのまま保ち続けておくことにした。




　　　　♪




「おーい潤じゆん、はぐれるなよ～」

「わ、わにゃ！　ごめんなさいっ！」

　金曜日の放課後、僕たちは電車を乗り継いで東京駅までやってきた。車移動というプランは、正まさ義よしさんが雪道運転に慣れてないから危険だろうということになり、ここから先は新幹線で新にい潟がたを目指す。

「潤じゆん、大丈夫？」

「す、すごい数の人ですね……！　初もうでよりも大変です……」

　最後尾を任されていた僕が潤じゆんに追いつき、あさっての方向に流されそうになっていた身体からだを支える。土日を控えた東京駅の構内は人でごった返していた。しかも進みたい方向がみんなまちまちだから、ちょっとでも油断すると列が分断されてしまう。潤じゆんの言う通り、みんなの目的地が同じだった初もうでよりも、雑踏の激流度は遥はるかに強烈だ。

「さ、行こうか」

「あっ、ありがとうございます。……えへへ」

　潤じゆんの手を握り、止まって待っていてくれているみんなとの距離を詰める。お互いけっこうな大荷物だからかえって歩きにくいかとも思ったけど、潤じゆんはとてもほっとした様子で手をしっかり握り返してくれたので正しい行動を選べたと思っておこう。

「おし、もうちょっと。電車乗っちまえば指定席だからあと少しの辛抱だ」

　正まさ義よしさんが改札を指さす。距離にして十メートルくらい。ようやくここまでたどり着けた。

「はい、響きようのきっぷ」

　桜花さくらに渡された緑色のカードを、落とさないように僕はぎゅっと握りしめる。きっぷって、もう何年も触った記憶がないな。ふだん電車に乗るときはＩＣカードだし。

　普通の紙とは明らかに違う硬い感触が、これから旅行なんだという高揚感を今再び僕の中に呼び起こした。

「響きようにー。新幹線、のったことある？」

「実はないんだ。だからそれもすごく楽しみにしてる」

「ふふん、希のぞ美みたちはあるわ。速いわよ～。むぎゅーってシートに押し付けられるの」

「えっ、そんなになの!?」

「絶対に手すりから手を離しちゃダメよ。席から振り落とされちゃうから」

「え、えっ。えっ？」

　希のぞ美みから伝えられた情報があまりに想像と違っていて、僕はたじろいで身構える。新幹線ってそんなにすごいものだったのか。めちゃくちゃ緊張してきたぞ……。

「あ、あの、響きようさん。ぞみ、からかってます。速いことは速いですけど、席に押し付けられたりとかは特に……」

　息を吞のむ僕に、潤じゆんが遠慮がちに教えてくれた。や、やられた……。

「こら潤じゆん、乗るまで騙だましといた方が面白かったのに」

「ご、ごめん。でも響きようさん、本当にびっくりしてたから……」

　希のぞ美みがほんのり不満げに腕組みすると、潤じゆんは困り笑いと共に謝った。うう、取り乱してしまったことも、その姿を心配されてしまったことも、高校生として結構情けない場面だった気がして恥ずかしい。

「ぷくく。響きよう、小学生にからかわれちゃって。残念ね～、残念」

「はむ。さくねーうれしそう」

　そらの言う通り、桜花さくらから嬉き々きとした目を向けられている。『残念仲間』ができた、という意図だろうか。僕としては桜花さくらのこと残念に思うことは……ごくごくたまにしかないので、どういう反応をすべきかちょっと迷う。

　まあ、本気で幻滅されるよりはずっといいやと考えておこう。

「そろそろホームに上がっとかんと乗り遅れるぞ～」

　正まさ義よしさんの呼びかけにハッとして、僕たちは改札を抜け上じよう越えつ新幹線のホームへ。ほどなく到着した流線形の車体に目を奪われてから、きっぷに書いてある号車に乗り込んで指定席を目指した。

「ここだな。ちょうど三人掛け二つぶんだし、席ひっくり返すか？」

「もちろん。そら、ペダル押して」

「はむ。りょうかい」

　そらが座席の下にあるバーのようなものを踏み込むと、シートがぐるりと回転して六人が向かい合って座れるようになった。なるほど、こういうしくみがあるのか。知らなかった。

　やっぱり僕ってあんまり社会常識ないんだなあと、こんな場面でも改めて思い至る。音楽だけじゃなくて、一般教養もなるべく身につけていかないと。

　などと反省しつつ、僕は五人が座り終わってから最後に空いている席へ腰を落ち着けようとする。

「響きようにー。響きようにーもこっちに座ろう？」

　そこへ、そらから手招きを受けた。お誘い頂いたのはとても光栄なのだけど、真ん中に座ったそらの両隣には既に潤じゆんと希のぞ美みがいて、席に空きがない。

「いくらお前らがチビでも、四人並んだらぎゅうぎゅうだろ？」

「はむ。こうすればだいじょうぶ」

　笑いながら正まさ義よしさんが窘たしなめると、そらは立ち上がって、空いた席に僕を座らせた。それから、今度は自分が僕の膝の間にちょこんと座る。

「ほらほら。座れました」

　そう言って、楽しげに両脚をぱたぱたと振るそら。僕としては、そらが窮きゆう屈くつじゃなければこの体勢でも構わないといえば構わない。

「ま、まあ。これなら響きようとお話ししやすいわよね。真面目な音楽の話をね」

「そ、そうだねっ。私も、響きようさんが嫌じゃなかったら。これが良いいかも……」

　両隣の希のぞ美みと潤じゆんも、特に不服はないようだ。じゃあ、このままでいさせてもらおうかな。懐なついてもらって嬉うれしいというのも正直なところだし。

「なんでちゃんと席空いてるのにそんな変な座りかたするのよ……。響きようが大変でしょ。こっちに来させてあげなさい」

　そう決めかけたのだけど、桜花さくらが呆あきれ顔で頰ほお杖づえをついてそらに注意した。主張としてはそれも正論というか、僕の体勢を気遣ってくれるやさしさに感謝を覚えた。

　ただ本音として、この体勢が別段辛つらいということはないので、どう返事すべきかまた迷ってしまう。

「うわ～見てよ潤じゆん、あの嫉しつ妬とに燃えたヨユーのない目。どこまで響きようを独占しないと気が済まないのかしら？」

　そんな躊ちゆう躇ちよに囚とらわれていると、希のぞ美みが大げさにドン引きしたような顔を作って横を向いた。

「さ、さくちゃん。怒ると老化が早まるって、今朝のテレビでやってたよ？」

　聞いて、潤じゆんは少し焦あせり加減で桜花さくらの前に両手を突き出し、宥なだめるような仕草。

「そんな目してないでしょでっち上げないでよ！　それと潤じゆん！　ＪＫに向かって老化とか、世界の何割を敵に回すつもりなの!?」

　桜花さくらは立ち上がって二人を順番に指さし、声を荒げる。さっきまでは別に怒ってるようには見えなかったんだけど、今はけっこう本気で怒っていそうな気がした。こんな風に何でも言い合えるのは仲の良さの裏返しだと思うから、特に心配はしないけれど。

「くー」

　とりあえず、僕はこのままの体勢を貫くことに決めた。そらが寝ちゃったから、動かすのはかわいそうだ。




　　　　♪




「くー。……はむ？」

「あ、そら起きた？」

　電車が動き出してから一時間ほどで、そらがぱちりと目を開いた。時間も十七時半くらいで、誰からともなく『頃合いだな』という目配せが始まった。

「おし、メシ食うか」

　ぽんと手を叩たたき、正まさ義よしさんが足元のビニール袋を持ち上げる。他の子たちも、東京駅で思い思いに買った駅弁を自分の膝の上に載せた。

「わたしのこと、待ってた？　はむ。ごめんなさい」

「ううん、そんなことないよ。乗ったばかりの時間だとまだ夕食には早かったし」

「そろそろ起こそうかしらと思ったところでそらが自分で眼めをさましたの。さすが、寝てばっかなのに不思議と寝坊はしないのが特技なだけあるわ」

　首を振って僕と希のぞ美みが伝えると、そらはほっとした様子で僕の膝の間から抜け出た。

「ごはんのときは、しかたないからさくねーのとなりで食べる」

「ちょっと。しかたないとはご挨あい拶さつね」

「はむ。間違えました。さくねーのとなりはうれしい。けど、響きようにーのお膝もなごりおしい」

　苦笑してそらの頰を桜花さくらがつんつんすると、そらは親愛を込めるように桜花さくらのわき腹をモミモミした。くすぐったがって桜花さくらは戯たわむれにそらの頰を甘くつねる。一連の動き全てが微笑ほほえましすぎて、僕はその様子をずっと眺め続けてしまう。

　やっぱり、リトルウイングのみんなの関係って、すてきだよなあ。

「響きようさんは、お弁当何買いましたかっ？」

　潤じゆんに質問されて、僕も足元から買い物袋を持ち上げる。ただ、選択に奇抜さがなくてあまり話題作りできない気がするんだよなあ。

「いわゆる幕の内的なやつ。無難なところに収まってしまいました」

　苦笑混じりに、パッケージを見せる。白ごはんに、多種多様なおかず。絶対にハズレがなさそうなお弁当なんだけど、そのぶん尖とがったところもない。

「あっ！」

　そういう品だったので少し見せるのに躊ちゆう躇ちよしたものの、潤じゆんの反応は僕が予想したよりもずっと好意的だった。

「それ、私が買ったのと同じですっ！」

　理由は、潤じゆんと選択がカブっていたからのようだ。これには僕も驚いた。お弁当を買うときはいろんなお店が並ぶ区画でいったん自由行動になったので、同じものを選ぶ可能性はそんなに高くなかった。

　それなのに全く同じ品を選んでしまったということは、僕と潤じゆんはわりと考え方が似ているのかもしれない。そう思うと、僕自身も改めて嬉うれしさを感じずにはいられなかった。

「ほらほら、いっしょですっ。えへへ、響きようさんと同じのを選んじゃいました。よかった……」

　すごく嬉うれしそうに、潤じゆんは買い物袋の中からお弁当を取り出す。確かにそれは、僕の手元にあるのと全く同じパッケージだった。

　僕自身もますます笑みを強める。潤じゆんと選択がカブったという事実もだし、カブったことに対して潤じゆんがこんなにも喜んでくれているという事実もまた、すごく幸せに感じる。

「えー……。そんな無難なヤツが正解だったの？」

　意外そうに眉間に皺しわを寄せる希のぞ美みが握りしめているのはチャーハンに麻マー婆ボー豆どう腐ふをかけて食べる中華弁当だ。ああ、それも確かに美味おいしそうだったんだよなぁ。僕もかなり魅力を感じたんだけど、冷めるとどうなんだろうという迷いが残ってしまって選びきれなかった。

「まーまー、自分が一番食べたいやつを選んだんだからそれでいーじゃねーか。いただきますしようぜ」

　正まさ義よしさんの言葉は間違いなく正論だったので、みんな頷うなずいて包装紙を解ほどき始める。そして『いただきます！』の声を揃そろえ、お弁当と向き合い始めた。

「そらのも美味おいしそうだね」

「はむ。干しあんず弁当。とってもおいしい」

　色とりどりなおかずが目について微笑ほほえみかけると、そらが親指を突き立て頷うなずいてくれた。ちなみにおそらくだけど、一般的には干しあんず弁当じゃなくてシウマイ弁当として認知されてそうなおかずの配置に見える。そらとしては、干しあんずが決め手だったのかもだけど。

「響きようにー、たべたい？」

　じっと見つめてしまっていたせいだろうか。そらがふと顔を上げ、僕の方にお弁当箱を近づけてくれた。そんなつもりじゃなかったので遠慮しようと思った直後、ただもらうのではなくておかずの交換ならそらも喜んでくれるかもしれないという予感がよぎった。

「じゃあ、シウマイひとつと、僕のお弁当の中から好きなおかずひとつ、交換しない？」

「はむ。いいの？」

　提案すると、そらは弁当箱を抱えたまま再び僕の傍そばまでやってきて、向かい合う形で膝に乗って同じ座席に腰掛けた。至近から真剣におかずを吟味する様子が微笑ほほえましくて、僕はほっこりしながらそらにお弁当を見せ続ける。

「この、栗くりがほしいです。シウマイ二個出してもいいです」

　そらが希望したのは、デザートとして入っていた黄色い甘かん露ろ煮にだった。改めて、甘い物が好きなんだなと知らされる。

「ひとつで充分だよ。そらが欲しいなら喜んで」

　僕としてはシウマイの方がずっと魅力的だったので、このオファーを断る理由もなかった。それにしても、ぜんぜんシウマイに執着していないところからして本当にそらは干しあんず目当てでお弁当を買ったんだな。そういうところもまたかわいくて僕は笑みを強めてしまう。

「はむ。ありがとう響きようにー。じゃあじゃあ、シウマイ。あーん」

　そらが自分の弁当からシウマイを箸でつまみ、僕の前に差し出す。至近からの『あーん』にちょっと照れたけど、ありがたく受けることにした。

「あ、あーん」

　開いた口に、そらがゆっくり箸をさし込む。嚙かみしめると、お肉の旨うま味みが口中に広がった。

「ん、ほいひい！」

　行儀悪いとは思いつつ、すぐ感想を伝えたかったので咀そ嚼しやくを続けながら微笑ほほえみかけると、そらは箸を持ったままサムズアップで答えてくれた。よし、次は僕がおかえしだ。

「それじゃあ、こっちもどうぞ。あーん」

「あーん。はむはむ」

　続けて僕も、栗くりの甘かん露ろ煮にをそらへ差しだした。半分に割れているから一口でも大きすぎることはないだろう。

「栗くりの味がする。ありがとう響きようにー」

　面持ちを見ると、どうやらお気に召して頂けたようでなによりだった。

「ね、ねえ響きよう。希のぞ美みのも食べてみない？　美味おいしいわよ？　ほら、あーんして」

　喜びと共にシウマイを吞のみ込んだ僕に、今度は希のぞ美みがスプーンを差しだした。これも素直に嬉うれしかった。希のぞ美みのお弁当はもともと味見してみたいと思っていたのだ。

「いいのかな？　あーん」

　ほとんど躊ちゆう躇ちよなく応じてしまった僕に、希のぞ美みは慎重な手つきで麻マー婆ボーチャーハンをさし込んだ。ぱらりとしたお米の食感と、濃厚な麻マー婆ボー豆どう腐ふの食感が同時に広がって、なんだか不思議な感じがする。

「あ、おいしいねこれ！　意外なほど！」

「ちょっと。意外ってどういうことよ。ふふん、でも、でしょ？　やっぱり希のぞ美みの目に狂いはなかったわ」

　うっかり口から滑り出た単語に一瞬だけ眉をひそめた希のぞ美みだったけど、その後すぐに勝ち気な笑みを浮かべ直して何度も頷うなずいた。それにしてもこれは絶品だな。他のお店に輪をかけて売り場が賑にぎわっていたのも改めて納得させられる。冷たい状態で食べることを前提として、チャーハンのパラパラ感を残すための工夫が何かしてあるようだ。麻マー婆ボー豆どう腐ふも同様に冷めていてもとろみが適度で、別容器から後がけするパッケージになっているため、チャーハンをふやけさせてしまうこともない。

　希のぞ美みのおかげで、また一つ常識の殻をやぶることができた。ちょっと大げさにそんなことまで思ってしまうような、すばらしいアイデアのこもったお弁当だ。

「……わにゃ」

　などと感心していると、隣で潤じゆんがなんだか寂しそうに箸を動かす手を止め、お弁当に視線を落としているのに気付いた。

「潤じゆん、どうしたの？」

「私、響きようさんと同じの選んじゃいました。同じだから……取りかえっこできません……」

「ん、なるほど……」

　希のぞ美みとそらが和気あいあいとしている中、輪に加わる理由が作れなくてがっかりしていたのか。先ほどまでは同じお弁当が選べたことを喜んでくれていただけに、なんとか元気づけてあげたいところなんだけど。

　密ひそかに悩み続ける僕。そしてふと、潤じゆんと僕のお弁当に僅わずかな変化が生まれていることに気付いた。

　潤じゆんのお弁当に入っているタケノコの煮物が、僕の手元には存在しない。単純な話、僕がもう食べてしまったおかずだからというだけなんだけど。

　それでも今は『理由』にできるのだから、とても重要なポイントだ。

「ねえ潤じゆん、そのタケノコくれないかな？　実は大好物なんだ」

　僕が頼み込むと、潤じゆんの顔がぱっと明るくなった。

「も、もちろんよろこんでですっ！　こんな植物性のものでよければっ！」

　あはは、植物性のものって。潤じゆんの表現が面白くて僕も笑いを漏もらしてしまいつつ、とても喜んでくれているので頼んでみて本当に良かった。もし、潤じゆんもタケノコが大好きで最後まで取っておきたかったおかずだったりしたら申し訳ないことになるなと心配もしていたけど、どうやらそんな雰囲気でもないし。

「えへへ。それでは響きようさんっ。あ、あーん、ですっ」

　ほんのり頰を染めて、潤じゆんがそっとタケノコを持ち上げ、僕の前に差しだしてくれた。

「ありがとう。あーん」

　もちろん躊ちゆう躇ちよせずに箸先を口の中に迎え、上品な醬しよう油ゆと出汁だしの味を嚙かみしめる。どうでもいいけど、タケノコの煮物が好きというのは本当のことで、別にむりやり話をでっち上げたわけではない。

「うん、やっぱりおいしい。ありがとうね潤じゆん」

「いえいえ！　むしろ響きようさん、食べたいおかずが他にありましたら、ぜひもう一度……えへへ」

「ん、それより僕がもらいっぱなしじゃ悪いから、どれか潤じゆんの好きなおかずをお返しするよ」

「ちょっと待ちなさい二人とも。お返しならまだ希のぞ美みももらってないわ。だから希のぞ美みが先よ。ほら響きよう。……あーん」

「はむ。たまごやき、おいしそう。でもたまごやきは大事なおかずだから、くださいって言ったらダメなやつ」

　潤じゆんにタケノコをもらった後もまだおかずの交換話で盛り上がり、僕たちは楽しい時間を過ごし続けた。そらが欲しいなら玉子焼きだって喜んであげるし、潤じゆんと希のぞ美みにもお返ししないと。

「桜花さくら、お前仲間に入らなくて良いいのか？」

「マスターも意地が悪いわね。知ってて訊きいてるでしょ。そもそも渡すモノがないんだから入るも入らないもないんですぅ～」

　向かいの座席で聞こえたやりとりに顔を向ければ、桜花さくらが空になった大豆バーの袋で自分の頰をぺしぺし叩たたきながら、僕たちを冷めた視線で見つめていた。

「お前、なんでそんなヒンソーな夕食を選んだんだよ」

「向こう着いたら絶対食べすぎてカロリーオーバーになると思ったから、夕ごはんくらいは節制しておこうって……。乙女にはいろいろあるの！」

　どうやらダイエット目的で夕食を大豆バー一本にしたということらしい。桜花さくらほどのスレンダー体型の持ち主がなぜ──と個人的には疑問で仕方ないのだけど、恐らくは男子がおいそれと口を挟んで良いい話題ではないだろうから黙っておくことにした。

「はむ。さくねー、太った？」

「どうせまた50グラムくらいで大騒ぎしてるんでしょ。気にしすぎよ。いつもの体重計病」

「成長期が終わるといろいろ大変なんだね。さくちゃん、元気だそうよっ」

「三人ともうるさい！　特に潤じゆん！　ＪＫを年寄り扱いするなって言ってるでしょ！」

　僕が黙っていてもそらと希のぞ美みと潤じゆんがあけすけなのであまり意味がないような気もしつつ。

「わはは。まあとにかく残念だったな。いろんな意味で」

「はいはい。どうせ残念ですよーっだ」

　べーと舌を出し、窓枠に片肘を突く桜花さくら。でもなんとなく、本気で怒っている感じではないなという気配が強く漂っていた。

「ねえねえ響きよう。希のぞ美みにそのアスパラベーコンくれない？」

「私は……もしできれば、かまぼこを」

「はむ。たまごやき……」

「玉子焼き、遠慮しなくて良いいからね。希のぞ美みと潤じゆんも、もっと主役級のおかずから選んでくれてぜんぜん構わないよ？」

　だから変に自粛せず、みんなとの楽しい交換会をそのまま続ける。

　ふともう一度桜花さくらの方を見ると、慈愛の籠もった優しげな微笑ほほえみをこちらに向けてくれていた。どうやら、正しい選択をすることができたようだ。
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「寒っ！　覚悟してたけど、やっぱり寒っ！」

　希のぞ美みがぎゅっと身をすぼめながら、コートのジッパーを上の上まできゅうきゅうに締め直す。

　予定通りの駅で新幹線を降りると、闇夜を縫って真っ白な風が強く吹き抜けていた。初めて目まの当たりにする吹雪という現象に、自然の持つ力強さを再認識させられる。

「わ、わにゃ」

　潤じゆんが僕の服の裾をぎゅっと握ったので、頭を撫なでて大丈夫だよ、と伝える。客観的になってしまうと僕は雪というものに対抗する力なんて何も持っていないのだけれど、今は不安を拭ってあげるために虚勢を張っておくべきだろう。

「うわー、すごっ。５メートル先がもう見えない」

「足元気をつけろよ～。固まってゆっくり歩け」

　桜花さくらと正まさ義よしさんの先導で駅舎を出て、隣接するバスターミナルまで移動する。東京駅の時と同じように、僕は最後尾についてはぐれる子が出ないように見守り続けた。

　ぎゅっと雪を踏みしめる、独特の感触。そんなにツルツル滑るという感じではなかったのはちょっと想像と違った。これなら『素人しろうと』でも前に進めないというほどではない。

「潤じゆん、大丈夫。ゆっくり歩けば怖くない」

「は、はいっ……」

　一歩進んでは止まり、また一歩進んでは止まる。おっかなびっくりな潤じゆんの肩をぽん、と叩たたく。ほんの数十秒の間に降り積もっていた雪が粉のように飛んでいった。まさしく『パウダースノー』という感じだ。

「お待ちしてましたぁ～！　ささ、ひとまず車の中へ！」

　事前に頂いた案内に従って待ち合わせ場所に着くと、一台のワゴン車が僕たちの正面で止まりスライドドアが開く。その直後に優しそうな男性が運転席から飛び出てきて下さった。遠慮していても吹雪に巻き込んでしまうだけなので、僕たちはひとまず軽い会え釈しやくだけで案内してもらうままに車内へ乗り込んだ。

「ようこそおいで下さいましたぁ～。ペンション『スノーフェアリー』オーナーの飯いい田だと申しますぅ」

　僕たちが乗り終わると男性も運転席に戻り、振り返って今一度ご挨あい拶さつして下さる。口元と顎あごにヒゲを生やし、防寒着の上からでも筋骨隆々なのがわかるそのシルエットはいかにも山の男といった感じだ。でも目元やイントネーションに少しだけ訛なまりのある口調はとても優しげで、わりと人見知りなはずの僕でさえ、いっさいの警戒心を抱くことはなかった。

「みなさん運が良いいですよぉ。この時期、苗なえ場ばはあまり良いい雪が残ってないことが多いんだけれども。今年はわりとコンディションいいし、今日の吹雪で新雪がたっぷり積もるでしょう。明日は晴れるみたいですし、スキー日和だと思いますぅ」

　車を静かに動かし始めながら、ペンションのオーナー──飯いい田ださんはミラー越しにニッコリ微笑ほほえんで下さる。スキーのことは何もわからないけど、良いい状態で遊べるなら何よりだ。それにむしろ、飯いい田ださんの牧歌的な雰囲気に何より安あん堵どする。正直、この雪の中はたして車で移動できるのだろうかと少し心配だった。けど、どうやら運転なさる本人はあまり気になっていない様子だ。これくらいの雪ならば日常茶飯事といった感じらしい。

「しかし、ちょっと意外だったなぁ」

「えっ、意外……ですか？」

　ゆっくりと車を走らせながら飯いい田ださんが呟つぶやいたので、たまたま助手席に乗ることになった僕が訊きき返した。

「うん。今日のお客さん、外国人さんだと思ってたから。正直、ちょっと緊張してたんだぁ。言葉通じるかなって」

「オーナー……予約して下さった方が、そんなことを？」

　一つ後ろの席から、桜花さくらが不思議そうに尋ねた。宿を選んで下さったのは和わ光こうさんで、恐縮ながら予約関係もお任せする流れになってしまった。そこは本当に感謝するばかりなのだけど、何か情報伝達に齟そ齬ごがあったのだろうか。

「はっきり外国の人だとは言われなかったけどぉ。……ほら、予約名が」

　飯いい田ださんがフロントガラスの左隅に目配せした。どうやら予約案内のボードが挟んであるようだ。見てごらん、という雰囲気だったので、僭せん越えつながら手に取らせて頂き、大文字で記された内容を読んでみる。

「えーと……。『ザンネ＝ンビ＝ジーン殿でん下か』ご一行様……」

「……オーナーめ。あとで覚えてろ」

　小ネタを仕込まれていた事に気付いて、桜花さくらが自分の左手に右のグーパンチを叩たたき込んだ。

「あはは……」

　僕としてはとても反応に困ったけど、和わ光こうさんには大変お世話になっている最中なので個人的なコメントは差し控えさせて頂くことにする。

「とにかく、案内に困らなくてよかったよぉ。さあ、もう少しだ。山道に入るから、しっかり摑つかまっていてねぇ」

　飯いい田ださんは軽快に笑って、大通りから小道に入っていく。ますます辺りは闇深くなったけど、吹き付ける雪の量は減って視界は却かえって良くなった。恐らく、山の針葉樹が傘代わりになってくれているのだろう。

「お待たせしましたぁ。『スノーフェアリー』にようこそ」

　木々の合間に灯あかりが見えてきて、大きめの民家くらいの建物の前に僕たちはたどり着いた。煉れん瓦が造りと、白塗りの壁。屋根には煙突があって静かに煙が立ち上っている。日本からどこか別の国にやって来たような高揚感が、ペンションを目にした瞬間僕たちの間で溢あふれた。

「わあっ！　とってもすてきなところですねっ！」

「そうかぃそうかぃ。嬉うれしいよ、ありがとう。洋風だけど、ちゃんと温泉もあるから楽しみにしていてね」

　瞳を輝かせた潤じゆんに、飯いい田ださんは白い息を吐き出しながら笑う。いつの間にか雪は止やんでいた。

「はむ。おじゃまします」

　玄関を抜け、暖炉のある吹き抜けのリビングへ案内してもらう。もちろん普通の民家とは違うんだけど、いわゆる宿泊施設ともまた異なる家庭的な雰囲気が流れていて、早くもほっと落ち着くような空気感に包まれる。

「わぁ、見て見て！　本物の暖炉よ！　すごくあったかい！」

　それは、薪まきの燃える熱が伝えてくれる、電化製品とは異質の暖かさによって醸かもし出されている部分も多いのかもしれない。嬉き々きと駆け寄っていった希のぞ美みたちの後ろに続いて柔らかな色の炎を見つめているうちに、そんなことを思った。

「みなさん、遠いところまでお疲れ様でした。ご宿泊ありがとうございます。今日は他にお客さんもいませんし、自分の家だと思ってのんびりくつろいで下さいね」

　物珍しげに暖炉を覗のぞき込む僕たちの許もとへ、いかにも優しそうな笑みを浮かべた女性がお茶の載ったワゴンを押しながらやってきた。

「このペンションは僕たち二人で家族経営してるんだぁ。至らないところもあるかもしれないけど、そのぶんいろいろ融通も利きくからリクエストがあったら遠慮なく言ってねぇ」

　隣に飯いい田ださんも並んで、改めてご挨あい拶さつ下さる。

「ありがとうございます。今日から二泊、こちらこそお世話になります」

　代表して正まさ義よしさんがお辞儀し、僕たちもそれに続く。

「いいところだね、響きよう」

「うん。和わ光こうさんに改めて感謝しないと」

　まだ到着したばかりだけど、絶対にすてきな時間を過ごせるだろうなと、既にみんなが確信している。それぞれが浮かべた笑みで、確かめるまでもなくはっきりわかった。
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「ふぅ。ひとまずはこんなところか」

　それぞれの部屋に案内してもらってから、半分くらい荷ほどきをして今日すぐに使いそうな日用品をテーブルの上に並べる。タオルやシャンプーは備え付けのものがあるそうなので、念のため持参したけど使わないアイテムも結構ありそうだ。旅慣れていないせいもあって、荷物を大きく膨ふくらませすぎてしまったかも。もっとコンパクトにまとめるべきだったかな。

「まあ、後は帰りまで持ち運びしないんだし、べつに良いいか」

　伸びをして身体からだをほぐしつつ、独り言をもらす。部屋は個室のシングルルームながら、間取りが広くてかなり贅ぜい沢たくに空間を使わせてもらっている。子どもたち三人と同室でも、きっとスペース的に困ることはなかっただろう。

　いや、断じてその方が良かったという意味ではないけれども。

「響きよう、いる～？」

「う、うん！　いるよ！」

　そんなことを思った瞬間にノックと共にドアの外から希のぞ美みの声が聞こえ、図らずもびくりとしてしまった。まるで何かやましい気持ちがあるような態度を反省しつつ、僕は小走りにドアまで向かってノブを押し開けた。

「やあ、いらっしゃい」

「はむ。おじゃまします」

　微笑ほほえみかけると、希のぞ美みだけではなくそらと潤じゆんもいっしょだった。

　そして、潤じゆんの手には愛用のエレキギター、希のぞ美みの手にはベース、そらの手にはスティックと消音パッドが握りしめられていた。

「練習、しても良いいって？」

「はいっ。そんなに大きな音は出ないので……と伝えたら、好きなだけどうぞと言って頂けましたっ」

　スキー用具はレンタルする予定なのにみんな大荷物なのは、実はこれが理由だったりもする。せっかく集まるのだから少しはバンド練習の時間も作りたい。そのために、こうしてわざわざ楽器を持ち込んだのだった。

「よかった。それじゃあ早速はじめようか」

　三人を中に招き、自前のギターを手にする。具体的なアドバイスができるように、子どもたちだけでなく僕も一応楽器を持ち込んでおいた。

「はむ」

　そらがベッドのど真ん中に正座して練習用のパッドと向き合い、潤じゆんと希のぞ美みはその脇にちょこんと腰掛ける。小学生を個室のベッドにはべらせるのはあまり倫理上よろしくない気がしたけど、僕の部屋が角部屋なので屋内に音が漏れづらいし、他にちょうど良いい場所もなかったのであえて何も考えないことにした。

「どう？　音、聞こえる？」

「大丈夫。周りが静かだからアンプなしでも練習できるわ」

　軽く弦げんをつま弾きつつ尋ねると、希のぞ美みがＯＫサインを出してくれた。さすがにアンプまでは持ち込めないのでやることはあくまで簡易的な音合わせだけだ。

　それでもこうして、一日たりとも休みたくないという熱意を露あらわにするみんなが心の底から頼もしかったし、改めて僕も音楽と今よりもっと真しん摯しに向き合わねば、という気合いで満たされた。

「～♪」

　楽器の生音に合わせ、潤じゆんが静かなハミングで旋せん律りつをなぞる。電気を通さないエレキギターとベース、そして消音パッドの演奏は客観的な意味だと『良いい音』とは言い難がたい。でもなんとなく、このチャカポコとした頼りない響きのアンサンブルは、ずっと耳にしていたくなるような、幸せに満ちた音色だなと思った。

　だって、みんなと近くに身を寄せ合っていなければ、聴くことができない音楽だから。







「よし、あまり遅くなってもいけないし、今日はこれくらいにしておこうか」

　一時間ほどセッションを続けたところでそう伝えると、みんな満足げに頷うなずいた。いつもと違う環境での練習だったから新鮮な意見交換もできたし、短くともかなり有意義な時間だった。

「うわ、また吹雪ふぶいてる」

　帰り際ぎわに窓の曇りを指で拭って、希のぞ美みが顔をしかめた。つられて僕たちも窓まど際ぎわに寄って覗のぞき込むと、部屋の中の穏やかさがどこか別の次元に思えてくるほど真っ白に染まった世界が一面広がっている。

「わにゃ。明日はスキー、やるんだよね……？」

　不安げな潤じゆん。もともと身構えていたこともあって、ますます内心で心配が膨ふくらんでいる様子だった。

「さすがにこの天気が続いたら外には出られないと思うけど……」

　僕の独断ではなんとも言えないところもあったものの、この猛吹雪に初心者が突っ込んでいくのは危なすぎるだろう。

「はむ。明日は晴れるっていってた。きっとだいじょうぶ」

　拳を天に掲げるそらに、潤じゆんはあいまいな苦笑で返事した。潤じゆんとしては微妙なところかもしれないな。はたして晴れて欲しいのか、否いなか。

　まあ、自然のことは自然に任せるしかない。今日のところはお風ふ呂ろに入ってゆっくり休むだけだ。

「そうそう。そらの言う通り。やってみればきっと楽しいわよ。初心者でもなんとかなるわ。遭難でもしない限りはね」

「そ、遭難……。わにゃ」

　潤じゆんに微笑ほほえみかけて説得していた希のぞ美みが、しまったなという表情になる。安心させるつもりが、うっかり余計な単語で不安を煽あおってしまった。そんな後悔の色を浮かべている。

「雪山で……遭難……寒くて、まっしろで、ひとりぼっち……わにゃぁ」

「だ、大丈夫だってば！　スキー場なんだからあちこちに人がいるもの！　誰かが見つけてくれるわよ！　さーさー、明日のことは明日考えることにして、まずはお風ふ呂ろ入りましょ！」

「はむ。おんせん、たのしみ。潤じゆんたん、いこう？」

　そらに両肩を押され、部屋の外に出ていく潤じゆん。

「じゃあ、おやすみ響きよう。また明日ね」

「う、うん。また明日ね。おやすみなさい」

　焦あせり気味に手を振り帰っていく希のぞ美みとみんなに、ひとまず挨拶を返す。

「うう、やっぱりスキー怖いなぁ……」

　まだ潤じゆんの戸惑いが晴れてない気配が心配だけど、今日のところは希のぞ美みとそらにお任せしておくことにしよう。きっと二人が元気づけてくれるはずだ。

　そう自分に言いきかせて、着替えを手に部屋から出る。僕もそろそろお風ふ呂ろに入っちゃわないと。
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「あー。染しみわたる……」

　僕の自室ほどの広さがある湯船に身体からだを預けて、深々と息を漏もらしてしまう僕。教えて頂いた通り、洋風の造りながら大浴場には天然温泉が引かれていて、少し塩気の強い味のするお湯が全身のこわばりをじわじわと癒いやしてくれた。

　お風ふ呂ろ好きのくるみが知ったら、また怒られてしまうなあ。こんなに綺き麗れいで広々とした温泉を独り占めしてしまっているなんて。

　正まさ義よしさんは入浴前なのか、それとももう上がってしまったのか。わからないけどとにかく今男湯にいるのは僕だけだった。新しいお湯が注ぎ込まれる音だけが、リヴァーブの利きいた室内に絶え間なくこだましている。

『はむ。ろけっとだいぶ』

『こら、ダーメ！　ちゃんとかけ湯をしてからよ！』

　しばしそんな穏やかな時間が過ぎた後、壁越しにそらと希のぞ美みの声が響いた。みんなも温泉にやって来たみたいだ。

　そして男湯の脱衣所の方にも人の気配が。正まさ義よしさんも一緒に来たようだ。ということはみんな足並みを揃そろえて、桜花さくらもいっしょかもしれないな。

　桜花さくらが、隣で壁一枚隔てて──。

「……っと」

　あやうく不健全なことを考えてしまいそうになって僕は天井を見つめる。いけないぞ、僕。あの女性用下着売り場の一件以来、桜花さくらの特定部位に意識が向いてしまいがちなのはたいへんよろしくない傾向だ。

　大きいとか、小さいとか、そういうのは人の根っこの部分と何も関係がない。もっと本質的な部分で、清い志で、桜花さくらという女性と向き合い続けなければ。

　心頭滅却しているうちにカラカラと引き戸が開き、足音が聞こえた。男湯に来るのは一人しか有り得ないとはわかっていつつ、一糸まとわぬ姿であろう事を思うと少し遠慮みたいなものが浮かんでしまって、僕はしばらく天井を見つめ続けた。

　しかし、かけ湯の音に続いてちゃぽん、と足先が湯船に入る音を聞いた時点でさすがに視線を正面に戻す。目上の人に対し、僕から挨あい拶さつしないのは無礼が過ぎる。

「どうも、お疲れ様です」

「……わにゃ？」

　膝下までをお湯に浸した全裸の潤じゆんと、ばっちり正面から目が合った。
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　お互い驚きのあまり絶句して声も出ない。な、何が起こったんだ。いったいこれはどういう状況なんだ!?

　まさか僕、間違って女湯に……？　いやでも、そう考えると辻つじ褄つまが合わない。

『ぞみたんぞみたん。わたしの方が、ちょっと大きくなったかも？』

『そ、そんなことないでしょ！　ていうかそら、やめなさい、こそばゆいから擦すりつけないでよ……！』

　隣からは牧歌的に、そらと希のぞ美みの会話が聞こえ続けている。その内容がちょっと盗み聞きするのに憚はばかられる点は緊急事態につき申し訳なくもスルーさせて頂くとして、となると消去法でこんなことになってしまっている理由は……。

「（じゅ、潤じゆんっ！　こっちは男湯だよ……！）」

「（ま、間違えちゃいましたっ……！　わにゃ、つい考え事をしていてっ……）」

　くるりと反転して潤じゆんから眼めを逸そらしつつ、僕は小声で指摘した。小声なのは、事を荒立てない方が潤じゆんとしても困らないかなと思ったからだ。僕に過失があれば責任逃れなんてする気はないけど、現状だと潤じゆん本人にこっそりとリカバリしてもらった方がのちのち問題が大きくならずに済むような気がする。

「ご、ごめんなさいっ……！　失礼しまし……っ!?」

　上ずった声と共に引き返そうとした潤じゆんが、びくりと足を止める気配。まさか、さらに状況が厄介に……？

『～♪』

　嫌な予感が的中し、脱衣所から正まさ義よしさんの鼻歌が聞こえてきた。軽快にスルスルと衣類が脱ぎ捨てられ、今にもこちらに入ってくる寸前だ。

　ど、どうしたらいいんだ。このままだと、潤じゆんと二人きりで浴室にいるところを目撃されてしまう。前後関係がどうであれ、こんなところを保護者である正まさ義よしさんに見つかったら穏便に済むとは思えない。

「きょ、響きようさん……っ！」

　うろたえきった潤じゆんは、身体からだをすぼめながら湯船に飛び込み、僕の背中の後ろに回った。その選択が正しかったのかどうか、僕にも判断がつかない。

「おう、響きよう。もう入ってたか」

「は、はいっ……。ど、どうもお疲れ様です」

　しかしこうなってしまった以上、やることは一つだ。このまま潤じゆんの壁になって、この事故的状況をもみ消す。それより他はない。

「……っ」

　正まさ義よしさんが上機嫌にかけ湯をする最さ中なか、潤じゆんが僕の背中にぴたりと寄り添った。不意打ちの接触にドキリとしてしまうが、潤じゆんもきっと不安なのだ。何も言わず受け止めてあげなければ。

「そんじゃお邪魔するぜ。おー、いい湯加減だ」

　僕の対面に身体からだを落ち着け、深い息を漏もらす正まさ義よしさん。と、とりあえずこの構図ならば正まさ義よしさんから潤じゆんは死角だろう。……退路もないけど。

『ねーねー、マスターいるのー？』

「ん？　いるぞー？　どした？」

　油断できない状況の中、隣から希のぞ美みが大きな声を出した。不思議そうに返事する正まさ義よしさん。

『潤じゆんのこと見なかった？　途中までいっしょだったのに、入ってこないの』

「いや、見てねーな。響きようも見てないか？」

「……っ!?　は、はい！　見て、ません」

　正確には『なるべく見ないように最大限努力した』だけど。

「俺もだし、響きようも見てないってさ～！　探しに行くか？」

『ま、大丈夫だと思うわ～。まさか遭難しに外に出るわけもないでしょうし』

『はむ。お部屋で寝ちゃったかも』

「わはは、そらより先に潤じゆんが寝てたら珍しいな～」

　軽快に笑いつつ、正まさ義よしさんは少しだけ不思議そうに腕を組んだ。

「いったいどこ行ったんだろうな。まあ宿の人たちもいるんだし、特に危険なことはないと思うが」

「……………………」

　いえ、状況的にはわりと危険なことになってます……と胸の内だけで僕は思う。もちろん何もやましい気持ちはないけれども、世間一般からするとこの構図だけでアウト判定待ったなしだろう。

「はぁ……はぁ……わにゃ」

　うなじに潤じゆんの熱い吐息がぶつかる。もしかしたら、のぼせかけているのかも。く、いけない。可及的速やかに脱出させてあげなければ。
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　なんとかして、正まさ義よしさんの視線を逸そらす必要がある。お風ふ呂ろ場ばでそんなチャンスを得る方法があるとすれば……。

「そういえば正まさ義よしさん、ここのシャンプーがすごかったです」

「すごい？　どういうことだ？」

「なんというか、力強いというか」

「力強い」

「生命感があるというか」

「生命感」

「つまり、生えてきそうな感じが」

「マジかよ」

　正まさ義よしさんは勢いよく立ち上がりくるりと身を翻ひるがえして洗い場に向かった。人は時として、火事場のくそ力的なモノを口先でも発揮できるらしい。

　とにかく千載一遇のチャンスを創り出したぞ。正まさ義よしさんが頭皮をケアしているうちに、潤じゆんを脱出させよう。

「（さあ、今のうちに！）」

「（あ、ありがとうございますっ！）」

　手振りで伝えると、潤じゆんはお湯を搔かき分け湯船の外に飛び出た。

「わにゃ」

「あっ」

　そして次の一歩でうつぶせに転んだ。怪け我ががなかったか心配で、僕は思わず顔を向けてしまった。

「うう……」

「っ!?」

　が、再び最大速度で逸そらす。湯船の方にお尻を向けた状態で四つん這ばいになり立ち上がろうとしている潤じゆんの姿は、視覚情報的にありとあらゆる意味で問題しか存在しなかった。

　だ、大丈夫。見てない。何も。湯気も出てて不明瞭だったし、決定的なモノは何も見えていない。

「っ！」

　とにもかくにも潤じゆんは立ち上がって無事引き戸の奥に飛び込み、それから顔だけをこちらに出して何度も申し訳なさそうに頭を下げた。もちろん僕としてはただ笑って手を振り返し、潤じゆんを見送ってやる。

「おお、マジだ！　頭皮がクリエイティブになってきてる感じがするぞ！」

　正まさ義よしさんの感動をＢＧＭに、僕は大きく安あん堵どの溜ため息いきを漏もらした。シャンプーが正まさ義よしさんの頭皮に影響を及ぼすかは申し訳ないことにわからないけど、とりあえず僕は緊張感でどどっと髪が抜けそうな思いだった。

「……それでは、お先に上がらせて頂きますね」

「おう。また明日な。おやすみ」

　しばらくして、潤じゆんの着替えも確実に終わっていそうなタイミングで僕も湯船を出る。いろいろあってすっかり長湯してしまった。

「とにかく、一件落着」

　安心しきって脱衣所に戻り、後ろ手に引き戸を閉めながら僕は改めて深い溜ため息いきを漏もらす。

「……………………え」

「……………………え」

　そして、全裸の桜花さくらと目が合った。
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「間違えた[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　もはや言葉を取り繕う余裕もなく最低限の情報だけを伝えると、桜花さくらは脱いだ服とバスタオルで雑に身体からだを隠しながら一目散に退出していく。

「のれんが紛らわしいのかな……？」

　這ほう々ほうの体で着替え終わった後、脱衣所を出て振り返る。

　でかでかと明確に『男』と書いてあった。宿に過失は僅わずかたりともない。それだけは間違いなかった。




　　　　【３】




　激動の一夜が明けると、銀世界は快晴に包まれていた。真っ白な雪と青空のグラデーションがあまりにも美しくて、なんだか夢の世界に足を踏み入れてしまったのではないかと、らしくないことを思う。

　そう、夢。きっと夢だったのだ。昨日見た、あれも、これも。全部非実在の夢だ。

「響きよう、どうしたの？　変な顔して」

　スキー場まで送ってもらうワゴン車の中で、希のぞ美みが僕の頰を人差し指でつんつんした。ハッと我に返り、苦笑と共に取り繕う。

「な、なんでもないよ！　ちょっと考え事してただけ？」

「はむ。響きようにーも、潤じゆんたんも、さくねーも、顔赤いかも。かぜ？」

「う、ううん。大丈夫だよくーちゃん！」

「健康だから心配しないで。……身体からだの方は」

　きょとんとそらが尋ねると、二人とも激しくかぶりを振って否定する。……僕からもノーコメントを貫くのがきっと二人のためになるはずだ。

「よーし、ついたよぉ」

　たくさんの車が連なる駐車スペースでワゴンを止め、飯いい田ださんが僕たちを先導して下さる。週末だけあって人出はかなりの数に上っているようだ。

「うわ～！　すご～い！　この全部がスキー場!?」

　視界が開けて、希のぞ美みが感嘆を大きな声に乗せて叫んだ。憧れの地、苗なえ場ばスキー場。その規模は、間違いなく想像を遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　なるほど、これだけ広大な敷しき地ちがあればあんな風に何箇所も大きなステージを組むことも可能だろうなあ。写真だけではわかっていなかったロックフェスの全貌が、今初めて具体的な形で想像できるようになった。

　この丘のどこかで、レッチリが、RADIOHEADが、OASISが。確かに音を奏かなでていたのだ。

「あの建物でレンタルとか、着替えとかできるからねぇ。まずは服装を整えて、再集合しようかぁ」

　妄想のステージに酔いしれていると、飯いい田ださんが僕たちを再度案内し始めてくださった。今日はスキーもしくはスノボの、入門レッスンまで面倒を見て頂けるとのことだ。

「本当にすみません、何から何までお世話になって」

「いやぁ、正直なところペンションの雑務よりこっちの方が楽しいからねぇ。こんなこと聞かれたら妻に怒られるからナイショだけどぉ」

　頭を搔かく飯いい田ださんに、僕たちは自然と笑みを返す。本当に気さくな方で、恐縮しそうになると巧たくみに緊張を解いて下さる。ペンション『スノーフェアリー』は、リピーターがとても多いだろうなと、その人柄から確信させられた。

「それよりむしろ、本格的に学びたいなら僕じゃなくてちゃんとしたインストラクターに頼んだ方が良いいと思うけど、どうするかぃ？」

　尋ねられ、一瞬顔を見合わせた僕たち。しかしわりとすぐに、桜花さくらが代表してかぶりを振りつつお辞儀した。

「いえ、お言葉に甘えて良いいのなら、飯いい田ださんにお願いしたいです。あたしたちみんな本当に未経験者なので、とりあえず初歩の初歩だけ勉強できればそれで充分です。厚かましくて申し訳ありませんが」

「了解！　厚かましくなんかないよぉ。頼ってもらえて嬉うれしいしねぇ。さて、そうと決まればまずはレンタルに行こう」

　飯いい田ださんに頷うなずき、改めてお礼を伝えてから僕たちは近くの建物まで雪を踏みしめ歩き始めた。

「わ、わにゃ。は、速いです、ね……」

　その近くを一人のスキーヤーが滑走していく。別にぶつかりそうになったわけではないけど、潤じゆんはその速度に身構えてしまっていた。

　ふむ、と僕は思案する。僭せん越えつながら、ちょっと提案をしてみた方が良いいかもしれないな。




　　　　♪




　レンタルのスキーウェアを着込んで正まさ義よしさんと待機していると、子どもたち三人と桜花さくらがおぼつかない手つきでスキー板（桜花さくらは宣言通りスノボ）を持ってこちらにやって来た。

「わあ、みんなかわいいね！」

　思わず僕は歓声をあげてしまう。潤じゆんたちはおそろいの真っ白なウェアを纏まとっていて、その見た目はまさしく泊まっているペンションの名前通りの『雪の妖精スノーフエアリー』といった感じだった。

「ふふん、でしょでしょ？　あんまり期待してなかったけど、ステキなのがあってよかったわ」

　ニッコリしてスキー板を雪に突き刺し、右手を掲げてポーズを取る希のぞ美み。

「響きようにー。これ着てたら、さむくない」

　そらも普段では珍しいほど高揚した様子で、ウェアのお尻の部分を自分の両手でぽすぽす叩たたいてみせる。

「こういうとこのレンタルウェアってめちゃめちゃダサいかと思って警戒してたけど、意外にもいろいろ選択肢があって良かったわ。商売上手ね」

　そう言ってボードを片手で抱く桜花さくらが着ているのは、赤と黒を基調にしたおしゃれなスノボウェアだった。とても借り物とは思えないほどよく似合っているし、桜花さくらの堂々とした立ち居振る舞いは、未経験者にはぜんぜん見えない。

「そうそう、聞いてよマスター。桜花さくら、追加料金払ってわざわざブランド服借りたのよ。チョームダ使い」

「なんだと。ムダ使いの極みだな。残念なヤツめ」

「……こら希のぞ美み、バラすな。いーでしょ自腹なんだし」

　希のぞ美みの密告により正まさ義よしさんが呆あきれ顔になってしまったけど、僕としては桜花さくらの堂に入ったカッコいい姿が拝見できて嬉うれしかった。

「…………っ」

　それより気になるのはやっぱり潤じゆんのことだった。着替えは済ませてスキー板も借りたようだけど、まだ気持ちの面でモチベーションが上がってきていないのが明らかに見て取れた。なかなか、未知のものに対する不安をぬぐい去ることができないのだろう。

　その気持ちなら僕は痛いほど理解できた。踏ん切りが付けられないことに関して、僕はここにいる誰よりも筋金入りな人間なのだから。

「それじゃぁ、行きましょうか正まさ義よしさん、桜花さくらさん」

　飯いい田ださんが、二人だけに声をかける。僕が願い出たとおりに。

「響きようくん、ひとまずは子どもたちのことをお願いするねぇ」

「はい、まずはいっしょに雪遊びしてウォーミングアップしようと思います！」

　いきなりスキー板をはいて雪に挑むには、まだ潤じゆんは心の準備ができていない。そう思ったから、序盤は別行動を選ばせてもらえないかと願い出たのだ。場合によっては潤じゆんと僕の二人で……とも考えたけど、希のぞ美みとそらも二つ返事で潤じゆんと行動を共にする事を希望したので、ここは遠慮せずにお願いしようと決めた。

「響きよう、本当にいいの？　あたしも残ろうか？」

「ううん。何人かが先に上達していた方が、後々サポートしやすいと思うし。だからまずは桜花さくらと正まさ義よしさんが滑れるようになってきて」

「わはは、けっこうプレッシャーかけてきやがる。でも響きようの言う通りだろう。桜花さくら、ここはお言葉に甘えてまずは俺たちが最低限のことを覚えておこうぜ」

　ニヤリと白い歯を見せた正まさ義よしさんに肩をぽんと叩たたかれると、桜花さくらも笑顔で頷うなずいて意向を酌くんでくれた。

「それじゃあまた後でね、みんなぁ」

「はい、改めてよろしくお願いします！」

　飯いい田ださんの先導でリフトの方まで歩いていく正まさ義よしさんと桜花さくらを見送ってから、僕はぽんと手を叩たたいて子どもたちと向き合う。

「よし、それじゃあまずは思いっきり遊んで雪に慣れよう」

「は、はいっ……！」

　真っ先に潤じゆんが返事してくれた。面持ちにはほっと安あん堵どしたような色があり、この選択は間違いじゃなかったかな、と少し自うぬ惚ぼれたことを思ってしまう。

「潤じゆんたん、雪だるまつくろう？」

「う、うんっ。……みんな、ごめんね。私が臆病だから」

「なんで謝るの？　希のぞ美みたちも雪遊びしたいから残ったんじゃない。潤じゆんが楽しいことが、希のぞ美みたちの楽しいことよ」

「ぞみ……。えへへ、本当にありがとうっ」

　二人に左右から手を握られ、潤じゆんがようやく迷いのない微笑ほほえみを浮かべた。

　まだスキー旅行は始まったばかり。焦あせらずにのんびり行きましょう。




　　　　♪




「え、えいっ」

「うわっと！」

　潤じゆんが力いっぱい放った雪球が、僕の顔にクリーンヒットする。でも痛みはぜんぜんなくて、雪はぶつかった瞬間に最高級の砂糖菓子みたいにさらりと解けた。なるほど、これがパウダースノーなんだなと、昨日と同じ事をまた思う。

「え、えへへ。ぶつけちゃいました」

「いいよいいよ。……お返しするから。えいっ」

「わ、わにゃっ。え、えへへ。冷たいです～」

　雪球の応戦を続けながら、潤じゆんは満面の笑みだ。雪だるまを作り、こうして雪合戦を始め、白一色の世界に身を投じ続けているうちに雪に対する恐怖感はほとんど薄れたようだった。

　ならば、そろそろ次のステップに進んでも良いい頃かもしれないな。

「ちょ、ちょっとそら！　絶対手を離しちゃダメよ！」

「はむ？」

「振り向くのもダメ～！　前見てて～！」

　そらと希のぞ美みは、先行してそりで遊び始めていた。無料レンタルした赤いプラスチックの上に並んで座り、希のぞ美みは手た綱づなを握るそらの腰にぎゅっとしがみついている。そしてそれなりの勾配がある坂を直滑降で一気に下まで駆け抜ける。

　あれはあれでかなりスピードが出ている……というか、制御ができないぶんスキーよりも速いかもしれない。

「潤じゆんも、そろそろいっしょにやってみない？」

　それでも、あえて提案してみる。スピードは速くても、三人で肌を寄せ合って遊べる。それならば勇気が出てこないかと思ったのだ。

「わ、わにゃ……」

　しかしさすがに見た目の速度が強烈すぎたのか、潤じゆんは躊ちゆう躇ちよを露あらわにした。まだ少し、切り出すのが早かったかも。

「や、無理にとはもちろん言わないよ。それじゃもう少し雪合戦しようか」

　可能な限り明るく笑いかけて、僕は前言撤回する。いけないな、急せかしたりせずに潤じゆんのペースに合わせてひとつひとつクリアしていかないと。

「……………………」

　そう決めて雪球を握り直す僕だったけど、潤じゆんの様子に少し変化が感じられたのでその手を止める。ぎゅっと両拳を握り、うつむき加減に迷いを募らせている雰囲気だった。

「潤じゆん？」

「やって……みますっ」

　やがて、潤じゆんは顔を持ち上げてまっすぐな視線で僕を見た。

「そり、挑戦する？」

「はいっ。怖がっているばかりじゃ、いつまでも同じ場所から動けないから。……もっと成長しなくちゃいけないから、いろんなことに挑戦してみますっ」

　はっきりとした意志の力を感じ、僕は感動に心打たれた。スキーに限ったことではなく、今よりも前に進んで、新たな世界に飛び込んでいきたいという切なる気持ち。潤じゆんもまた、人として成長するために、日々迷いながらも一歩一歩足を進めようと努力し続けているのだ。

「よし、やってみようか。みんなと一緒なら大丈夫だよ」

「……そうします！　……ぞみっ、くーちゃん！　あの、私もっ！」

　力強く方向転換し、坂下でそりに乗ったまま息を吐ついている二人の許もとへ潤じゆんが走っていく。

　潤じゆんの希望を受けた二人の返事は、もちろん言わずもがな。

「それじゃ、行くわよ～！」

「はむ。行けばわかるさ」

　もう一度坂を自分の足で上り、潤じゆんを間に挟んだ三人縦並びでそりを構えるみんな。今度はさっきよりもだいぶ上からのスタートで、勾配もきつくなってそうだ。

「よ、よろしくお願いしますっ」

　それでももう潤じゆんの顔に迷いはない。緊張はしているようだけど、覚悟はすっかり決まっている感じがする。

　怖がりなようでいて、いざとなればとても芯が強い。そんな潤じゆんに、改めて尊敬が溢あふれた。

『いっ、せー、の！』

　タイミングを合わせ、三人が狭いそりの中に身体からだを押し込む。途端にまっすぐ一直線、僕の方めがけて子どもたちの弾丸が突き進んできた。

「だ、だいぶ速いな」

　このままだと直撃コースなのだけど、どうするべきなんだろう。止めてあげるのが男として正しい在り方か。でも急ブレーキをかけさせるとかえって危ないような……。

「わにゃ～!?」

「キャー!?」

「はむ？」

　幸か不幸か、選択の必要は直前でなくなった。直滑降でこっちに向かっていたそりが不意にこぶへ乗り上げ、大ジャンプ。そのまま空中分解して、三人は柔らかな新雪の上にぽすんと投げだされてしまった。

「だ、大丈夫!?」

『……………………』

　急いで僕が駆け寄った後も、三人は青空を見つめたまま驚き固まっていた。まだ何が起こったのか頭が理解していない感じだ。とりあえず、三人の面持ちに痛みを訴えかけるような色がないことに、僕はほっと息を漏もらした。

「はむ。びっくりした」

「びっくりしたどころじゃないわよ……」

　呆ぼう然ぜんとしたまま、そらと希のぞ美みが呟つぶやく。

「でも…………楽しかったね」

　しかし、潤じゆんがそう付け足すと、次第に三人とも笑顔を溢あふれさせていく。

「くるん、って回った」

「あんなに飛ぶのね、そりって」

「え、えへへ。初体験しちゃったね、三人で」

　くすくすと笑い続ける潤じゆんを見て、確信する。

　よし、これならもう大丈夫だ。改めて、飯いい田ださんにスキーを教えてもらおう。




　　　　♪




「よーし、おいで～」

　初心者コースを斜めに横切り、十メートルくらい先で飯いい田ださんが手を上げる。その合図に従って、まずはそら、続いて希のぞ美みがボーゲンで同じコースを辿たどった。

「はむ。前にすすめるようになってきた」

「希のぞ美みもだいぶ上達……わ、と、と！　してきた……はず！」

　二人とも、一直線の移動ならおおよそ会え得とくしつつある（最初、そらが後ろ向きに直滑降で落ちていったときはさすがにみんな焦あせったけど）。そろそろターンを教えてもらえるころかもしれないな。

「わ、私も行きますっ」

　潤じゆんの上達度も同じくらいで、僕も含めた全員が足並み揃そろえて研けん鑽さんを積むことができている。リフトが怖いかなと心配もしていたけど、このコースはガラス張りのゴンドラで上まで登れるので、むしろ景観を楽しむ余裕さえあった。

「なーにマスター、それで最高速度？」

「スキーとスノボじゃ板が違うんだよ。ていうかストック使うの封印してやってたけどもう知らね～からな！」

　ちなみにいち早く基本技術を得た桜花さくらと正まさ義よしさんの二人は、僕たちそっちのけでスピード勝負に明け暮れている。まったく、相変わらずムキになりやすいというか、何というか。

「わはは、どうだ!?　ついてこれねーだろ！」

「それストックで漕こいでるだけじゃない！　反則でしょ！」

　通り過ぎていった二人を横目に、苦笑を漏もらす。なおあくまで初心者コースなので、二人ともスピード自体はさほどでもない。とはいえフォームなんかはすっかり固まっていて、センスの良さを感じるばかりだった。早く僕もあれくらい上達しなければ。

「っ、と」

　まだおぼつかないバランスで、潤じゆんの後を追いかける。気付けばまた雪が降り始めていて、少し視界が悪い。遠くの背中を見失わないようにしながら、勇気を出してボーゲンの幅を狭め、距離を詰めていく。

「ふー」

　なんとか転ばずに、飯いい田ださんを中心にして待つ子どもたちの傍そばまで辿たどり着いた。まだ楽しむというところまでは達していないけど、恐怖感よりかは上達する手応えの方が勝ってきたような気がする。

「響きようにー、じょうずになってきた」

「ありがとう。運動神経のなさを思い知らされてるけど、なんとか落ちこぼれずについて行けてるかな……？」

「なかなか良いい感じだと思うわ。ねえ飯いい田ださん、そろそろ希のぞ美みたちにもターンを教えて！」

　現状の『斜め横断滑り』は全員が無難にこなせるようになってきたので、次の練習に進みたいとリクエストを出す希のぞ美み。しかし、飯いい田ださんは少しだけ顔つきを曇らせて周りを見た。

「うん、みんなの技術はもう次に進むのに充分なんだけど……ちょっと天気が心配だなぁ」

　言われて僕たちも辺りを見回すと、確かにどんどん舞い落ちる雪の量が増えていた。加えて風も出てきて、昨晩のような吹雪に移り変わってもおかしくないほどの不安定さを感じる。

「はむ。ずっと晴れてたのに」

「山の天気は本当に一瞬で変わっちゃうんだよぉ。はぐれると大変だから、ひとまずはふもとまで降りよう。また斜め走りで行くけど、今度は全員一緒で僕に着いてきてくれるかな？」

　反対意見は誰からも出なかった。というか、かなりの視界不良になってきて正直なところ不安な気持ちでいっぱいだ。まずは無事に下山。それだけを願わざるを得ない状況だった。

「それじゃ行くよ！　まっすぐ進んでまた一度止まるから、はぐれずに着いてきてねぇ！」

　飯いい田ださんがそう言ってゆっくり進み出し、順番は今まで通りながら間を詰めて僕たちも後に続いた。まず希のぞ美み、次にそら、そして潤じゆん、最後尾に僕の順番で連なって斜面を渡る。

「うわ、本格的にマズいぞ……」

　その直後、吹雪の勢いが一気に増した。世界はホワイトアウトして、僕の視界には潤じゆんの背中が幽かすかに見えるだけだった。

「え、潤じゆん!?」

　その背中の動きが、途中でぴたりと止まった。僕も潤じゆんに追いついてしまい、ストックでブレーキをかける。

「わ、わにゃ……。響きようさん。くーちゃんを見失っちゃいましたぁ！」

　振り返った潤じゆんが、ゴーグルの奥に涙を浮かべて僕に飛びついてきた。

「う、うわっ」

　うっかり足をもつれさせ、転んでしまう僕たち。でも、変に滑り落ちるよりはこの方がかえって良かったかもしれない。

「うううう。怖い、怖いよぉ。遭難しちゃうよぉ……！」

　潤じゆんがぎゅっと僕に抱きついて頰を擦すりつける。勇気を出したとはいえ、不安が全てぬぐい去れたわけではなかったのだろう。猛吹雪の中で取り残されて、軽いパニック状態になってしまっているように見えた。

　などと分析している僕自身、焦あせりで全身が震えてしまっているのだけど。これは、本当にマズいのかもしれない。辺りは何も見えず、無遠慮に身体からだへ積もりゆく雪に刻一刻と体温を奪い取られていく。遭難──。恐ろしいイメージが頭の中で暴走し始める。

　それでも、今僕が取り乱すわけにはいかなかった。

「大丈夫！　きっと助かるから！」

　ぎゅっと潤じゆんの身体からだを抱きしめ、耳元で叫ぶ。僕までもが不安に押しつぶされたら、潤じゆんにどれほどの恐怖感を与えてしまうことだろう。たとえ何もできなくても、ただの虚勢だとしても、せめて目の前の大切な少女の不安を拭ってあげられるよう、勇気の言葉を叫び続けなければ。

「響きようさん、響きようさぁんっ！」

「ぼ、僕が守る！　たとえ何があっても、潤じゆんのことだけは僕が守るから！」

　ぎゅっと目を閉じ、思い浮かぶまま叫ぶ。根拠なんて求めない。ただ潤じゆんが、少しでも楽になれるように、ひたすら励ましの言葉を投げかけ続けた。

「私だけじゃいやですっ！　響きようさんも、響きようさんも一緒に、もっと生き続けたいですっ！」

「生き続けよう！　ずっと一緒に、生き続けよう潤じゆんっ！」

「傍そばにいて下さいっ！」

「傍そばにいるとも！　いつだって！」

「響きようさんっ！」

「潤じゆん！」

「響きようさん響きようさんっ！」

「潤じゆん、潤じゆんっ！」
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「…………………………ねえ、いつまで続けるつもり？」




「えっ」

　やけにはっきりと、近くから希のぞ美みの声が聞こえて、ようやく僕はぱちりと目を開く。

　とっくに吹雪は止やんで、いつの間にやら辺りはまた快晴に戻っていた。

「……わにゃ？」

　潤じゆんもそこでようやく目を開き、辺りを見回して状況を把握する。

　僕たちの傍そばには希のぞ美みとそらと飯いい田ださん。それにとどまらず見知らぬお客さんが複数人集まって、苦笑気味に僕らに視線を投げかけていた。

「ま、まあとにかく。はぐれないで良かったよぉ」

　ほっとしながら飯いい田ださんがしゃがみ込む。よくよく考えればここは初心者コース。辺りは広く開けていて、そこかしこにお客さんがいる。多少吹雪ふぶこうと、遭難なんてしようと思ってもなかなか難しいシチュエーションなのだった。

「はむ。潤じゆんたんと響きようにー、とってもなかよし。うらやましい」

　そらに言われてふと見れば、僕たちは身体からだをがんじがらめにしてキツく抱きしめ合ったままだった。

「わ、わにゃ!?」

「ご、ごめん潤じゆんっ！」

　慌てて手を離し、正座で向き合う僕たち。はめたままだったことすら忘れたスキー板がその拍子に外れ、初心者コースのなだらかな坂をちょっとだけ滑り落ちていった。

「ほ、本当に慌てまくって、妙な事を……」

　自分の言葉を思い起こし、かあっと頰が熱くなる。小学生の女の子に対し、僕はなんてことを口走ってしまっていたのだろう。しかも、吹雪はすぐに止やんで、途中から衆人環視の晴天だったと思うと……。

　穴があったら入りたい。たとえ中に冬眠中のクマがいても。本気でそう思うほど気恥ずかしさで全身が火ほ照てった。

「えへへ、いえっ。……響きようさんの言葉が、とっても、とっても嬉うれしかったです」

「……潤じゆん」

　でも、潤じゆんが澄んだ瞳でこちらをまっすぐ見つめて、屈託なく微笑ほほえんでくれているのに気付いて、考え方を改めた。

　まあ、いいか。だって、噓うそをついたつもりは少しもないし。







「響きようさんっ、曲がれましたぁ！」

「さすが潤じゆん、じょうずじょうず！」

　それから後は天気も安定したので、僕たちは日暮れまで思う存分スキーを堪たん能のうした。潤じゆんのモチベーションもすっかり回復していて安あん堵どするばかりだ。

　むしろ、吹雪ふぶかれた後の方がやる気満々に見えたような気もしたけど、それはさすがに自うぬ惚ぼれすぎか。




　　　　♪




　翌日も午前中はスキーで心ゆくまで遊び、足全体を筋肉痛で痺しびれさせながらもすごく楽しい時間を過ごすことができた。まだ初級コースから出られなかったけど、せっかく一通りの基礎も学んだことだし、次のシーズンにまた来られたら嬉うれしいなと、本気で思う。

　お昼はペンションに戻って豪華な料理を頂き、旅程のおおよそが終了。

　残るは、和わ光こうさんから頼まれたお使いを果たすのみだ。

「よし、着いたよ」

　なんとも有り難がたい事に飯いい田ださんが引き続き車を出してくれて、目的地まで楽に移動することができた。宿の外でもお世話になりっぱなしで、いくらお礼を伝えても足りないくらいだ。

「湯ゆ澤ざわ養よう老ろう牧場。ここに居るのね、その馬が」

　目的地は、小さな牧場。ここでは競走馬としての現役生活を終えたサラブレッドが、ゆっくりと余生を過ごしているのだという。

「あの、すみません。お電話した鳥とり海うみです。和わ光こうさんの紹介で……」

　厩きゆう舎しやで藁わらを運んでいた老人に桜花さくらが声をかけると、その方はにこりと笑って僕たちを放牧地まで案内してくれた。柵の中では一頭の馬が、元気いっぱいに雪の上を転げ回っている。

「こいつが俺たちを旅行に連れてきてくれたのか。ありがたい限りだ」

「正確には、この馬の弟だけど……うん、ある意味ではその通りかもね」

　笑い合う正まさ義よしさんと桜花さくら。和わ光こうさんが大万馬券を仕留めたレースの勝ち馬。そのお兄さんこそ、今僕たちの眼めの前に居るサラブレッドらしい。和わ光こうさんは、この馬と浅からぬ縁があって、現役引退後の今もこの牧場に飼い葉代を納め、お世話を依頼しているそうだ。だからこそ、レースで弟の馬券を買ってみようと思ったとのこと。

「幸せもんだよ、こいつ。なかなか難しいんだ。引退した競走馬がのんびり余生を過ごすのって。いい人の縁に恵まれないと、こんな風に世話してやれない」

　牧場の方がしみじみと呟つぶやいた。和わ光こうさんとこの馬との関係は、はっきりとは伝えられてない。

　けど、和わ光こうさんがこの馬の様子を見てきて欲しいと僕たちに頼んだその願いの強さは、なんとなく伝わって来た。だからみんな、有り難がたく旅行の話を受け入れることにしたのだ。

「それにしても毛むくじゃらね。希のぞ美みの知ってるサラブレッドと少し違うわ」

「ははは、寒いからさ。冬毛って言ってね、寒くなるとそいつが自然と生えてきて、身体からだを守るんだ」

　写真を撮りながら呟つぶやいた希のぞ美みに、笑って答える牧場の方。

「はむ。おうまさんも、たいへん」

　もさもさした武骨な見た目は、自然の厳しさを僕たちに伝えている。

「そうだね、くーちゃん。……でも、こんな雪の中でもとっても元気。この子、とってもきれいな目をしている」

　それと同時に、生きたいと願う者が持つ生命の力強さも、教えてもらったような気がした。
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　　　　【１】




「うーん……」

　スキー旅行から帰ってきてから、図らずも僕は答えの出ない悩みによりいっそう引き込まれていた。

　きっかけは、旅の最後に見たあの元競走馬だ。雪の上、寒空の下。身体からだを毛むくじゃらにしながらも凜りんとした瞳で冬の厳しい自然と向き合うその姿が、言葉にしがたい感動を僕に抱かせてくれた。

　ちょっと大げさかもしれないけど、生きるとはこういうことだと、あの馬に教えてもらったような気さえしている。

　だからこそ翻ひるがえって悩んでしまう。僕ははたして、自分の人生に対して本気でまっすぐ向き合えているだろうかと。

　答えは否いなだろう。潤じゆんたちのバンド活動で悩み、自分の在り方にも悩んできたつもりだった。でもそれは、たくさんの人たちから守られている中でのことにすぎない。いつでも帰るべき家があって、学校という支えもあって、温かな友達や家族、仲間がいる。答えが出なくても、毎日は楽しく過ぎていく。

　悩みと向き合ってるつもりでその実目を逸そらしていても、僕は死んだりしないのだ。

　年が明けて、気付けばもう三月も半ば。嵐のように、毎日は過ぎていく。

　音楽の修練はずっと続けている。潤じゆんたちの定期ライブも月に一回ずつ──年明けから既に二回数を重ねた。何もしていないわけではない。特にバンドのみんなは、着実に努力を重ねて演奏力を増している。

　ただ、それでも改めて考え直さざるを得ない。

　僕はちゃんと、悩むべき悩みと、真っ向から向き合えているのだろうか。

　吹雪を全身で受け止めて生きる、あの元競走馬のように。

「うーん……」

　自室の机の前で椅子に寄りかかり、唸うなってばかりだった。こういうのを下手な考え休むに似たりというのだろう。まさしく。

　似ているだけで本当に休んでいるわけではないんだけど、客観的に見れば不毛の極みであることは誰に尋ねるまでもなかった。

「よし」

　ひとつ、決心をする。動き出そうと。一人で唸うなっていてもどうどう巡りなのは、ここまでの長い時間が証明してくれていた。ならば、変えられるところから変えていかなければ。

　さしあたっては、『一人』という部分に変化をもたらそうと思い、僕は自室を出て隣の部屋をノックした。

「くるみ。今ちょっと良いいかな？」

「お兄ちゃん？　べつに大丈夫だけど、どうしたの」

　許可を頂いたので中までお邪魔する。家族なのでしょっちゅう顔を合わせているのに、今日は一大決心を携えてやって来たのでなんとなく緊張感を覚えてしまった。

「座れば？」

　くるみがそう言ってベッドを指さしたので、ちゃぶ台の前に座らせてもらう。

「反抗期かしら……。悪い傾向だわ」

　ちょっと不服そうながら、勉強机から立ち上がり向かいに座り直してくれるくるみ。引きこもっていた時に比べて、兄妹きようだいとしてのやり取りに自然さが増してきたような気がする。

　いや、兄妹きようだいなら普通は妹のベッドの上に腰掛けることを厭いとわないものだろうか。それよりむしろ、ちゃぶ台があるのにベッドに座れと言われるのが特殊なのか。

　わからないことだらけだ。人生はやっぱり難しい。

「何よ？　何か用なんじゃないの？」

　腕組みして黙り込んでいた僕を不審がって、くるみが顔を覗のぞき込む。僕から訪ねてきたのだからそれも当然だ。まだ何を伝えるべきかまとまりきっていなかったけど、言葉を模索してなんとか内心を表に出そうと試みる。

「実は、人生相談というか……」

「人生相談！　お兄ちゃんが、妹に、人生相談！」

　なぜかくるみがやたら嬉うれしそうに声を張り上げた。この時を待ってましたと言わんばかりなのはなぜだろう。

「わかったわ。もう何も言わなくて良いい。行きましょう」

「えっ、どこへ？」

「お兄ちゃんの部屋よ。やっと私に、お兄ちゃん秘蔵のいかがわしいシスコングッズの数々を開帳する気になったんでしょう？」

「違います」

　どうしてそんな発想に。

「まだ隠し続ける気？　なんて往おう生じよう際ぎわの悪い」

「そもそも持ってません。天に誓ちかって」

　というか実妹の居る兄がいかがわしいシスコングッズを大量所持していたらド直球にヤバいような。逆ならともかく。

　いや、何が逆なのか言ってる僕もよく分からなくなってきたけど。

「じゃあ何の相談よ。宿題あるから手短にしてよ」

　ロコツに興味を薄れさせて、くるみはあごを突き出しながら尋ねた。そんなにシスコン云うん々ぬんの方向に話が転がることを望んでいたのだろうか。くるみが僕に兄としてどう在って欲しいのか、ときどきわからなくなってしまう。

　とにかく、今日はまじめな話なのだ。気を取り直して伝えよう。

「ええと、その……。僕って、がんばってるかな？」

「へ？」

　くるみが素っ頓狂な声を出した。当然だ。訊きき方がおかしすぎた、というかかなり情けないことを口走ってしまったような気がする。

「いや、なんというか。潤じゆんたちのバンド活動に、ちゃんと役に立ててるのかなって、最近またいろいろ思うようになって」

「ああ、なんだその事なの」

　意図が伝わると、くるみは少しつまらなそうに息をもらした。確かに本来、くるみに相談するような話ではないのかもしれない。実際の動機の部分はともかくとして、三人のライバルバンドのメンバーに何を訊きいているのだと返されれば、反論はできない。

　それでもやっぱり、一番近くにいる家族にどうしても話を聞いてもらいたいと思わずにはいられなかった。

「そうね。がんばってるんじゃない？」

「……くるみ」

　少し間を置いてから、くるみは僕にニコリと微笑ほほえみかけてくれた。そのとたん心にそよ風が吹いたような気持ちがして、胸の奥が軽くなった。

「でも、結果が出ていないならがんばっていないのと同じかもね」

「うぐ」

　直後に言葉で急所をえぐられる。一度持ち上げてもらえたぶん、落差で受けるダメージもひとしおだった。

　まったくもって、その通りだ。僕が努力しているかしていないかなんて、真の問題とはいっさい関係がない。結果……つまり、リヤン・ド・ファミユのライブを見に来てくれる人を増やすことができているかと言えば、答えは否いなだった。動員減は、年明けからなんとか食い止めることができている。けれども、増えてはいない。

　つまり、努力が実っているとは言い難がたい状況だ。だからこそ、このままで良いいのかと焦燥感が募る。くるみは僕の迷いの正体を一発で看破したからこそ、あえて強い言葉で指摘してくれたのだろう。

「……ごめんね。悩めるお兄ちゃんは、励ますだけじゃ納得してくれないと思って」

「その通りだね。ありがとう。一番聞きたい言葉を、聞かせてもらったのかもしれない」

　不意にくるみが目を細め、慈悲を向けてくれたので僕はかぶりを振ってお礼を伝える。実際問題として、心の中のもやもやした部分がだいぶすっきりしたように思う。答えが見つかったわけではないにせよ。

「難しいことを考えてるんだから、悩むのも仕方ないわよ。普通の高校生は、そんなことで悩まないでしょ」

　さらにくるみが慰なぐさめてくれる。なんて優しい妹だと、僕はますます感動を深めた。

「そうかもしれない。でも、それを言い訳にして、答えが出せない自分を許したくはないんだ。だって、僕が頼んだんだから。みんなにあの場所でバンドを続けさせてあげて欲しいって」

　三人とも、それは他ならぬ自分たちの願いでもあるのだから、僕が責任を抱え込む必要はないと言ってくれている。けれどもその事実もまた、答えが出せない言い訳にしてはいけない。そう強く思う。

「悩ましいわね」

「そうだね、悩ましい」

　苦笑を交わし合う僕たち。それからくるみはふむ、としばし物思いにふけってから、改めて僕に問いかけた。

「お兄ちゃん。『悩』という字を、よく見てみて」

「え？　字を？」

　くるみはおもむろに机からノートを持ってきて、紙まるまる一枚を使ってサインペンで『悩』と書き記した。

「この字が教えてくれているわ。正しい『なやみごと』のやり方を」

「どういうこと？」

　くるみの主張が上手うまく理解できず尋ね返すと、くるみは少し呆あきれた様子でトントン、とノートを指先で叩たたいた。

「相変わらず察しが悪いわね。いい？　『悩』の文字を分解してみなさい。まず小の部分。これは迷わず『小さい子』ってことよね」

「いや、それは確かりっしんべんで、小じゃなくて心──」

「小さい子、それからカタカナで『ツメ』って書いてあるわね」

　無視されたし、その先の解釈も力業すぎた。

「そして残るパーツは……ごみ箱」

「ごみ箱」

「まとめるとこうね。小さい子のツメを切って、ごみ箱に捨てている様子。ここから『悩』という漢字が生まれたんだわ」

「小さい子のツメを切って、ごみ箱に」

　くるみの壮大な解釈に、図らずも感動してしまった。一周回って。

「だから悩み事の答えが見つからないなら、基本に立ち返ってみるべき。正しい、本来のやり方で『悩』めば、きっと良いいアイデアが浮かぶわ」

　そう言ってくるみはもう一度自分の机に向かい、引き出しから何かを取り出して僕のすぐ近くまでやってきた。

「というわけで、はい」

　ピンク色のかわいらしい小物を手渡された。爪切りだった。

「ほら、あぐらかいて」

「えっと……」

　くるみは僕の足を半ば強引に開かせて、その上に後ろ向きでちょこんと座った。

「本当に切るの？　僕が？」

「悩みを解決したいんでしょう？　どこにためらう理由があるのよ？」

　振り返ってこちらを覗のぞき込むくるみの表情は、信念の色で染まりきっていた。こんな『強さ』が僕にも備わっていたなら、自分のアイデアと心中するようなつもりで邁まい進しんすることができるのだろうか。

　そう思った瞬間にふと、あやかってみたくなった。理にはかなってないかもしれないけど、くるみの爪を切らせてもらうことで、僕にもっと強い心が芽生えるかもしれない。爪の垢あかを煎せんじて飲むなんて言葉もあるし。

　いや、断じてくるみの爪の垢あかを煎せんじて飲んだりはしないけど。

「わかった、それじゃあ謹んで切らせてもらうよ」

「爪の垢あかには期待しないでね。そんなきたないモノ溜ため込んでないから」

「煎せんじて飲む気はないよ！」

「なんでそんな反応が早いのよ!?　まるでついさっきまで私の爪の垢あかのことで頭がいっぱいだったみたいだわ！」

　しまった、普段察しが悪いと言われてばかりの僕にしては不自然なほど反射的に返事をしてしまった。

「まったくもう。実妹を実食することで頭がいっぱいだなんて、とんだヘンタイお兄ちゃんだわ……」

「とても語ご弊へいが」

「ほら、早くして！　きれいに切りなさいよ」

　いろいろ異を唱えたかったけど先を急せかされてしまったので諦あきらめる。ここは断固として抵抗しておかなくてはいけない場面のような気もしたけど、今『悩む』べき問題は他にある。

「くるみ、本当に切って良いいの？　これ以上短くすると深爪気味になっちゃうけど」

　見た感じ、くるみの爪は現時点で充分に手入れが行き届いているように思えた。

「大丈夫。もう少し短い方が良いいの。ピアノ弾くから」

　ああ、そうか。ギターを弾く僕も爪はかなり短くしている。その方が弦げんを押さえやすいのだ。ピアノも演奏のことを考えると、深爪にしておいた方が良いいのだろうな。

「なるほど、わかった。じゃあ……」

　慎重に慎重を重ね、くるみの指先に爪切りをあてがう。間違っても皮膚を挟み込まないように何度も確かめてから、パチンと爪の白い部分をケースの中に落とした。

「やん。お兄ちゃんの鼻息がうなじに当たってる。興奮しないで」

「ち、違うよ。慣れないから緊張してるだけ」

「ふふん。慣れさせてなんてあげない。お兄ちゃんにとって、いつまでも新鮮な妹でい続けてやるんだから」

　悪戯いたずら心ごころたっぷりな言葉に苦笑する僕。確かにくるみとの関係は、いつでも新しい驚きで満ちていた。良いい意味でも、若干表現に困る意味でも。

　パチン、パチンと、小気味良い音が響き続ける。間違っても怪け我がなんてさせられないから、全神経を集中しなければならない。とてもじゃないけど悩み事なんてしてる余裕はない。そういう意味では騙だまされた。

　けれども不思議と、心の中のざわつきが鎮しずまっていく。集中することが、ある意味で気分転換になったのかも。

「ピアノの先生にね、褒められたわ。くるみさんは、音楽家の手をしてるって」

　そう聞いて改めて目を向ける。なるほど、細く長くしなやかなくるみの掌てのひらは、ピアノの演奏に向いているだろうなと深く実感させられる。
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「きれいだもんね、くるみの手」

　こんな言い方をしたら絶対にまたからかわれるのはわかっていたけど、それでも良いいと思った。素直に称賛せずにはいられないほど、くるみの指先は美しい。

「……だから、お兄ちゃんも音楽家の手よ。私の家族なんだから」

　意外なことに、くるみは茶化したりしなかった。その代わり僕の手首を摑つかみ、そっと頰にあてがってくれた。

「くるみ……」

「大丈夫よ、お兄ちゃんなら。音楽のことなら、お兄ちゃんは答えを出せる。たとえ、時間がかかってもね」

　ちょっとだけ、泣きそうになってしまった。不意打ちで向けられた優しさに、僕の心は真っ正面から打ち抜かれた。

「ありがとう」

　辛かろうじてその一言だけを伝えて、最後まで爪切りを続ける。

　まだ、正解は見えない。でも、正解にたどり着くまで、ずっともがき続ける。

　くるみのおかげで覚悟が決まった。




　　　　♪




「あの、こんにちはです」

「おう、どした響きよう。チビたちも桜花さくらもでかけてるぞ？」

　次の土曜日、僕はリトルウイングを訪ねた。今日は練習日じゃないうえに、約束もせずに来たので教会にモップをかけていた正まさ義よしさんは少し驚いた様子だった。

「すみません、突然で。実はちょっと、正まさ義よしさんとお話がしたくて」

「俺が目当て？　わはは、そりゃ珍しいな」

　軽快に笑いながらモップ掛けの手を止める正まさ義よしさんに近づき、僕は両手を伸ばす。

「それ、代わります」

「おっ、悪いな。じゃあ俺は椅子を拭くことにしよう」

　全く遠慮せず掃除用具を手渡してくれたのが信頼の証あかしに思えて僕はとても嬉うれしくなった。

「そんで、話って何だ？　バンドのことか？」

「そう……といえばそうなんですが」

　互いに違う作業をしながら、大きめの声で僕たちは会話を続ける。

「どちらかというと、ライブそのもの……いや、というよりむしろ、この教会のことについてなのかもしれません」

「教会の？」

　適切な言葉がすぐには思いつかずまごついてしまった僕に、正まさ義よしさんがはてと首を捻ひねる。いけない。ちょっと回りくどくなってしまうかもしれないけど、もう少し事細かに話さないとダメだよな。

「以前、僕がここをイベントスペースとして運営させて欲しいとお願いして、ありがたいことに実際そうさせてもらってるんですが、あくまでそれは名目上、というか。実際に僕が代表者とかになっているわけではないですよね」

「ああ、そりゃな。なんせ響きようはまだ高校生だし」

「はい。そのこと自体はまったく問題ないんですが。届け出関係の手続きとかで、正まさ義よしさんにご迷惑をかけていないか心配になったんです」

　利益を増やすために何をすべきかアイデアを練っているうち、いわゆる法的な部分の壁があることに今さらながら気付いてしまったのだ。例えば（実際にやりはしないだろうけど）飲食物を提供するとしたら営業許可が必要になるかもしれないし、本格的なライブハウスとして看板を出したら風営法なんかも絡からんでくるらしい。軽く下調べしただけでいろんな手続きとか、営業条件が絡からんでくるのだと思い知らされた。

　そこでふと気になったのだ。もしかしたら現時点でも、何か正まさ義よしさんにお手を煩わずらわせてしまっているのではないかと。だとしたら心の底からお詫わびしないといけないし、おかけしている迷惑の度合いによっては今後の在り方自体も変化させる必要が出てくるかもしれないと思ったのだ。

「ああ、なんだそんなことか。別になんも迷惑なんてかけてないぞ。大丈夫大丈夫。わりかし何やっても平気なはず」

　重い雰囲気で切り出した僕に、正まさ義よしさんはあっけらかんとそう答えた。

「何やっても、ですか……？」

「おう。だってここ宗教法人だし」

「えっ？」

　予想外な言葉が出てきて思わず間の抜けた声を出してしまった僕だったけど、言われてみればこれだけ正しく『教会』である以上、それは当然のことなのかもしれない。

「だからライブ活動はミサで、入場料は献金扱い」

「な、なんだかコンセプトバンドみたいですね。ある種の」

「わはは。実際ある種のコンセプトバンドなんじゃねーの？　こんなとこで演奏してる小学生ガールズバンドって時点で」

　言われてみれば確かにそうかも。とにかくそういう名目になるなら、新たな手続きとかは別段必要ないのか。

「あ。でも、教会は廃業なさったのでは？」

「教会としての稼か働どうはしてないって意味。宗教法人としては継続してる。そうじゃないと養護施設続けるのにかえって手続きがめんどいんだよ。ぶっちゃけた大人の話。別にチビたちにも桜花さくらにも、何の教義も押し付けてはないがな」

　ちょっと込み入った事情みたいで、現状で僕が理解できる範はん疇ちゆうを超えていそうだ。とりあえず重要なところとしては、もともと特別な施設であるが故に、できることの裁量が広いという点か。正まさ義よしさんにご迷惑をかけてなかったという意味で、僕としてもその事実にほっとするばかりだった。

「じゃあ、今までの活動で正まさ義よしさんに面倒な手続きとかはさせずに済んでいたんですね。よかったです」

「むしろ、させてもいーんだぞ」

「えっ？」

　安あん堵どして笑う僕に正まさ義よしさんが近付き、背中をぽんと優しく叩たたいた。

「俺が言うのもなんだけど、滅多にない機会だ。チビたちの手伝いってだけじゃなくて、響きようがやってみたいことはなんでも提案してみろ。若いうちじゃないとできないチャレンジもある。そういうことをサポートしてやるのが、大人の義務ってもんさ」

　腕組みして笑う正まさ義よしさん。その寛大さに、またしても少し泣きそうになってしまう。

　まったく、どうしてこんなに、僕の傍そばには温かな人ばかりがいてくれるのだろう。

「ありがとうございます。この場所での活動が続けられるよう、思いついたことは遠慮なく伝えさせてもらいます。実現できるかはともかくとして」

「んー。それでも良いいんだが。……あのさ、響きよう。お前自身はどうだ？　お前は今、そしてこれから。音楽とどう向き合っていくつもりだ」

「音楽と……」

　優しい調子のままそう問われ、僕は少し考え込んでしまう。音楽との向き合い方……か。とにかく音楽が好きだ。これからも音楽と触れ続けていたい。そういう漠然とした思いとは別の、もっと具体的な、音楽に対する想おもい。正まさ義よしさんが問いかけているのは、そういうことだろう。

「音楽を仕事にしたいか？　それともあくまで趣味として付き合っていきたいか？」

「……恥ずかしながら、あまり考えたことがありませんでした」

「考えた方がいい。それは、今のうちに考えに考え抜いた方がいい。悩んで出した答えなら結論はどっちでもいいさ。でも、ただチビたちのサポートだけで、ここで過ごす日常を流すな。響きよう自身の夢ってやつも、見つめてみろ」

　いつになく真剣な表情で、切々と語りかけて下さる正まさ義よしさん。気付かぬ間に、僕の背筋はこれ以上ないほどまっすぐ伸びていた。

「夢。自分の、夢」

「焦あせらなくて良いいから、じっくりな。響きようにはたっぷり恩がある。だからこそ、ウチでたんまり自分自身と見つめ合っていけ。チビたちとのバンド活動を通じてな。……なにしろ、ここは昔から『迷える子羊』御ご用よう達たしだ」

　ニヤリとして、教会のステンドグラスを見上げる正まさ義よしさん。この場所で、リトルウイングの家族たちと出会えて本当に良かったと、改めて思う。

「ありがとうございます。お言葉に甘えさせて頂きます」

　深く一礼して、遠慮なしに頷うなずく。きっとそうすることで、いちばん正しく感謝の気持ちが伝わると思ったから。

　子どもたちの夢は、ここでの活動を続けて、出場が叶かなわなかったバンドフェスのステージに立つこと。それを叶かなえるために、僕自身も全身全霊の情熱を向ける。もとよりそうするつもりではあったけど、正まさ義よしさんの言葉ではっと気付かされた。

　そのためには、もっと自分自身が、音楽と真しん摯しに向き合わなければならない。僕にとっての音楽とは何か。それが見えてこないうちは、自分自身の答えが見つけられないうちは、誰かに何かを伝えることなんて、できるはずもない。

　少しだけ、今すべきことが見えてきたような気がした。

「──ただいま～。あれ、響きよう？」

「はむ。いらっしゃいませ」

　ぐっと拳を握った直後に、教会の扉が開いて三人の子どもたちが姿を現した。お出かけ先からちょうど帰ってきたみたいだ。

「あの、響きようさんっ。会えて良かったです！　実はちょうど、相談したいことがあって。少し、お時間よろしいですか？」

　希のぞ美み、そしてそらと目配せしてから、潤じゆんが前のめりに質問した。相談か、いったい何だろう。返事ならば、もちろん迷うはずもなかったけれども。
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「構え？」

「はいっ。三人でこの前のライブを見直して思ったんですけど」

「希のぞ美みたち、楽器の持ち方があんまり絵になってない気がするのよね」

　臨時で練習室に入って話を聞くと、どうやら三人とも自分たちの演奏の『見せ方』に改善点があるのでは、という結論に至ったのだそうだ。以前も、ステージ上でのパフォーマンスのしかたについて話し合ったけど、今回は楽器を構えたときの『フォーム』そのものについて、もっと工夫する余地があるのでは、ということらしい。

「なるほど……」

　腕組みして、僕は少し考え込む。確かにライブステージとは即すなわちショーなのだから、少しでも見せ方を良くしようという考え方は絶対に正しい。とはいえ僕個人としては、みんなの演奏の仕方が『絵になってない』とは思わないんだよな。むしろとても魅力的に映っているというのが正直なところだ。なのであまりいじる必要もないのでは、という気もする。

「はむ。響きようにー、どこを変えたらいい？」

　それでもなお、子どもたちが自主的に出してくれた意見だ。独断で不必要と判断せず、試しにいっしょに考え直してみる余地はあるかもしれない。

「そうだねー。ドラムの場合は座ってるし、あんまり変えようもない……のかな？」

　僕自身生のドラムには全然精通していないこともあり、期待に沿えない答えで申し訳ない限りなんだけど、良いいアイデアを提案できず仕舞いだった。

「でも、バンドによってはなんかすごい叩たたき方する人いるわよね。ゴリラのケンカみたいな」

「あはは、ゴリラのケンカって」

　面白い表現に笑ってしまったけど、希のぞ美みの言わんとしていることはわかった。確かに筋肉を駆使してオーバーアクションで叩たたくドラマーさんに比べると、そらのモーションは必要最低限で無駄のない動きだ。それを地味と捉えることも、できるのかもしれない。でも。

「そらの叩たたき方はそらの叩たたき方で、僕はすごくかっこいいと思う。むしろ変に大振りするより、魅力的な個性になってるんじゃないかな」

　自分自身の嗜し好こうもあると思うんだけど、僕は正直そらのフォームが好きだ。叩たたく、というより、日本刀で切り刻んでいるかのようなシャープさを無理に捨ててしまうより、そらの場合はこのまま同じ方向性で突き進んだ方が結果的には人の目を引き付けられるように感じる。

「響きようにーにほめてもらえて、うれしい。でも、もっとよくしたい」

　喜んでくれつつも、さらなる向上心を覗のぞかせるそら。僕としても、何かもう少しくらい建設的な意見を出せないものかと再び考えを巡らせてみる。

　基本的なフォームは変えないままで、何か僅わずかでも動きが洗練されて見えるようにする方法があったりしないものだろうか。

「あ、そうだ」

　いろいろ記憶を辿たどっているうちに、ライブレポートか何かで読んだとある文面のことを思い出した。

「何かありましたかっ？」

「うん、聞きかじっただけの話なんだけど。……そら、クラッシュシンバルを叩たたくときなんだけど、ノールックでできる？」

「はむ。のーるっく？」

「つまり、シンバルの方に顔を向けないで叩たたくってこと？」

「うん、もしできればだけど」

　シンバルにいっさい顔を向けないで叩たたくというのは、L'Arc-en-Cielのドラマー、yukihiroさんの特徴だ。だからこそ、あんなにシャープなフォームが実現できるのだろうという旨むねが、何かに書いてあった。

「やってみます」

　さっそく、適当なフレーズに左右のクラッシュシンバルを織り交ぜて音を奏かなでるそら。思った以上にあっさりと、そらは僕が想おもい描いた叩たたき方を実現してくれた。

「はむ。わりとできるかも」

「な、なんかますます不思議ちゃんな感じになったわね。腕と足はあんなに動いてるのに、身体からだの真ん中だけぴくりともしてなくて」

「うん。……ますますくーちゃんっぽい叩たたき方になった気がする。響きようさん。これ、とってもいいかもですっ」

　そして、そのフォームは期待通りのバージョンアップに繫つながっていた。そらの進化の方向性としては、絶対にこっちが正解だ。しかも、軸が安定するということはきっとリズムキープでも良いい面が多いに違いない。演奏力を阻害せず、見た目を魅力的にできるのであれば、躊ちゆう躇ちよする理由はどこにもない。

「僕もそう思う。どうかなそら。これから、シンバルをあまり見ないで叩たたく練習をしてみるのは？」

「はむ。ありがとう響きようにー。やってみます」

　スティックを持ったまま敬礼するそら。よし、ほんの少しにせよ、バンドの魅力アップに貢献できたかな。

「じゃあじゃあ次は希のぞ美み！　希のぞ美みはどうすればいい？」

　僕の服の袖を引っぱりながら、わくわく顔で尋ねる希のぞ美み。こうなったら三人全員になにかしらのアイデアを伝えないわけにはいかなくなった。若干のプレッシャーも感じてしまいつつ、僕はさらに頭を捻ひねる。

「前にも言ったけど、希のぞ美みは一番自由に動けるポジションだから、コーラスのない時は動きまくってみるっていうのが、一番シンプルなんだけど……」

「うん。それは前も聞いたわ。でも、やりすぎたらあんまりかわいくなかったじゃない。ただ落ち着きがないだけに見えて」

　そう、実はそういう反省に至った経緯があるのだった。男性とは違って、見た目が清せい楚そな希のぞ美みが演奏する場合、動けば動くほど魅力的かというと、どうやらそうでもなさそうだと、僕たちは実体験として知ってしまった。

「元が美人な希のぞ美みだから、あまり奇をてらうのも違ったよね……」

　苦笑しつつ僕が頭を搔かくと、不意に希のぞ美みの頰が赤く染まった。

「び、美人って……!?　ちょ、ちょっと響きよう！　いくら本当のことでも、不意打ちでそんなストレートに褒めるのはダメよ！　て、照れるじゃない」

「わにゃ。ぞみ、羨ましい……」

　言われてみれば、ずいぶんと捻ひねりのない言葉を選んでしまった。後から自分自身、ちょっと恥ずかしくなってきた。とはいえ噓うそを伝えたわけではないのだから否定し直すわけにもいかないけど……。

「ご、ごめん！　えっと、それはそれとして！　希のぞ美みの場合、基本に忠実に構えているのがかえって個性になるんじゃないかな」

「でも映像見たらなんか地味なのよ～。あとほんのひとスパイスだけでも、かっこよく見せる方法ない？」

　ほんのひとスパイスか。確かに変化をつけるならさり気ない隠し味程度が正解だろう。そうすると、今までの思考はちょっと大規模なフォームチェンジに向きすぎていたかもしれないな。

　そう思った瞬間、一番シンプルな部分で調整の余地があるのではと思いついた。

「あ、ストラップ……」

「ストラップ？」

　きょとん、と希のぞ美みは自分の肩に目を向ける。ベースを吊つるしている革製のベルト。そこにほんの僅わずかながら、変化をつけるポイントがあることを思い出した。

「うん。ストラップの長さを変えてみるのはどうかな？」

「あー、ビジュアル系的にしてみる？」

　希のぞ美みが意図を酌くんで、悪戯いたずらをするみたいに笑いながら留め金の位置を端っこの方まで動かした。これで物理的にストラップの長さが二十センチくらい増したはず。

「あう、やりすぎた……」

　確かにちょっと過剰な長さだった。楽器の位置が腰よりもだいぶ下に来てしまったせいで、希のぞ美みは内股に足を開いて前まえ屈かがみにならないと演奏が不可能なようだった。前言の通り、ビジュアル系っぽいフォームではあったけれど。

「あ、あんまりぞみには似合わないかな」

「そこまで極端じゃなくて、その半分……いや、ほんの穴ひとつ分変えるだけでもけっこう見た目には変化があると思うよ」

　恥ずかしながら、僕自身も鏡の前でいろいろなポジションを試してみたことがある。だから、僅わずかな変化でだいぶ印象が変わることを経験として知っていた。

「それを先に言ってよ。じゃあ、普段より穴ひとつ分だけ長くしてみようかしら」

　再び留め金をいじって、ストラップの長さを調整する希のぞ美み。

「……ふむ。どう？」

「はむ。おしゃれになった」

「ほんのちょっとの差だけど、見た目はけっこう違うかも！　上手そうに見えるよ、ぞみっ」

　姿見の前で軽くポーズを決めながら尋ねる希のぞ美み。そらと潤じゆんの意見は、どうやら僕と同じであるようだ。ファッションのことは全然わからないけど、ズボンの裾すそをロールアップするかしないかで印象がガラリと変わるように、数センチ楽器の位置がさがったことでよりいっそう希のぞ美みの雰囲気が洗練された。

「上手そうに見えるって棘とげがあるわね……。でも、うん。希のぞ美みも気に入ったわ。少し違和感あるけど、これくらいならすぐ慣れそうだし」

　希のぞ美みも気に入ってくれたようで、何度も姿見を覗のぞき込んで前後左右を確かめながら、その都度笑みを強めている。よしよし、なんとか役に立つことができたようだ。

「あ、あのっ。響きようさん。私にも、何かアドバイスを頂けないでしょうかっ」

　前のめりな気合いで、最後に潤じゆんも進化を求める。さて、どうすべきか。今一度僕は熟考を重ねた。

　単純なのは、希のぞ美みと同じように潤じゆんも少し楽器の位置を下げることなんだけど、潤じゆんは身体からだ自体が小さいから希のぞ美みほどはっきりとは見た目に変化が生まれないような気がするんだよなあ。もちろん、いざやってみるとけっこう変わる可能性もあるだろうけど。

「希のぞ美みにアイデアがあるわ。潤じゆんはなんだか弱そうだから、もっとロックっぽさを追求するべきじゃないかしら」

　僕が答えに迷っているうちに、希のぞ美みが真面目な顔で挙手した。

「わにゃ、ひどい……」

「はむ。どうすれば、潤じゆんたんつよそうになる？」

「やっぱりアレでしょ、ヘッドバンキング」

「嫌だよう。前いっしょにヘッドバンキングごっこやったとき、すごく眼めが回ってくらくらしたし……」

「はむ。あのとき、潤じゆんたんばんごはんいっぱい残した」

　それはいけない。ヘドバンは却下だ。

「というかそもそも、潤じゆんはメインボーカルの曲が多いからヘッドバンキングしてる間があんまりないんじゃないかな……？」

「あー、言われてみればそうよね。無理にやったら何度もマイクに頭をごつごつ……ぷっ。それはそれで面白いかもだけど」

「ぞみがまたひどいこと言った……」

　笑われてぷくりと頰を膨ふくらませる潤じゆん。それはただのじゃれ合いの範はん疇ちゆうなので気にしなくていいとして、今の会話を聞いていて少し僕も思うところがあった。

「もしかしたら、方向性は希のぞ美みの考え方であってるのかも……」

「えっ、ヘドバン？」

「いや、ヘドバンはナシだけど。潤じゆんの演奏のしかたに変化を付けるのなら、希のぞ美みの言う通りロック方面が正解なのかなって」

　現状のままで、潤じゆんがギターを奏かなでながら歌う姿はとてもかわいらしい。逆に言うと、これ以上のかわいらしさを注入する余地がないような気がする。

　だったらむしろ、ロックの熱さみたいなものを足した方が、適度なギャップが生まれていっそう目を引き付けられるかもしれない。

「ロック……。どうすればロックっぽくなるでしょうっ？」

「ちょっと、普段通り演奏してみてくれるかな？」

「わ、わかりました！」

　弾き語りで、ギターとボーカルを披露してくれる潤じゆん。その様子を僕はじっくり見つめ、何か思いつくことはないかと神経を集中させる。

「……そうか、わかった。あのさ、潤じゆん。ちょっと、足を開いてみようか」

　はっと思いつき、演奏を止やめた潤じゆんにそう伝えた。小学五年生の女子に足を開けと命令するのはそこはかとなくマズいのではと後から思ったが、もちろんやましい意味でではない。

「ビジュアル系？」

「いや、そっちじゃなくて、縦に。こんな感じ」

　再び内股になってジェスチャーする希のぞ美みにかぶりを振って、自分自身で実践してみせる。縦、要するに左足を前、右足を少し後ろに引いた、かけっこのスタート前みたいな構え方だ。

　イメージしたのは、フー・ファイターズのデイヴ・グロール。僕にギターボーカルのかっこよさを最初に教えてくれたミュージシャンの演奏フォームが、こんな感じなのだ。

「こう、でしょうか……？」

　潤じゆんが見よう見まねで同じポーズをとる。足を開いたぶんマイクの位置が相対的に少し高くなって、天に向けて食らいつくような一生懸命さが、潤じゆんの見た目に宿った。

「あ、いいじゃないそれ！」

「はむ。潤じゆんたんかっこいい」

「わにゃ。ほ、本当っ？」

　希のぞ美みとそらから好評を受けて、潤じゆんの面持ちがぱっと華やいだ。

「うん、かなりロック感が増したよ。それでいて、小学生の女の子がやっていても不自然な感じはしないし。もしやるなら、このアレンジが良いいんじゃないかな」

　まさかこんなに、エモーショナルなイメージとかわいらしさが同居するとは。デイヴの演奏だけを見ていても絶対に気がつかなかっただろうな。

「うん！　これでみんな変えどころが見つかったわね！　さっそく試してみましょう！」

　希のぞ美みの合図に頷うなずいて、三人は演奏を開始する。

「すごい……。ちょっとの変化で、こんなにブラッシュアップされるなんて」

　フォームチェンジの効果は想像を遥はるかに超えて如によ実じつだった。リヤン・ド・ファミユというバンドが、たった今ひとつ上のステージに到達したと、確信させられる。

　みんな、すごい。こんな変化が起こることを、僕は予想だにしていなかった。三人が強い向上心でもって、何か少しでも変えるところはないかと模索したからこそ、プレイフォームの見直しという可能性に気付くことができたのだ。

　それもきっと、潤じゆんたちが明確な夢を持って音楽と向き合っているから。

　だんだんと見えてきた気がする。現状を乗り越えて先に進むために、今の僕には足りないものが。
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「ひびき！　よく来たわね！　ひびきの方から『会いたい』だなんて、やっと自分の本当のパートナーが誰なのか思い出したのね！」

　潤じゆんたちとの臨時練習を終えてから、僕は霧きり夢ゆめに連絡を取って下宿先まで会いに行った。

　もっとたくさんの人から、話を聞いてみたい。そんな衝動を抑えきれなくなったのだ。

「やりましたね貴き龍りゆう様！　そして私も、これで正真正銘の愛人になれます！」

「……ちょっと。放り出すわよ」

　訪問は歓迎してもらえて、霧きり夢ゆめもそして相あいヶが江えさんも笑顔で自室へ招いてくれた。相変わらず話が妙な方向へぶっ飛びがちなのは覚悟の上だったので、要所要所でスルースキルを駆使して乗り越えよう。

　夢や目標とまっすぐ向き合う、というテーマで自分のことを考えたとき、ふと霧きり夢ゆめの顔が頭に浮かんだ。霧きり夢ゆめのイラストレーターとしての知名度は、僕なんかと比べものにならない。実際その力量は、音楽と絵で直接的な比較はできないにせよ、もはやアマチュアの領域に留とどまっていない。

　この若さでそれ程まで上達できた理由はなんなのか。才能の違いか。それとも強い情熱が為なし得たのか。前者だけでなく、後者も関係あるのだとしたら、そのパワーはどこから生まれたのか。

　なんとなく、霧きり夢ゆめには良いい意味で『迷い』がないような気がする。そこが一番自分との差に思える。何をするにしても迷ってばかりの僕が、自分で選んで答えを出すために、霧きり夢ゆめの目に見えている世界のことを、改めて教えて欲しい。

「ねえ霧きり夢ゆめ。……霧きり夢ゆめはやっぱり、プロのイラストレーターを目指してるのかな？」

「や、ぜんぜん」

「え!?」

　あまりの潔いさぎよい即答っぷりに、僕は危うく座ざ布ぶ団とんから転げ落ちそうになってしまった。確かに、想像通り迷いがない。しかしその答えは予期していたものと全然違った。

「そんなに上手うまいのに？」

「上手うまいわよ。上手うまいのは知ってる。でも上手うまいから仕事にしなきゃいけないなんてこと、少しもないでしょ」

「それは確かにそう……だと思うけど」

　霧きり夢ゆめの言っていることは正論だろう。けれどそれでも、なんとなく勿もつ体たいない気がしてしまうのも事実だった。というか僕自身の勝手な想おもいとして、霧きり夢ゆめの才能がきちんと世に出ない未来に対し、多かれ少なかれ喪失感のようなものを抱いてしまう。

「絵を描くのは、好きなんだよね？」

「そりゃもちろんよ。一日中我を忘れて描いてることもあるわ。でも、別に仕事にしなきゃいけないなんて決める気はない。仕事になったらなんでも自由にはできないだろうし、楽しかったのがつまらなくなっちゃうかもだし。それなら、ただ好きで描き続けてるだけの方がいい」

「…………」

　今度の言葉は、目から鱗うろこが落ちるような想おもいを僕に抱かせた。確かに、そうか。好きだという情熱と、それを仕事にしたいという情熱は、必ずしもイコールにしなくてもいいのか。

　好きだからこそ、選ばないという選択肢もアリなのか。

　もちろん僕自身がどうしたいかは自分で決める。でも『絶対に仕事にしなきゃ』という強迫観念のようなものを、音楽に抱かなくても良いいのかもしれない。

　もっと音楽に対して自由な気持ちで接しても良いいのかも。だとしてもそれが、音楽に対する、潤じゆんたちに対する不義理にはならないのかも。

　やっぱり、霧きり夢ゆめたちに会いに来て良かったなと改めて思う。本気で向き合わなきゃという想おもいが強すぎて、視野が狭くなってしまうところだった。

「ていうか、私の夢は別にあるもの。ズバリ、ひびきのヨメ。島の賽さい銭せん箱ばこで養ってあげるから、ひびきは働かなくても良いいのよ。お金の心配なんてしないで、ちんちくりんズのこともきっぱり忘れて、一生私のためだけに音楽作ってなさい」

「今ならもれなく私という妾めかけもついてきます！」

「柚ゆず葉はっ！　本当に放り出すわよ！」

　またしても話がややこしくなってきて、苦笑いで固まるしかなかったけれど、その発想の自由さはある意味で僕に足りないもう一つのパーツかもしれない。

　どうすべきかわからないということは、どうにでもできるということでもあるのだろうから。




　　　　♪




「あれ、響きよう。お出迎え？」

「うん、お出迎え」

　日も暮れてきた頃、最後に僕は桜花さくらのバイト先に向かった。裏口前でしばし待っていると、勤めを終えた桜花さくらが軽やかに外へ出てくる。

「冗談のつもりだったのに、はっきり肯定されるとなんか……照れるし」

　頰を搔かきつつ、眼めを逸そらす桜花さくら。迷惑だったかなと一瞬心配になったけど、表情を見る限り本気で怒っているわけではないようで安心した。

「ちょっと桜花さくらと話がしたくて。リトルウイングまで一緒に帰って良いい？」

「うん、もちろん良いいよ。行こう」

　了承を頂けたので、僕は桜花さくらと並んで今日一日のことや、僕自身の迷いについて全部話した。

　子どもたちに、僕は何ができるか。

　その答えを出すために、僕自身が音楽とどう向き合っていくか。

　子どもたちの夢と向き合いながら、僕自身はどんな夢を見るのか。

　とりとめもなくて、青臭くて、漠然とした想おもいを、桜花さくらはただ黙って、時々相づちを打って、最後まで聞き続けてくれた。

「なんかさ、羨ましいな」

「えっ、僕が？」

「うん。響きようが。だってあたしはまだ、特に何もないからね～。将来何がしたいかとか、迷おうにも迷うための種すらない。だから響きようが羨ましい。仕事にすることを目指すか、目指さないか。そんな風に迷えるものが……『音楽』があって羨ましい。迷わず一直線に進めることよりも、響きようみたいにこれでもかってほど悩んだりできることの方が、むしろ情熱が強いんじゃないかな。あたしはそんな気がする」

　迷い、悩めることの方が、情熱が強い。そういう考え方もできるのかな。

「……ありがとう。そんな風に言ってくれて」

　正解はわからないけど、僕にとってその言葉が大きな力になったことだけは間違いなかった。

　僕の傍そばにいる大切な人たちはみんなそれぞれ強い意志を持っていて、それぞれ違う方法で僕に生きることの形を教えてくれる。

　そのどれもが、掛け替えのない財産になっている。何度思ったかわからないけど、再び喜びを嚙かみしめずにはいられない。みんなと出会えて、本当に良かった。

「あたしはどうしようかな、高校出たら。ま、焦あせって考えても仕方ないけど」

「進学希望？」

「今のところはそのつもり。もう少し迷う時間が欲しいっていうか。マスターには迷惑かけちゃうけど」

「正まさ義よしさんなら、迷惑だなんて絶対思わないんじゃないかな」

「うん。……そこはまあ、わかってる」

　微笑ほほえんで、夕暮れを見上げる桜花さくら。口を挟むまでもなかったろうけど、僕としてもそう確信できることだったから、言葉にせずにはいられなかった。

「……パン屋さんはね、好き」

　少し唐突に、桜花さくらが呟つぶやいた。夢の種もないと先ほどは言っていたけど、本当は違うのかもしれない。ただ、明言するほど確かな形ではないというだけで。

　桜花さくらもきっと、いろんな事で迷い、悩んでいるのだ。

「良いいお店だもんね。和わ光こうさんのとこ」

「うん。最初は仕事自体には全然興味なかったんだけど、今は違うかも。ふふっ、いざとなったら後継いでやりますか～。どうせオーナー結婚できないだろうし」

「あー、ヒドい」

　と言いつつ、うっかり笑い声を漏もらしてしまったことは和わ光こうさんに内緒にしておかなければ。

「うそうそ、冗談。石油王に見初められる人でした。……ていうか、偉そうなこと言っておいてあたしの方が結婚できないこともあるだろうし」

「桜花さくらは結婚して良いい奥さんになると思うけど」

「……………………え」

　桜花さくらが立ち止まって声を詰まらせた。

　そこでやっと、僕はだいぶ切り込んだ発言をしてしまったことに気付く。

　桜花さくらが結婚するということは、そういう相手がいるということになってしまうんだよな。

「ほんとに、そう思う？」

　真剣な瞳で尋ねられてしまった。はぐらかしたり、いい加減な返事は許されないムードだ。

「思い、ます」

　心臓が痛むほど、胸の鼓動が早まる。

「…………保証して、くれる？」

　夕暮れに顔を染めた桜花さくらが一歩近付いて、僕をまっすぐ見つめている。

　これは、僕の人生の中でも、指折りに重要な場面になるかも。それだけはわかったから、しばし沈黙から抜け出せなくなる。

「…………………………」

「…………………………」

　無言でまっすぐ見つめ合う僕たちの脇を、車が三台くらい通り過ぎていった。一分くらいのできごとだったようにも、一時間くらい動けなかったようにも思えた。

　──ふっ、と。桜花さくらが緊張感を解いて微笑ほほえんだ。

「なんてね。……さっきのナシ。さすがに、ヌケガケだって怒られちゃう」

「あ……」

　振り返り、僕を残し歩き始めた桜花さくらの背中をぼんやり見つめる。

　もしかしたら、人生で千載一遇のチャンスみたいなものを、逃してしまったのかも。

「ほらほら早く～。子どもたちがお腹なかを空すかせて待っててくれてるんだから。ついでにマスターも」

「ご、ごめん！」

　満面の笑みで呼ばれ、僕は慌てて距離を詰め直す。

　チャンスは逃してしまったかもしれない。でも、落ち込むのはよそう。今のが最後ってわけじゃないと、そう思いたいから。

「響きようもさ、バイトしてみたら？　もうすぐ春休みだし、とりあえず短期で」

　桜花さくらはすっかり普段通りのペースになって、僕に尋ねる。ギクシャクとした空気を残さないよう、気を遣ってくれているのかも。そう思って、話題を蒸し返さず、さり気ない風を装よそおって質問に答えることにした。

「また和わ光こうさんのところで？」

「それはそれであたしは歓迎だけど。ほら、もっと響きようの夢の形が、見えてくるような」

「僕の、夢の形……」

　つまりは、まだ見ぬ『外の世界』にこぎ出してみろと、桜花さくらは助言してくれているのだ。

「そうだね。ちょっと本気で、考えてみる」

　沈みゆく夕ゆう陽ひを見据えながら、僕は大きく頷うなずいた。
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『拝啓　さわやかな風が、草木を揺らす──』

　そこまで書いてふと違和感を覚え、僕はメールの履歴を辿たどった。

「あぶない。モロパクするところだった……」

　検索すると、引っかかったのは去年の春に送られてきた、当時はまだ見知らぬ人からのお誘い文。潤じゆんが僕に宛てた、最初のメールの冒頭だった。

　思わず苦笑してしまった後で、今度はシンパシーから僕は目を細めた。なるほど、初めて出すメールというのは本当に書き出しが難しい。潤じゆんはあの時、全身全霊の勇気を込め、必死に文面を考えて僕にコンタクトをとってくれたんだな。もともとわかっていたつもりだったけど、いざ自分が同じ状況に置かれてみて、よりいっそう尊敬の念が深まった。

　あの時、潤じゆんたちが手を伸ばしてくれていなかったら、僕は未まだ内側の世界に閉じこもったままだっただろう。

「ありがとう」

　しみじみそう感じて、僕は自室で声に出して呟つぶやいた。

　あれから、いろんな変化があった。学校にも通うようになったし、潤じゆんと希のぞ美みとそら。桜花さくら。正まさ義よしさん。そして霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさん。

　他にもたくさんの人たちと出会い、この部屋の中だけで完結していた僕の世界が、外側に広がった。

　でも、まだ。まだまだ世界は、もっとずっと広い。

　僕には答えの出せない問題と直面した今、僕はまた少し、外の世界を知るべきなのかもしれない。

　不安や恐怖は人並み以上にある。けれども、一歩踏み出せたのだから。きっと次の一歩に繫つなげられる。それに、支えてくれる人たちがいる。昔よりもずっと広くなった『内側』で、大切な人たちが待っていてくれる。

　だからまた、進まなきゃ。大切な人たちと、今以上に笑い合うために。

「よし、なるようになれ……だ！」

　気合いを入れ直し、僕はおぼつかない言葉でメールを綴つづった。ただ自分の願いをそのまま言葉に乗せて。

　音楽を仕事にしている人たちの現実を、この眼めで直接確かめたい。

　そして、自分の夢の形を、確かめたい。

　潤じゆんたちの夢を形にするための、力が欲しい。

　わき起こる数々の願いを指先に乗せ、僕は力いっぱいメールの送信ボタンをクリックした。










　あとがき




　少し間が空いてしまいましたが、無事『天使の３Ｐスリーピース！』第８巻をお届けすることができました。お待ち下さっていた方々には深い感謝と、遅くなったお詫わびを心から申し上げます。

　間隔が空いたのはひとえにタイミング調整、ただそれだけでして、お待たせしたぶん一緒に嬉うれしい告知をお届けできていることと思います。皆様の応援のおかげでここまでたどり着けました。重ね重ね本当にありがとうございます！

　さて、その話題はひとまず置いておいて、本編について軽くお知らせさせて頂きたいことがあるので少々お付き合い下さいませ。

　８巻目となった『天使の３Ｐスリーピース！』ですが、前巻の短編集を挟んで、この巻から第二部、という気持ちで執筆しております。それに伴いまして、フォーマットのマイナーチェンジを試行させて頂きました。

　本編を読んで頂いた方は既にお気づきだと思いますが、６巻までは一つなぎの長編として書いていたものを、この巻から連作短編形式でストーリー展開しております。ＰＡＳＳＡＧＥひとつごとに小エピソードを締め、同時進行で大枠の物語も進ませていく感じでしょうか。

　なぜ変更したかというと、７巻として短編エピソードを自分でまとめて読んでみたとき、『あれ、このタイトルってひょっとしたら短編形式の方が相性良いいかもしれないぞ』と強く感じたからなんです。

　一度固めたフォーマットを途中で変えるのはどうよ？　という葛藤もありましたが、より楽しんで頂ける可能性を模索した結果でございますので、今後も変わらずに潤じゆんたちを応援して頂けたら光栄の極みでございます。

　とはいえまあ、全編新規書き下ろしですし、お話の温度感は特段変わっていない（むしろリミッターが外れたという説も……）と思いますので、そんなに違和感はないのではないかと期待しております。

　本編に関するお知らせは以上です。お読み下さりありがとうございました。

　さてさて、いよいよ満を持して嬉うれしい告知です！

　既に各方面から発表済みであると思われますが『天使の３Ｐスリーピース！』、このたびＴＶアニメ化が決定いたしました！

　正直、全てがとんとん拍子に進んだ道ではなかったのですが、結果として今や風向き超良好。素晴らしいスタッフの皆様に力を貸して頂き、自信を持ってお届けできるプロジェクトになりそうです。僕自身幕開けが心の底から楽しみでなりません。アニメの放送予定は二〇一七年。これからも『天使の３Ｐスリーピース！』に関わる全てをよろしくお願い申し上げます！


二〇一六年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。『ロウきゅーぶ！』で第15回電撃小説大賞《銀賞》を受賞し、作家デビュー。普段猫に警戒されるらしいのですが、この子はよほど疲れていたのかいっぱい触らせてくれたそうで。感動のあまり著者近影に登場。きっと若い猫なのでしょう！
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イラスト／てぃんくる

『ロウきゅーぶ！』『天使の３Ｐ！』を担当している、儚く美しい美少女たちが魅力のはるかぜせつな。小学生道を極め、魅力の全てを詰め込んだ『てぃんくるイラストレーションズ Quintet Tea Party ロウきゅーぶ！』も好評発売中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





天てん使しの3スリーPピース！×8








蒼あお山やまサグ





発　行　　　　2016年11月10日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2016 SAGU AOYAMA





※2016年10月8日発行の電撃文庫『天使の3P！×8』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/p083.jpg
7

/
4 /
N\NNNNANNNNNNNNN GO «\\\\\\\\\\\\ N\ NN\ N NN NN NSCN N NN AR AN NN SCA\N NN N

N\

— =V//, / /I
v 4 / { 4 /1)
7 / 1

AN\
\\ =

[FE4H]10/21  [1%%] AB
11 U3 & 150
1 [EREA/NFR  BE2H
— o [(DHBFED ARV
EEREKUI-EERBE UL >T=D,
PEVEEERUN STz, F-PU-Obh~,

Here comes the three angels

fsht

. AN NANNNNGCNNNNN

\\AANANRRNSANNNNANNNN G\ .

7}\\\

A

\NNN\\ NSy Jf i Ty §
\,xf

NNNN





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-003-005.jpg





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/dengekibunko-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p188.jpg
o

By

bt el
PR






item/image/p227.jpg





item/image/p149.jpg
4
\\\\\‘.\\\\\\\\\\\'\\\\\\\\\\\g\\\\\\\\\\\\\\&\\\\\\\\\‘.\\\\\\\\\\\I\\\\\‘

N\NNN

7 QNN

[/Uf)"“ﬂiélﬂ'\yb]
\' ?B/S\&/uo 35‘/3\&/1,3713311@(\(.\0 lito

-

——

1R'¢
é' Here comes the three angels

fsht

\\\\\‘I\\\\\\\\\\\'\\\\\\\\\\4\\\\\\\ yUES t . AN NANNNNGCNNNN N

2

\\\\\\\\"Z\\\\\\\\\\\:;L\\\E -






item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		PASSAGE 1



		PASSAGE 2



		PASSAGE 3



		PASSAGE 4



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-cid7894.png





item/image/p057.jpg
$240 S UOPHYHEN
it SIRWSHE
oM SN S

R &RV S VUEISO
ik S RIBROOIS
< SHRLIHING

KR ®:ZOHEVEP

IR ®HIR R RolivEV
ENRIRWODY

i SLTRI5S

i ®RMHED

B ®6 V<






item/image/p134.jpg





item/image/p255.jpg
7

7
NANANNNNNANNRANS A NN NN NANN NN NS NN NNNANNNNGCANNNN

7
2

NNNNNANNN NNV SN NNANNNAN
/ / \

[Bt4R)7/7 [i&%)AB
R B B AR HE2M
[Dh58ES ARIN]

HaRh2DIFOUE, RFSTSH Tl
e L Y IR N<E!

Here comes the three angels

fsht

. AN NANNNNGCNNNN N

N\ANNNNNNNNSANNNNNNANNN SANNN

\NNN\\ NSy Jf i Ty §





item/image/p011.jpg
2
N AN N NN NN NN NNNNNANNNNGCNNNNN

/

7

2
\\\\\‘;\\\\\\\\\\\f\\\\\\\\\\\g\\\\\\\\\\\\\

7

NANANNNNNNNNNNNNNNNSANNNNNNNN

ANERT 4LEELLEILLL .S LLLELLLRELLNLELENNRNTLNILLENNRRANNLNNT AANNNRNNNRE.NN\NN

& </ &&D

o H 2

s 2 @ [ =
[BEA]11/15 [MERIA  [26] St iohai:  3mE1 A

[(DHRFBARYH]
the 7y TUIBB YA bhMa- -0 ToFELEPHID RO DT ESBREIEIT E

Here comes the three angels

NN NN NN NN NSNA NN NN NNNNSNNN

7
NNNNNSNNNNNNNNNNSINNNNNNNNNNS, \NNNNN\ NIy I B o ol y
/ 7





item/image/p215.jpg
4
\\\\\\&\\\\\\\\\‘.\\\\\\\\\\\I\\\\\‘

; =T

/
\
Ny L
AN
o

\;‘[jﬂiﬂlnng L% A

) g \ L3 & KU
4074 (#tﬁlﬁaﬁw& 54241
| D REB RN BREADBEEHNTHE

Y LELEBD BN REEL THITTT, SHTTHRH L
(TR o o IR HOEERLGTI T LDRBLTHSIF
FHRALZFEHTILELTEL LLD R,

ANNNNSENNN

Here comes the three angels

'
| 2
| /
: /
/
A 7
v A\ ’ \ “
A \ / " \
N\NNNNJ / \\\\\\\\\\\\\\\\4" \ AY— t—] .\\\\\\‘\\fx\\\\‘
AN //l' J

Ly
\ \ {4

) ‘






item/image/p015.jpg
nﬁéEE]S/S [1f&%] A

\

(%&]ﬂiﬁﬁ“‘d\%& 524l
[DDSRED ARV
PolEUBIEHNVEIEATT 20 AN,
AAEEWNSULIEHRLEWTT DB,

ANNNN SANN

Here comes the three angels

2 L))
N\NNNNANNN *I CSANNTNNNNNNY =S )

. ANNANNNNBANNNN

)





item/image/kuchie-001.jpg
K- - gatETo
<HEHBFHLUNR®
pakweV g

| HERSHPLSILRIO?
HOUKES | R
BDIOLE°

NVEL NNV 10
<PHORSR°
KRB<1H0%R

LONSMVVEe—°






item/image/photo.jpg





item/image/p076-077.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
JOO0—2
PASSAGE 1

PASSAGE 2

PASSAGE 3

PASSAGE 4.

S

TEO— 2

Here
comes

the three
angels






item/image/p209.jpg





item/image/kuchie-006-008.jpg
00000

MRl ZNeE 0 a)






item/image/p009.jpg
Here comes the three angels






